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令
和
七
年
度
（
第
62
回
）
総
会
開
催
報
告

令
和
七
年
七
月
三
日
（
木
）
、
四
日
（
金
）
、
鳥
取

県
倉
吉
市
に
お
い
て
、
第
六
十
二
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
を
会

場
と
し
て
、
理
事
会
、
総
会
及
び
講
演
会
を
開
催
し
、

翌
日
は
小
川
氏
庭
園
、
丸
井
氏
庭
園
及
び
倉
吉
市
打

吹
玉
川
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
視
察
し
ま
し

た
。

（
一
）
理
事
会

日　
　

時

令
和
七
年
七
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
三
時
〇
〇
分
～
十
三
時
三
十
分

審
議
事
項

総
会
提
出
案
件
（
総
会
議
事
参
照
）

（
二
）
総

会

日　
　

時

令
和
七
年
七
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
四
時
○
○
分
～
十
五
時
三
十
分

出
席
会
員

六
十
二
会
員

（
他
に
委
任
状
六
十
二
会
員
）
合
計
百
二
十
四
会
員

令
和
七
年
総
会
日
現
在
会
員
数

百
四
十
一
会
員

（
正
会
員
百
十
四
会
員

賛
助
会
員
二
十
七
会
員
）

司
会
（
事
務
局
）

東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
管
理
課

　
　

課
長
代
理
（
事
業
普
及
担
当
）

田
口

暁

開
会
挨
拶
（
事
務
局
）

東
京
都
建
設
局
公
園
計
画
担
当
部
長

大
道
和
彦

主
催
者
挨
拶

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　
　

会
長

亀
山

章

開
催
地
挨
拶

倉
吉
市
長

広
田
一
恭

開
催
地
挨
拶

鳥
取
県
副
知
事

亀
井
一
賀

来
賓
挨
拶

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

　
　

主
任
文
化
財
調
査
官

平
澤

毅

 
 
 議

事
議
長

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　
　

会
長

亀
山

章

①
令
和
六
年
度

会
務
報
告

②
令
和
六
年
度

会
計
報
告

③
令
和
六
年
度

会
計
監
査
報
告

　
　

監
事

養
翠
園

藤
井

清

④
令
和
七
年
度

予
算
案

⑤
令
和
七
年
度

事
業
計
画
案

⑥
役
員
の
選
任

⑦
第
62
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

　
　

決
議
案

次
回
開
催
地
挨
拶

　
　

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
副
会
長

　
　
　

毛
越
寺
庭
園

藤
里
明
久

（
三
）
講
演
会

日　
　

時

令
和
七
年
七
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
五
時
四
十
五
分
～
十
七
時
三
十
分

①
文
化
遺
産
と
し
て
の
公
園
と
庭
園

　
　

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

　
　
　

主
任
文
化
財
調
査
官

平
澤

毅

②
鳥
取
県
の
庭
園
調
査
と
倉
吉
市
の
庭
園

　
　
　

京
都
芸
術
大
学
芸
術
学
部
歴
史
遺
産
学
科

　
　
　
　
　

教
授

仲

隆
裕

閉
会
挨
拶

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
副
会
長

　
　

毛
越
寺
庭
園

藤
里
明
久
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六
義

園

中
川

知
佳

司
会

東
京
都
建
設
局

田
口
　
暁

榎
原

健
太

郎
亀

井
智

彦

森
朋

子

六
義

園

齋
藤

勝

髙
橋

裕
一

遠
藤

百
々

旧
秋

田
藩

主
佐

竹
氏

別
邸

庭
園

丸
の

内
げ

ん
太

兼
六

園
兼

六
園

中
島

耕
平

鈴
木

均
中

村
満

直

出
入
口

出
入
口

岡
﨑

氏
庭

園

岡
﨑

陽
一

皆
川

幸
穂

旧
芝

離
宮

庭
園

㈱
エ

ム
・

オ
ー

・
エ

ー
グ

リ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
観

音
院

庭
園

小
石

川
後

楽
園

小
石

川
後

楽
園

石
井

沙
奈

殿
ヶ

谷
戸

庭
園

上
原

奈
桜

田
島

弘
之

山
田

耕
三

松
本

大
吾

杉
山

園
果

山
内

聡
子

福
家

博
子

池
田

泰
久

殿
ヶ

谷
戸

庭
園

殿
ヶ

谷
戸

庭
園

花
豊

造
園

㈱
旧

浜
離

宮
庭

園

江
上

輝
苗

村
善

和
辻

秀
幸

中
田

広
和

兵
主

神
社

庭
園

北
村

葉
子

石
田

智
弘

福
家

俊
彦

中
村

悠

善
法

院
庭

園
渉

成
園

（
東

本
願

寺
）

識
名

園
兵

主
神

社
庭

園

外
間

政
明

井
口

雄
辻

川
光

男
福

田
早

葉
子

兵
主

神
社

庭
園

本
願

寺
大

書
院

庭
園

本
願

寺
滴

翠
園

識
名

園
兵

主
神

社
庭

園

八
馬

稔
小

野
澤

虎
洞

福
家

俊
孝

杉
村

暢
浄

第
６
２
回

　
文

化
財

指
定

庭
園

保
護

協
議

会
　
総

会
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
　
２
階
「
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
＆
チ
ェ
ル
シ
ー
」

（
公

財
）

東
京

都
公

園
協

会
聚

光
院

庭
園

光
浄

院
庭

園
渉

成
園

（
東

本
願

寺
）

財
間

至
宏

今
井

孝
司

森
正

代
中

根
行

宏
石

垣
美

記
子

徳
村

盛
市

石
垣

長
敏

清
水

一
樹

大
下

周
道

田
近

宏
幸

財
間

氏
庭

園
名

古
屋

城
二

之
丸

庭
園

梅
田

氏
庭

園
㈱

中
根

庭
園

研
究

所
石

垣
氏

庭
園

文
化

財
庭

園
保

存
技

術
者

協
議

会

旧
石

崎
氏

庭
園

建
長

寺
庭

園

生
田

昭
夫

宮
本

澄
代

姫
野

正
太

郎
木

下
照

信
梅

田
勝

也
池

畑
敦

至
佐

藤
隆

男
大

橋
圭

正
善

院
庭

園
岡

山
後

楽
園

岡
山

後
楽

園
江

馬
氏

館
跡

庭
園

依
水

園

植
彌

加
藤

造
園

㈱
㈱

環
境

事
業

計
画

研
究

所
諸

戸
氏

庭
園

島
原

弘
征

丹
羽

知
香

吉
村

龍
二

嶋
野

謙
介

粉
河

寺
庭

園

諸
戸

公
子

岩
田

香
名

子
河

良
純

平
笹

木
眞

由
美

加
藤

友
規

小
川

氏
庭

園

小
川

氏
庭

園

小
川

氏
庭

園
粉

河
寺

庭
園

尾
崎

氏
庭

園

齋
藤

實
根

鈴
智

津
子

逸
木

和
野

々
村

明
佳

里
眞

田
廣

幸

小
川

氏
庭

園

尾
崎

氏
庭

園

齋
藤

信
子

田
中

宏
夫

逸
木

盛
俊

岡
憲

司
尾

崎
哲

小
川

氏
庭

園

旧
大

乗
院

庭
園

旧
堀

氏
庭

園
植

彌
加

藤
造

園
㈱

植
彌

加
藤

造
園

㈱

偕
楽

園

奈
良

公
園

平
泉

町
平

泉
文

化
遺

産
セ

ン
タ

ー
諸

戸
氏

庭
園

毛
越

寺
庭

園

仙
巌

園
（

附
）

花
倉

御
仮

屋
庭

園
仙

巌
園

（
附

）
花

倉
御

仮
屋

庭
園

円
覚

寺
庭

園

川
口

卓
志

岡
﨑

壮
一

鈴
置

光
深

渡
邉

智
美

山
田

威
夫

三
好

清
超

市
澤

泰
峰

旧
龍

性
院

庭
園

神
仙

郷

森
清

縮
景

園
会

津
松

平
氏

庭
園

御
薬

園
養

翠
園

星
野

周
徹

長
野

信
弘

藤
井

清
德

川
斉

正

正
善

院
庭

園
岡

山
後

楽
園

岡
山

後
楽

園
旧

島
津

氏
玉

里
邸

庭
園

依
水

園
偕

楽
園

円
覚

寺
庭

園

脇
森

寿
史

縮
景

園
会

津
松

平
氏

庭
園

御
薬

園

栗
田

優
子

臥
龍

山
荘

庭
園

琴
ノ

浦
温

山
荘

園

内
田

均
田

代
佳

子

（
一

社
）

日
本

庭
園

協
会

須
藤

友
久

建
長

寺
庭

園

旧
朝

倉
文

夫
氏

庭
園

梅
田

雅
幸

縮
景

園

松
本

朋
憲

神
仙

郷

白
井

秀
拓

松
中

徹

浄
智

寺

小
林

賢

鈴
置

瑞
澄

近
藤

真
由

旧
古

河
氏

庭
園

建
長

寺
庭

園
旧

石
崎

氏
庭

園

長
谷

川
一

豊
三

ツ
井

修
司

阿
多

啓
晶

三
原

和
也

東
天

尚
中

村
浩

史
浜

崎
倫

光
小

森
園

真
由

原
本

咲
子

岡
野

和
彦

（
公

財
）

東
京

都
公

園
協

会

（
公

財
）

東
京

都
公

園
協

会
善

法
院

庭
園

向
島

百
花

園
旧

池
田

氏
庭

園

石
垣

氏
庭

園

廣
瀬

慶
寛

長
尾

美
沙

子
渡

部
裕

一

梅
田

氏
庭

園
玄

宮
楽

々
園

仙
巌

園
（

附
）

花
倉

御
仮

屋
庭

園
仙

巌
園

（
附

）
花

倉
御

仮
屋

庭
園

（
一

社
）

日
本

庭
園

協
会

（
一

社
）

日
本

庭
園

協
会

瑞
泉

寺
庭

園

聚
光

院
庭

園

亀
山
　
章

正
善

院
庭

園
栗

林
公

園
名

古
屋

城
二

之
丸

庭
園

㈱
富

士
見

園
仙

巌
園

（
附

）
花

倉
御

仮
屋

庭
園

旧
新

発
田
藩

下
屋

敷
（

清
水

谷
御

殿
）

庭
園

藤
里
　
明
久

副
知
事

東
京
都

建
設
局

志
羅

山
順

慶

副
会
長

毛
越
寺
庭
園

鳥
取
県

倉
吉
市
長

亀
井
　
一
賀

広
田
　
一
恭

ス
テ
ー
ジ

会
長

工
藤
　
真
紀

大
道
　
和
彦

文
化
庁

主
任

文
化

財
調

査
官

平
澤
　
毅

東
京
都

建
設
局

西
山

御
殿

跡

桝
田

賢
一

２
３

１
５

６
４

８
９

７
1
1

1
2

1
0

1
4

1
3
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第
62
回

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

開
会
挨
拶

　
　
　
　
　
東
京
都
建
設
局
公
園
計
画
担
当
部
長

大
道

和
彦

当
協
議
会
事
務
局
を
務
め
ま
す
、
東
京
都
建
設
局

公
園
計
画
担
当
部
長
の
大
道
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第
62

回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

総
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
全
国
各
地
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
と
、
本
総
会
開
催
に
多
大
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
取
県
、
倉
吉
市
、
小
川
氏
庭

園
の
皆
様
に
、
事
務
局
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

平
澤

毅

主
任
文
化
財
調
査
官
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
協
議
会

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
指
導
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
協
議
会
は
、
昨
年
度
、
第
61
回
の
総
会

を
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
こ
う
し
て
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
私
ど
も
事
務
局
と
し
て
、
当
協
議
会
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
に
数
多
く
の

文
化
財
庭
園
が
ご
ざ
い
ま
す
。
文
化
財
庭
園
は
、
大

切
な
歴
史
資
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
都
市
の
貴
重
な

緑
の
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
を

伝
え
る
観
光
拠
点
と
し
て
、
大
変
大
き
な
価
値
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
文
化
財
庭
園
は
、

日
頃
よ
り
手
入
れ
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

本
日
、
お
集
り
の
皆
様
の
日
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
と
り
わ
け
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
、
こ
れ
ま
で

も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
変
困
難
な
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
庭
園

の
維
持
管
理
や
運
営
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
よ
う
や
く
今
、
皆
様
の
庭

園
の
お
姿
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
先
般
、

近
畿
以
西
の
地
域
の
梅
雨
明
け
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
数
年
の
猛
暑
、
酷
暑
は
、
私
た
ち
の
日

常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
始
め
て
い
ま
す
。
大
事
な

庭
園
の
植
物
等
の
生
育
環
境
へ
の
影
響
な
ど
、
心
配

は
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
な
庭
園
を
守
り
、
活
か
し
、
次
世
代
に
つ
な
い
で

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
の
文
化
財
庭
園
の
取
組
を
簡
単
に
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
お
か
げ
さ
ま
で
お
越
し

に
な
る
お
客
様
の
人
数
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
迫
る
回

復
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
に

よ
る
増
加
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
広
報
の
強
化
や
夜
間

開
園
な
ど
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
誘
客
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
、
整
備
に
関
す
る
話
題
と
し
て
は
、

重
要
文
化
財
旧
岩
崎
家
住
宅
、
都
立
公
園
の
名
称
と

し
て
は
旧
岩
崎
邸
庭
園
と
申
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の

保
存
活
用
計
画
が
平
澤
様
を
は
じ
め
文
化
庁
、
関
係

の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
等
に
よ
り
完
成
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
旧
古
河
庭
園
で
は
、
一
昨
年
度
に
着
手
し
た
主
要

景
観
で
あ
る
洋
館
の
外
壁
修
復
工
事
が
完
了
し
、
さ

ら
に
国
の
特
別
名
勝
、
特
別
史
跡
で
あ
る
浜
離
宮
恩

賜
庭
園
で
は
、
大
泉
水
に
掛
か
る
木
橋
（
お
伝
え
橋
）

の
架
け
替
え
に
取
り
組
む
な
ど
、
文
化
財
庭
園
の
適

切
な
保
存
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
総
会
は
、
全
国
各
地
の
文
化
財
庭
園
の
所
有
者

や
管
理
者
が
一
同
に
会
す
る
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
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私
共
の
最
近
の
取
組
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
会
員
の
皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や
皆
様

の
新
し
い
取
組
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
情
報
や
意
見

を
交
換
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。
懇
親

会
も
含
め
ま
し
て
、
本
協
議
会
が
契
機
と
な
り
、
皆

様
の
取
組
が
発
展
し
、
庭
園
が
一
層
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
当
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
発

展
と
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
事
務
局
を
代
表
し

て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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主
催
者
挨
拶
　
　

　
　
　
　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

会
長
　
　

亀
山

章

第
62
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
こ
れ
だ
け
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
鳥
取
は
、
梅
雨
が
明
け
た
よ
う
で
す
ね
。
今

ま
で
こ
の
総
会
は
梅
雨
時
に
や
っ
て
い
て
、
い
つ
も

天
気
を
気
に
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
は

大
変
な
天
気
に
恵
ま
れ
て
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
石
川
県
の
金
沢
市
で
総
会
を
開
催
し
て
、

早
く
も
一
年
が
経
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

皆
様
と
再
び
倉
吉
で
お
会
い
で
き
ま
し
た
こ
と
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
私
ど
も
の
総
会
開
催
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
取
県
及
び
倉
吉
市
の
皆
様
、

視
察
地
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
く
小
川
氏
庭
園
、
丸

井
氏
庭
園
、
倉
吉
市
打
吹
玉
川
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
皆
様
、
そ
の
他
多
く
の
ご
関
係
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

倉
吉
と
言
い
ま
す
と
、
白
壁
蔵
造
り
の
街
と
し
て
有

名
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
元
々
が
大
化
の
改
新
の
後
、
奈

良
時
代
の
前
に
国
府
が
各
地
で
定
め
ら
れ
た
時
に
、
こ

こ
は
伯
耆
国
の
国
府
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
伯
耆

国
の
県
庁
所
在
地
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、

国
司
が
こ
こ
に
来
た
わ
け
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
国
分
寺

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
方
の
中
心
地
で
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
東
は
因
幡
国
、
西
は
出
雲
に
挟
ま
れ
た
こ
の
場

所
が
、
伯
耆
国
で
あ
り
ま
し
た
。
伯
耆
と
い
え
ば
伯

耆
大
山
で
も
知
ら
れ
て
い
る
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
国
府
の
地
で
こ
の
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
ご
来
賓
と
し
ま
し
て
、
文
化
庁
か

ら
、
主
任
文
化
財
調
査
官
の
平
澤

毅
様
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
事
並
び
に
報

告
事
項
に
つ
い
て
、
後
ほ
ど
、
事
務
局
か
ら
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
審
議
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

総
会
の
後
は
、
講
演
会
を
予
定
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
二
人
の
方
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
お

り
ま
し
て
、
ま
ず
初
め
に
、
文
化
庁
文
化
財
第
二
課

主
任
文
化
財
調
査
官
の
平
澤

毅
様
に
「
文
化
遺
産

と
し
て
の
公
園
と
庭
園
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
戴

し
、
次
に
、
京
都
芸
術
大
学
芸
術
学
部
歴
史
遺
産
学

科
教
授
で
あ
り
ま
す
仲

隆
裕
様
に
「
鳥
取
県
の
庭

園
調
査
と
倉
吉
市
の
庭
園
」
と
題
し
て
お
話
を
伺
え

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
会
報
誌
に
は
、
皆
様
か
ら
の
お
声
が
事
務

局
へ
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
後
ほ
ど
会

報
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
後
の
会
議
、
講
演
会
並
び
に
懇
親
会

に
お
き
ま
し
て
も
活
発
な
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
活
き
活
き
と
し
た
協
議
会
の
動
き
を
皆
様
方
と
と

も
に
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
皆
様
の
庭
園
が
、
国

の
宝
、
地
域
の
宝
と
し
て
末
永
く
保
護
さ
れ
、
利
活

用
さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
重
ね
て
、
地
元
の
鳥
取

県
及
び
倉
吉
市
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
開
催
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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開
催
地
挨
拶

　
　
　
　
　
鳥
取
県
倉
吉
市
長

広
田

一
恭

た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
倉
吉
市
長

の
広
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
第
62
回
を
飾
ら
れ
る
文
化
財
指
定
庭
園

保
護
協
議
会
の
総
会
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
、
文
化
庁
か
ら
平
澤
主
任
文
化
財

調
査
官
に
お
い
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
全
国
各
地

か
ら
会
員
の
皆
様
方
に
ご
多
忙
の
中
ご
参
加
を
い
た

だ
い
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
文
化
財
庭
園
の
普
及
、
ま
た
、
保

存
と
活
用
に
つ
い
て
、
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
、
保
存
と
活

用
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
ど

も
は
、
保
存
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
文
化
財
を
も
っ

と
も
っ
と
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
度
か
ら
文
化
財
課
を
市
長
部
局
の
方
に
移
管
を

し
て
、
保
存
は
も
と
よ
り
、
活
用
の
ほ
う
も
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
明
日
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
庭
園

も
、
皆
様
に
観
光
地
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
ま
た
周
知
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
今
、

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
単
に
ご
覧
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
明
日

は
小
川
氏
庭
園
に
お
い
て
九
〇
年
前
の
茶
道
具
で
の

お
茶
の
お
も
て
な
し
も
あ
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
お

り
ま
す
。
普
段
も
、
庭
園
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

庭
園
を
見
た
後
に
地
元
の
和
菓
子
を
皆
さ
ん
に
提
供

し
な
が
ら
抹
茶
を
振
る
舞
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
う
し
た
文
化
も
皆
さ
ん
に
継
承
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
楽
し

み
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
亀
山
会
長
か
ら
倉
吉
の
話
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
倉
吉
は
、
伯
耆
国
の
国
府
が
置
か

れ
た
行
政
の
中
心
地
で
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
末
期
か

ら
は
千
歯
扱
き
や
倉
吉
絣
等
の
商
工
業
も
大
い
に
発

達
し
、
そ
れ
ら
の
な
ご
り
と
し
て
、
石
州
瓦
の
赤
い

瓦
に
、
漆
喰
の
白
壁
土
蔵
の
町
並
み
が
残
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
が
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
と
お
り
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
古
い
町
並
み
も
明
日
、
ご
覧
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
皆
様
が
明
日
の
視
察
が
済
ん
だ
ら

お
帰
り
に
な
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
明
日
は
金

曜
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
に

は
よ
く
申
し
上
げ
る
の
で
す
が
、
皆
様
方
の
ご
家
族

や
職
場
の
皆
様
も
、
そ
ん
な
に
早
い
お
帰
り
を
待
っ

て
お
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
が
お
待

ち
に
な
ら
れ
て
い
る
の
は
、
お
土
産
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
土
産
を
持
っ
て
帰
れ
ば
、
一
日
二
日
遅
く
帰
ら
れ

て
も
、
一
つ
の
文
句
も
出
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

中
部
は
、
温
泉
地
で
も
あ
り
、
周
辺
に
は
、
関
金
温

泉
や
三
朝
温
泉
、は
わ
い
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

も
う
一
泊
、
も
う
二
泊
と
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
協
議
会
の
益
々
の
発

展
、
そ
し
て
本
日
ご
参
加
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
地
元
市
長
と
し
て
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
の
総
会
の
開
催
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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開
催
地
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
副
知
事

亀
井

一
賀

鳥
取
県
副
知
事
の
亀
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
の
総
会
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
鳥
取
県
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
、
亀
山
会
長
の
方
か
ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
梅
雨
が
明
け
ま
し
て
、
非
常
に
暑
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は
こ
の
鳥
取
県
、
山
陰
地
方

と
い
う
の
は
、
意
外
と
気
温
が
高
く
、
蒸
し
暑
く
て
、

非
常
に
夏
が
暑
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。
明
日
は
体
調

に
は
気
を
つ
け
て
ご
視
察
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。先

ほ
ど
広
田
市
長
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

鳥
取
県
も
、
文
化
財
行
政
を
令
和
元
年
度
か
ら
、
教

育
委
員
会
か
ら
知
事
部
局
に
所
管
を
移
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
い
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
と
県

議
会
で
も
議
論
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

教
育
委
員
会
で
所
管
し
て
い
る
時
と
い
う
の
は
、
ど

ち
ら
か
と
言
い
ま
す
と
、
や
は
り
保
存
を
し
っ
か
り

す
る
と
い
っ
た
ウ
エ
イ
ト
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
本
県
の
平
井
知
事
と
し
ま
し
て
は
、

保
存
だ
け
で
は
な
く
、
知
事
部
局
の
観
光
で
あ
り
ま

す
と
か
、
地
域
お
こ
し
、
地
域
づ
く
り
、
そ
う
い
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
観
点
を
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
鳥
取
県
を
作
っ
て
い
く
の
に

は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
委

員
会
か
ら
知
事
部
局
の
方
に
所
管
を
移
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
都
道
府
県
と
か
、

あ
る
い
は
市
町
村
で
も
、
だ
ん
だ
ん
教
育
委
員
会
か

ら
首
長
部
局
の
方
に
所
管
が
移
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
か
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
地
域
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
と
か
、
地
域
振
興
、
あ
る
い
は
最
近
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
い
う
こ
と
で
、
海
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

こ
の
見
事
な
庭
園
を
い
か
に
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
の
か
、
そ
う
い
っ
た
観
点
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
重
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
実
は
県
議
会
で
も
い
ろ

い
ろ
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
観
光
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
は
本
来
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
形

の
こ
と
を
管
理
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
庭
園
含
め
ま
し
て
、
文
化
財
と
い
う
の
は
、

私
た
ち
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
し
っ

か
り
と
保
存
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
大
前

提
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
日
本
の
国
内
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
世
界
に
向
か
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
そ
の
地
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
、
見
て
い
た
だ
く
、
体
感
し
て
い
た
だ

く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
重
要
性
と
い
う
の
は
、
何

よ
り
も
増
し
て
大
き
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
形
で
鳥
取
県
で
は
知
事
部
局
の
方

に
所
管
を
移
し
ま
し
て
、
令
和
二
年
度
か
ら
四
年
間

か
け
て
、
こ
の
鳥
取
県
内
の
文
化
財
指
定
庭
園
が
ど

う
い
っ
た
保
存
状
態
に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
調
査
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
庭
園
を
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い
く

人
材
を
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
後
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
、
仲
先
生

の
ご
協
力
も
得
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
人
材
育
成
に

も
取
り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
私
た
ち
鳥
取

県
と
し
て
も
、
市
町
村
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
そ
し

て
文
化
庁
様
と
も
協
力
を
し
な
が
ら
、
そ
し
て
ま
た
、
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こ
の
協
議
会
の
皆
様
と
も
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
鳥
取
県
内
の
文
化
財
指
定
庭
園
を
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

最
後
に
、
開
催
地
と
い
た
し
ま
し
て
、
Ｐ
Ｒ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
か
ら
少

し
暑
い
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
暑
さ
を
一
番
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
が
、
倉
吉
を
離
れ
ま
す
が
、
鳥
取
砂
丘
で
あ

り
ま
す
。
非
常
に
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
く
ら
い
で
す

が
、
少
し
庭
園
が
広
く
広
く
な
っ
た
、
そ
ん
な
感
じ

と
思
っ
て
、
ぜ
ひ
明
日
で
も
明
後
日
で
も
、
こ
の
鳥

取
砂
丘
に
も
訪
問
し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

実
は
こ
の
鳥
取
砂
丘
、
大
阪
万
博
の
会
場
に
、
ミ

ニ
ミ
ニ
版
で
体
感
で
き
る
ブ
ー
ス
を
出
し
て
お
り
ま

す
。
鳥
取
県
は
中
国
地
方
の
一
員
で
す
け
れ
ど
も
、

関
西
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
中
に
鳥
取
県
の
ブ
ー
ス
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
四
方
八
方
鏡
張
り

に
い
た
し
ま
し
て
、
そ
こ
に
実
際
に
鳥
取
砂
丘
の
砂

を
持
っ
て
き
て
、
無
限
に
広
が
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ

た
形
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
物
の

鳥
取
砂
丘
は
こ
こ
鳥
取
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
鳥
取
県
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
に
は
、
灼
熱
の

鳥
取
砂
丘
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
と
っ
て

も
暑
か
っ
た
な
と
体
で
覚
え
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
倉
吉
市
に
は
、
県
立
の
中
で
、
日
本

で
一
番
遅
く
に
で
き
た
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

三
月
に
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
ま
し
た
。
一
番
最
後
に

オ
ー
プ
ン
を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
魅
力

満
載
の
美
術
館
が
、
こ
の
倉
吉
市
内
に
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
総
会
が
、
皆
様
方

に
と
っ
て
大
変
大
き
な
実
り
の
あ
る
総
会
と
な
り
ま

す
こ
と
を
、
心
よ
り
祈
念
を
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
62
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

来
賓
挨
拶

　
　
文
化
庁
文
化
財
第
二
課
主
任
文
化
財
調
査
官

（
名
勝
部
門
）
平
澤

毅

こ
ん
に
ち
は
、
皆
さ
ん
。
こ
の
度
も
こ
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
た
い

へ
ん
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
に
与
り
ま
し
た
文
化
庁
の
平

澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
の
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

総
会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
第
62
回
総
会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し

て
、
主
催
庭
園
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
登
録
記
念
物

で
あ
り
、
鳥
取
県
指
定
名
勝
で
あ
る
小
川
氏
庭
園
、

ま
た
、
倉
吉
市
長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
の
多
大
な

る
ご
尽
力
、
鳥
取
県
庁
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
前
回
の
第
61
回
総
会
は
、
公
益
財
団
法

人
成
巽
閣
、
石
川
県
金
沢
城
・
兼
六
園
管
理
事
務
所

の
ご
協
力
の
下
、
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
、
名

勝
成
巽
閣
庭
園
、
特
別
名
勝
兼
六
園
、
そ
し
て
、
そ

の
時
に
は
指
定
答
申
直
後
で
令
和
六
年
一
〇
月
一
一

日
に
指
定
さ
れ
た
名
勝
西
氏
庭
園
な
ど
を
巡
る
中
で

も
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ

こ
に
改
め
ま
し
て
金
沢
市
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
各
位
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま

す
。そ

し
て
、
今
般
は
、
鳥
取
県
下
で
も
古
く
か
ら
史

跡
整
備
等
に
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
来
ら
れ
た
倉

吉
市
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ご
案
内
の
通
り
、
倉
吉
市
は
、
昭
和
六
年
指
定
の

史
跡
三
明
寺
古
墳
（
昭
和
六
年
一
一
月
二
六
日
指
定
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
史
跡
伯
耆
国
分
寺
跡
（
昭
和
四

九
年
三
月
一
二
日
指
定
）
、
史
跡
伯
耆
国
府
跡
（
昭

和
六
〇
年
五
月
一
四
日
指
定
）
、
な
ど
六
つ
の
史
跡

［
史
跡
大
原
廃
寺
塔
跡
：
昭
和
一
〇
年
一
二
月
二
四

日
指
定
、
史
跡
阿
弥
大
寺
古
墳
群
：
昭
和
五
六
年
五

月
一
一
日
指
定
、
史
跡
大
御
堂
廃
寺
跡
：
平
成
一
三

年
一
月
二
九
日
指
定
］
の
ほ
か
、
通
称
「
白
壁
土
蔵

群
」
と
も
呼
ば
れ
る
倉
吉
市
打
吹
玉
川
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
五
日

選
定
）
な
ど
、
と
て
も
数
多
く
の
貴
重
な
歴
史
遺
産

が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
平
成
二
二
年
八
月
五
日
に
登
録
記
念

物
と
な
り
ま
し
た
小
川
氏
庭
園
に
つ
い
て
は
、
修
復

整
備
が
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
平
成
二
七
年
四
月

七
日
に
は
鳥
取
県
指
定
文
化
財
と
し
て
名
勝
に
も
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
一

日
の
鳥
取
県
中
部
地
震
に
被
災
し
、
シ
ン
ボ
ル
と
も

な
っ
て
い
た
煉
瓦
造
の
煙
突
が
大
破
さ
れ
ま
し
た

が
、
多
く
の
人
び
と
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
得
ら
れ

て
、
環
翠
園
が
令
和
三
年
一
一
月
か
ら
公
開
さ
れ
、

さ
ら
に
令
和
五
年
九
月
に
は
本
協
議
会
に
も
ご
入
会

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
町
家
の
庭
園
と
し
て
は
、
昨
年
秋

の
答
申
を
得
て
、
本
年
三
月
一
〇
日
に
丸
井
氏
庭
園

が
、
登
録
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
倉
吉
に
は
、
鳥
取
県
指
定
名
勝
の
桑

田
氏
庭
園
（
平
成
二
二
年
九
月
一
七
日
指
定
）
、
高

田
氏
庭
園
（
平
成
二
二
年
九
月
一
七
日
指
定
）
な
ど

が
あ
り
、
湯
梨
浜
町
の
名
勝
尾
崎
氏
庭
園
（
昭
和
一

二
年
一
二
月
二
一
日
指
定
）
の
ほ
か
、
三
朝
町
の
名

勝
及
び
史
跡
三
徳
山
に
所
在
す
る
鳥
取
県
指
定
名
勝

の
正
善
院
庭
園
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
九
日
指
定
）

な
ど
と
と
も
に
、
鳥
取
県
中
部
地
方
の
庭
園
文
化
を

よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。
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毎
度
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
て
、
文

化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
の
総
会
が
、
年
を
追
っ

て
、
全
国
を
訪
ね
て
開
催
さ
れ
て
い
る
の
も
、
日
本

の
優
れ
た
文
化
財
庭
園
の
多
様
性
を
実
感
し
、
会
員

相
互
の
交
流
を
深
め
る
機
会
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

各
地
に
お
い
て
文
化
財
庭
園
が
ど
の
よ
う
に
愛
さ
れ

て
い
る
の
か
を
共
に
実
感
し
、
世
界
的
に
も
稀
有
な

日
本
庭
園
の
文
化
を
将
来
へ
豊
か
に
継
承
し
て
い
く

た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
も
大
き
な
目
的

が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
取
り
組
ま

れ
て
お
ら
れ
ま
す
お
手
入
れ
や
訪
問
さ
れ
る
方
々
へ

の
お
も
て
な
し
な
ど
か
ら
、
庭
園
の
素
晴
ら
し
さ
、

そ
の
楽
し
み
、
あ
る
い
は
、
日
々
の
ご
苦
労
な
ど
に

つ
い
て
、
会
員
相
互
間
に
お
け
る
情
報
や
意
見
の
交

換
な
ど
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
「
文
化
財
庭
園
の
保

護
」
と
い
う
、
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
す
で
に
六
〇

年
以
上
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
来
ら
れ
た
こ
の
運
動
を

ま
す
ま
す
盛
り
立
て
る
活
発
な
企
画
の
発
意
と
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
広
く
地

域
社
会
や
国
民
一
般
、
ひ
い
て
は
世
界
に
向
け
て
文

化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
か
ら
の
積
極
的
か
つ
継

続
的
な
文
化
の
発
信
に
つ
い
て
、
重
ね
ま
し
て
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
こ
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ

ま
の
御
健
勝
と
と
も
に
、
本
会
の
ご
盛
況
と
ま
す
ま

す
の
発
展
、
ひ
い
て
は
、
貴
重
な
文
化
財
庭
園
の
将

来
に
向
け
た
保
護
と
そ
の
文
化
の
魅
力
が
さ
ら
に
広

く
国
民
に
普
及
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
固
有
な

文
化
が
さ
ら
に
広
く
世
界
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
し

て
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
重
ね
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日

と
明
日
と
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
62
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

議
事
録
（
抄
）

一

開
催
年
月
日

令
和
七
年
七
月
三
日
（
木
）

二

開
催
場
所

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉

（
鳥
取
県
倉
吉
市
上
井
町
一
丁
目
九

－

二
）

　
　

三

会
員
総
数

一
四
一
会
員

四

総
会
の
成
立

会
則
第
一
八
条
の
定
足
数
で
あ
る
会
員
総
数
の

過
半
数
を
満
た
し
て
お
り
、
総
会
は
成
立
し
て
い

る
。

（
参
加
者
：
六
二
会
員
、
会
則
第
一
九
条
に
よ
る

委
任
状
提
出
者
：
六
二
会
員

計
一
二
四
会
員
）

五

議
題

（
一
）

令
和
六
年
度

会
務
報
告

（
二
）

令
和
六
年
度

会
計
報
告

（
三
）

令
和
六
年
度

会
計
監
査
報
告

（
四
）

令
和
七
年
度

予
算
案

（
五
）

令
和
七
年
度

事
業
計
画
案

（
六
）

役
員
の
選
任

（
七
）

第
62
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

総
会
決
議
案

六

議
事
経
過
の
概
要
そ
の
結
果
及
び
表
決
数

事
務
局

開
会
を
宣
言
す
る
。
会
則
第
一
七
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
総
会
の
議
長
は
会
長

が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

議
長　
　

総
会
の
成
立
に
つ
い
て
事
務
局
に
報

告
を
求
め
る
。

事
務
局

総
会
出
席
者
は
会
則
第
一
八
条
の
定

足
数
で
あ
る
過
半
数
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
。

議
長　
　

議
題
（
一
）
、（
二
）
及
び
（
三
）
は
関

連
す
る
議
題
で
あ
る
の
で
一
括
し
て

審
議
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
事
務
局
に

説
明
を
求
め
る
。

事
務
局

議
題
（
一
）
令
和
六
年
度
会
務
報
告
と

し
て
、
第
六
一
回
総
会
の
報
告
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

　
　
　
　

議
題
（
二
）
令
和
六
年
度
会
計
報
告
と

し
て
、
収
入
・
支
出
予
算
及
び
決
算
の

概
要
報
告
と
詳
細
を
説
明
す
る
。　
　
　
　
　

議
長　
　

会
計
監
事
（
養
翠
園

藤
井
清
氏
）
に

監
査
結
果
の
報
告
を
求
め
る
。

監
事　
　

議
題
（
三
）
に
基
づ
き
、
適
切
に
処
理

さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
を
行
う
。

議
長　
　

出
席
者
に
対
し
、
議
題
（
一
）
、
（
二
）

及
び
（
三
）
に
つ
い
て
意
見
等
を
求
め

る
。
〈
質
問
及
び
意
見
等
な
し
〉

議
長　
　

議
題
（
一
）
、（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ

い
て
可
否
の
表
決
を
求
め
る
。
〈
全
員

賛
成
〉

　
　
　
　

よ
っ
て
議
題
（
一
）
、（
二
）
及
び
（
三
）

は
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

議
長　
　

議
題
（
四
）
及
び
（
五
）
は
関
連
す
る

議
題
で
あ
る
の
で
一
括
し
て
上
程
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
事
務
局
に
説
明
を

求
め
る
。

事
務
局

議
題
（
四
）
令
和
七
年
度
予
算
案
と
し

て
、
収
入
予
算
案
及
び
支
出
予
算
案
を

説
明
す
る
。

　
　
　
　

議
題
（
五
）
令
和
七
年
度
事
業
計
画
案

と
し
て
、
総
会
の
開
催
、
会
報
六
〇
号

二
五
〇
部
の
発
行
及
び
活
動
の
指
針

を
説
明
す
る
。

議
長　
　

出
席
者
に
対
し
、
議
題
（
四
）
及
び
（
五
）

に
つ
い
て
意
見
等
を
求
め
る
。
〈
質
問

及
び
意
見
等
な
し
〉

議
長　
　

議
題
（
四
）
及
び
（
五
）
に
つ
い
て
可

否
の
表
決
を
求
め
る
。
〈
全
員
賛
成
〉

　
　
　
　

よ
っ
て
議
題
（
四
）
及
び
（
五
）
は
原
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案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

議
長　
　

議
題
（
六
）
に
つ
い
て
、
事
務
局
に
説

明
を
求
め
る
。

事
務
局

会
則
で
「
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す

る
。
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
が
改
選
時
期
。

理
事
会
に
お
い
て
、
現
役
員
で
あ
る
会

員
へ
引
き
続
き
留
任
の
お
願
い
を
し
、

お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
い
る
。
つ
い

て
は
前
期
役
員
の
留
任
を
提
案
し
た

い
。

議
長　
　

出
席
者
に
対
し
、
議
題
（
六
）
に
つ
い

て
意
見
等
を
求
め
る
。
〈
質
問
及
び
意

見
等
な
し
〉

議
長　
　

議
題
（
六
）
に
つ
い
て
可
否
の
表
決
を

求
め
る
。
〈
全
員
賛
成
〉

　
　
　
　

よ
っ
て
議
題
（
六
）
は
原
案
ど
お
り
決

定
さ
れ
た
。

議
長　
　

議
題
（
七
）
に
つ
い
て
、
会
長
か
ら
説

明
。

議
長　
　

文
化
庁
長
官
へ
の
文
化
財
指
定
庭
園

の
保
護
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
を

提
案
。

　
　
　
　

以
下
の
三
点
に
つ
き
格
段
の
ご
支
援

を
要
望
す
る
内
容
で
承
認
い
た
だ
け

れ
ば
、
文
化
庁
に
提
出
す
る
。

　
　
　

一

文
化
財
庭
園
の
価
値
を
維
持
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
病
虫
害
防
除

や
庭
の
手
入
れ
の
財
政
上
・
技
術
上

の
支
援
の
充
実

　
　
　

二

外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
施
設

の
整
備
等
に
関
す
る
保
存
整
備
費

補
助
金
の
拡
充

　
　
　

三

文
化
財
庭
園
に
係
る
相
続
税
・
固
定

資
産
税
等
の
税
制
優
遇
措
置
の
確

保

議
長　
　

出
席
者
に
対
し
、
議
題
（
七
）
に
つ
い

て
意
見
等
を
求
め
る
。
〈
質
問
及
び
意

見
等
な
し
〉

議
長　
　

議
題
（
七
）
に
つ
い
て
可
否
の
表
決
を

求
め
る
。
〈
全
員
賛
成
〉

　
　
　
　

よ
っ
て
議
題
（
七
）
は
原
案
ど
お
り
決

定
さ
れ
た
。

議
長　
　

次
回
開
催
地
で
あ
る
毛
越
寺
庭
園
藤

里
副
会
長
に
挨
拶
を
求
め
る
。

副
会
長

毛
越
寺
庭
園
及
び
平
泉
町
の
紹
介
と

多
数
の
来
訪
を
期
待
す
る
旨
の
挨
拶
。

　
　
　
　

〈
拍
手
〉

議
長　
　

議
事
は
す
べ
て
終
了
し
た
こ
と
を
発

言
し
、
閉
会
を
宣
言
す
る
。

以
上
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次
回
開
催
地
挨
拶

　
　
　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

副
会
長

（
毛
越
寺
庭
園
）
藤
里

明
久

明
年
、
令
和
八
年
、
こ
の
総
会
の
開
催
地
と
な
り

ま
し
た
平
泉
町
を
代
表
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
明
年
は
、
平
泉
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
一
五

年
目
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
春
か
ら
様
々
な
行
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
大
変
忙
し
い

年
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
、
開
催
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

を
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
の
お
手
元
に
平
泉
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
平
泉
は
、
平
成
二
三
年
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
に
際
し
ま
し
て
は
、

庭
園
と
い
う
も
の
が
大
変
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ま
ず
め
く
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
中
尊
寺
金
色
堂
が
あ
り
ま
し
て
、
次
に
毛

越
寺
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
毛
越
寺
庭
園
は
特
別
史
跡
、

特
別
名
勝
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
ペ
ー

ジ
お
め
く
り
い
た
だ
き
ま
す
と
、
無
量
光
院
庭
園
、

観
自
在
王
院
庭
園
、
そ
し
て
、
無
量
光
院
庭
園
あ
る

い
は
観
自
在
王
院
庭
園
の
背
景
と
な
っ
て
お
り
ま
す

金
鶏
山
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
世
界
遺
産
の
構
成

遺
産
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

明
年
は
、
こ
れ
ら
の
庭
園
を
じ
っ
く
り
皆
様
に
ご

見
学
い
た
だ
い
て
、
皆
様
方
か
ら
も
色
々
な
お
話
を

頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
泉
町
は
小

さ
い
町
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
県
の
方
々
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
皆
様
を
ご
歓
迎
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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講
演
会
「
文
化
遺
産
と
し
て
の
公
園
と
庭
園
」

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

主
任
文
化
財
調
査
官

平
澤

毅

改
め
ま
し
て
、
平
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
年
新
し
く
指
定
、
登
録
さ
れ
た
庭
園
の
ご
紹

介
を
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
て
、
指

定
、
登
録
の
関
係
の
準
備
も
い
ろ
い
ろ
各
地
で
滞
っ

て
い
た
と
こ
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
少
し
持
ち
直

し
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
数
多
く
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
般
、
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
年
）
と
い
う
の
は
、
日
本
で
公
園
制
度

の
取
組
が
始
ま
っ
て
一
五
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
日

本
公
園
緑
地
協
会
の
ほ
う
で
主
に
取
組
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
と
き
の
話
も
少
し
取
り
混
ぜ
て
、「
文

化
遺
産
と
し
て
の
公
園
と
庭
園
」
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
、
公
園
と
庭
園
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
〕

大
き
く
は
三
つ
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
名
勝

地
の
指
定
、
登
録
の
現
状
、
こ
れ
は
毎
年
ご
紹
介
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
話
に
少
し
関
連
付
け
て
お

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
庭
園
と
公
園
の
関
係
と

い
う
の
は
な
か
な
か
複
雑
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
話
と
、
そ
れ
か
ら
最
後
に
遺
産

と
し
て
の
公
園
、
そ
し
て
庭
園
と
の
関
係
と
い
う
こ

と
で
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
二
〕

ま
ず
は
毎
年
の
お
話
で
、
現
在
、
名
勝
の
指
定
は

四
三
二
件
、こ
の
う
ち
人
文
的
名
勝
と
自
然
的
名
勝
、

こ
う
い
う
く
く
り
で
件
数
を
分
け
て
ご
紹
介
し
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
人
文
的
名
勝
が
二
五
〇
件
、
そ

の
う
ち
公
園
が
一
一
件
、
庭
園
が
二
三
六
件
、
橋
梁
・

築
堤
が
三
件
な
の
で
、
こ
の
協
議
会
が
主
に
関
心
の

高
い
庭
園
の
指
定
は
四
三
二
件
の
う
ち
の
だ
い
た
い

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
庭

園
の
指
定
二
三
六
件
で
す
け
れ
ど
も
、
一
件
の
指
定

に
幾
つ
か
の
庭
園
を
含
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
の
で
、
庭
園
の
数
と
し
て
は
、
実
質
二
六
〇
余
り

が
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
な
ど
の
自
然
的
名

勝
が
一
八
二
件
に
な
り
ま
す
。
登
録
の
ほ
う
は
全
部

で
一
一
八
件
、
名
勝
地
の
関
係
で
あ
り
ま
し
て
、
こ

れ
も
八
一
件
が
庭
園
に
な
り
ま
す
。
登
録
の
ほ
う
は

近
代
の
庭
園
が
多
く
、
こ
の
う
ち
六
十
数
件
が
近
代

の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
〇
～
三
〇
年
の
間
に

名
勝
庭
園
の
指
定
の
ほ
う
も
、
近
代
に
造
ら
れ
た
も

の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、
近
代
に
関
わ
る
も
の
と

し
て
近
世
か
ら
の
つ
く
り
に
近
代
に
手
を
加
え
た
も

の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
総
会
で
訪
問
い
た
し

ま
し
た
金
沢
の
名
勝
成
巽
閣
庭
園
は
、
幕
末
に
造
ら

れ
た
部
分
が
古
く
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
そ
こ
に
近
代
に
造
作
し
た
部
分
を
追
加
指

定
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
も
の
も
含
め
て
数
え
ま
す
と
、
二
三
六
件
の

う
ち
お
よ
そ
五
件
に
一
件
が
近
代
に
関
わ
る
庭
園
と

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

登
録
件
一
一
八
件
の
う
ち
公
園
が
一
三
件
、
景
勝
地

が
二
四
件
あ
り
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
四
〕

令
和
六
年
度
の
新
指
定
、
新
登
録
の
名
勝
地
は
こ

の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
配

付
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
の
五
ペ
ー
ジ
目
に
同
じ
情

報
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。
令
和
六
年
度
は
秋
田
県
大

館
市
の
「
鳥
潟
会
館
庭
園
」
と
石
川
県
金
沢
市
の
「
西

氏
庭
園
」
の
二
件
の
名
勝
指
定
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
登
録
の
ほ
う
は
福
島
県
会
津
若
松
市
の
「
会

津
東
山
温
泉
向

む
か
い
た
き瀧

庭
園
」
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
御
薬
園
が
あ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
東
山
温
泉
に
あ
る
旅
館
の
庭
園
で
す
ね
。
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そ
れ
か
ら
、
大
阪
府
吹
田
市
の
「
日
本
万
国
博
覧
会

記
念
公
園
日
本
庭
園
」
、
こ
れ
は
概
括
的
に
言
え
ば
、

日
本
庭
園
の
意
匠
を
取
り
入
れ
た
公
園
施
設
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
登
録
と
し
て
は
庭
園

と
し
て
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
先
般
、
三

月
一
〇
日
に
最
新
の
告
示
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
大
分
県
竹
田
市
の
「
納の

池い
け

」で
す
。こ
れ
は
「
納
池
」

と
い
う
指
定
の
名
称
で
、
ほ
ぼ
自
然
の
景
勝
地
で
す

け
れ
ど
も
、
明
治
六
年
一
月
一
五
日
の
太
政
官
布
達

の
公
布
に
反
応
し
て
明
治
八
年
に
公
園
と
し
て
認
可

さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
公
園
と
し
て
指
定
し
て

お
り
ま
す
。
登
録
の
関
係
は
、
景
勝
地
で
、
奈
良
県

北
葛
城
郡
王
寺
町
の
「
明

み
ょ
う

神じ
ん

山や
ま

（
送
迎
山
）
」
、
「
（
送

迎
山
）
」
と
括
弧
付
き
で
添
え
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
で
〈
ひ
る
め
や
ま
〉
と
読
み
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
こ
の
倉
吉
市
に
あ
る
「
丸
井
氏
庭
園
」
、
そ

れ
か
ら
愛
媛
県
東
温
市
の
「
上か

み

林は
や
しの

風か
ざ

穴あ
な

」
、
そ
し

て
大
分
県
豊
後
高
田
市
の
「
穴あ

な

井い

戸ど

観
音
」
が
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
五
〕

個
別
の
概
観
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
「
鳥
潟
会
館
庭
園
」
に
つ
い
て
、
昨
年
の

講
演
会
で
す
で
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
昭

和
一
〇
年
代
に
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
で
あ

り
ま
し
た
鳥
潟
隆
三
、
今
、
庭
園
は
鳥
潟
〈
と
り
が

た
〉
会
館
庭
園
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
造
ら
れ
た

方
は
鳥
潟
〈
と
り
か
た
〉
隆
三
と
い
う
方
で
、
実
家

の
増
改
築
に
伴
っ
て
庭
園
を
造
っ
た
わ
け
で
す
。
鳥

潟
隆
三
先
生
は
大
阪
に
病
院
を
経
営
れ
て
い
た
と
こ

ろ
、
書
簡
な
ど
で
遣
り
取
り
を
し
て
造
営
の
指
示
を

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
書
簡
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
重
要
な
評
価
と
な
っ
て
い

ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
六
〕

次
に
、
昨
年
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
現
地

を
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
石
川
県
金
沢

市
の
「
西
氏
庭
園
」
、
こ
れ
は
大
正
時
代
に
造
営
さ

れ
た
住
宅
庭
園
で
す
。
金
沢
と
い
う
町
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
廃
れ
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

武
家
の
屋
敷
地
跡
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
桑
畑
に
な
っ
て
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
に
、

近
代
に
新
し
く
造
ら
れ
た
屋
敷
と
庭
園
に
な
り
ま

す
。
特
徴
の
一
つ
は
大
野
庄
用
水
を
取
り
込
ん
で
園

池
を
造
っ
て
い
た
点
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
地

域
内
外
か
ら
大
小
様
々
な
石
材
な
ど
を
集
め
て
、
意

匠
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
七
〕

そ
れ
か
ら
、
会
津
若
松
市
の
「
会
津
東
山
温
泉
向

瀧
庭
園
」
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
藩
政
時

代
の
湯
治
場
を
継
い
で
、
明
治
の
初
期
に
平
田
さ
ん

と
い
う
方
が
開
業
し
た
温
泉
旅
館
の
庭
園
で
、
昭
和

初
期
の
増
築
で
、
斜
面
を
囲
う
よ
う
な
敷
地
の
中
に

備
わ
っ
て
い
る
庭
園
で
す
。
い
ろ
い
ろ
旅
館
の
ほ
う

で
工
夫
さ
れ
ま
し
て
、
春
の
桜
、
夏
の
蛍
、
秋
の
紅

葉
、
そ
れ
か
ら
冬
は
こ
の
旅
館
の
社
長
自
ら
が
一
時

間
ほ
ど
か
け
て
灯
を
と
も
し
て
、
右
下
の
よ
う
な
雪

灯
り
の
情
景
を
宿
泊
の
皆
さ
ん
に
ご
提
供
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
八
〕

そ
し
て
、
「
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
公
園
日
本
庭

園
」
で
す
。
今
、
大
阪
・
関
西
万
国
博
覧
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
前
回
の
昭
和
四
五
年

（
一
九
七
〇
年
）
に
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会

に
お
い
て
政
府
出
展
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
庭
園

で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
広
大
な
面
積
に
、
上
代
、
中

世
、
近
世
、
そ
れ
か
ら
現
代
の
造
園
を
一
つ
の
渓
流

で
繋
げ
て
、
時
代
を
遡
っ
た
り
、
下
っ
た
り
、
そ
う

い
う
趣
向
が
あ
る
庭
園
で
す
。
ス
ケ
ー
ル
が
と
て
も

大
き
い
の
で
、
例
え
ば
枯
山
水
の
庭
な
ど
は
と
て
も

広
大
な
限
り
で
、
歴
史
上
は
そ
う
い
う
も
の
は
つ
く

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
匠
を
い
ろ
い
ろ

と
取
り
入
れ
な
が
ら
、
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
九
〕

「
納
池
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
通
称
で
納
池
公
園

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
久
住
高
原
の
火
山
麓
扇
状
地

の
段
丘
部
か
ら
湧
泉
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
中
で
も
と
て
も
水
量
が
豊
か
で
、
池
を
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
か

ら
よ
く
景
勝
地
と
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
太
政

官
布
達
に
基
づ
い
て
公
園
と
し
て
認
可
さ
れ
た
と
い

う
も
の
で
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
〇
〕

「
丸
井
氏
庭
園
」
は
、
町
家
の
庭
園
で
す
。
昭
和
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初
期
に
、
神
戸
の
庭
師
、
巽
武
之
助
に
よ
り
作
庭
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
お
話
は
、
仲

先
生
の
ほ
う
か
ら
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
〔
※

ス
ラ
イ
ド
一
一
〕

ま
た
、
先
週
、
六
月
二
〇
日
に
最
新
の
答
申
が
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
三
月
一
〇
日
に
指
定
さ
れ
た

名
勝
納
池
の
指
定
区
域
の
追
加
、
那
覇
市
に
あ
り
ま

す
名
勝
伊
江
殿
内
庭
園
の
指
定
区
域
の
追
加
、
そ
し

て
、
自
然
的
な
も
の
で
名
勝
ア
マ
ミ
ク
ヌ
ム
イ
の
追

加
指
定
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
国
頭
郡
国
頭
村
に

あ
る
辺へ

戸ど

ノ
安あ

須す

森む
い

と
い
う
景
勝
地
を
追
加
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
登
録
で
庭
園
が
五
件
、
そ
し
て
公
園

一
件
と
し
て
沖
縄
県
沖
縄
市
に
あ
る
東
南
植
物
楽
園

が
あ
り
ま
す
。
登
録
の
庭
園
を
ご
紹
介
し
た
い
と
も

思
う
の
で
す
が
、
少
し
時
間
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の

で
、
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
来
年
、
告
示
さ
れ

た
後
で
、
平
泉
で
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
〔
※

ス
ラ
イ
ド
一
二
〕

こ
う
し
た
指
定
や
登
録
は
、
指
定
に
つ
い
て
は
指

定
基
準
、
登
録
に
つ
い
て
は
登
録
基
準
に
基
づ
い
て

審
議
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
指
定
基
準
を
見
て
い
る

と
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
庭
園
の
指
定
が

名
勝
の
指
定
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
を
占
め
ま
す

と
こ
ろ
、
指
定
基
準
の
筆
頭
に
は
「
公
園
」
が
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
登
録
記
念
物
の
ほ
う
も
、

指
定
制
度
に
準
じ
て
、
登
録
基
準
の
冒
頭
は
「
公
園
、

庭
園
そ
の
他
の
名
勝
地
」
と
い
う
の
で
、
「
え
、
庭

園
が
最
初
で
は
な
い
の
？
」
と
い
う
話
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
な
ぜ
「
公
園
」
が
筆
頭
に
な
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
の
仕
掛
け
な
ど
も
含
め
た
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
三
〕

庭
園
な
の
か
、
公
園
な
の
か
、
も
し
く
は
庭
園
で

あ
っ
て
公
園
な
の
か
、
公
園
で
あ
っ
て
庭
園
な
の
か
、

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
名
勝
と
い
う

の
は
、
も
と
も
と
の
文
字
は
漢
字
な
の
で
、
大
陸
か

ら
半
島
を
通
じ
て
そ
う
い
う
言
葉
が
伝
わ
っ
て
き
て

い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
場
合
、
名
勝
と

い
う
言
葉
は
、
古
く
か
ら
名
所
旧
跡
と
い
う
こ
と
と

密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
名
所
と
い
う
の
は
「
な

ど
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
で
、
だ
い
た
い
七
世
紀
、
八

世
紀
ま
で
起
源
を
遡
っ
て
お
話
し
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
特
に
近
世
に
お
け
る
名
所
旧
跡
の
保
護
な
ど

に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
所
旧
跡
の
保
護
は
、

歴
史
的
に
見
る
と
天
橋
立
と
か
和
歌
之
浦
と
か
象
潟

と
か
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
街
道
並
木
と
し
て
、
マ
ツ
の
並
木
で
す

と
か
ス
ギ
の
並
木
が
植
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
エ
ノ
キ

の
一
里
塚
な
ど
が
置
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
わ
ゆ
る
庭
園
を
造
る
の
と
は
違
う
も
う
少
し
広

い
意
味
で
の
環
境
整
備
と
い
う
か
、
後
の
名
勝
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
の
郊
外
で
は
、
サ
ク
ラ
の

名
所
と
な
る
墨
田
川
堤
や
御
殿
山
、
飛
鳥
山
の
ほ
か
、

中
野
の
桃
園
、
小
金
井
の
サ
ク
ラ
並
木
が
一
八
世
紀

頃
に
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
大
名
庭
園
の
民
衆

へ
の
開
放
と
い
う
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
し
、
向
島

百
花
園
な
ど
は
民
間
で
整
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ

う
い
う
流
れ
が
近
代
よ
り
も
以
前
の
時
代
に
あ
る
わ

け
で
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
今
、
「
庭
園
」
と
呼
ん

で
い
る
そ
の
言
葉
自
体
は
、
近
世
に
は
無
く
て
、「
公

園
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
明
治
時
代
初
期
に
も

う
か
が
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
だ
い
た
い
定
着
し
た
の

は
明
治
半
ば
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
新
し
い
言
葉
に

な
り
ま
す
。
近
代
に
お
け
る
名
所
旧
跡
の
保
存
と
い

う
の
は
、
公
園
制
度
の
始
ま
り
と
非
常
に
関
連
が
深

い
も
の
で
、
一
つ
古
い
も
の
で
い
え
ば
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
年
）
に
大
蔵
省
か
ら
「
先
般
荒
蕪
除
地

等
拂
下
ノ
義
公
布
、
相
成
候
ニ
付
ハ
於
各
地
方
古
來

ヨ
リ
聲
譽
ノ
名
所
古
蹟
等
ハ
素
ヨ
リ
國
人
ノ
賞
觀
愛

護
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
付
右
等
ノ
塲
所
ハ
叨
リ
ニ
破
壞
伐

木
セ
サ
ル
樣
篤
ト
注
意
可
致
事
」
と
い
う
布
達
が
出

さ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
翌
年
の
明
治
六
年
に
は
「
人

民
輻
輳
ノ
地
ニ
シ
テ
古
來
ノ
勝
區
名
人
ノ
舊
跡
等
是

迄
群
集
遊
観
ノ
塲
所
」
を
「
永
ク
万
民
偕
楽
ノ
地
」

で
あ
る
「
公
園
」
と
し
て
設
定
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
今
、
皆
さ
ん
が
お
手
入
れ
の
庭

園
の
保
護
と
い
う
の
は
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
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存
法
と
い
う
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
公
布
さ

れ
た
法
律
制
度
の
流
れ
を
汲
ん
で
、
こ
れ
は
今
や
も

う
一
〇
〇
年
を
超
え
て
い
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
、
例
え
ば
旧
大
名
庭
園
と
か
、

城
跡
と
か
、
こ
う
い
う
も
の
は
こ
の
公
園
制
度
に

よ
っ
て
数
多
く
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
土
地
の
風
致
は
よ
く
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち
に
関
係
す
る
よ
う

な
庭
園
の
保
護
と
い
う
こ
と
に
は
、
こ
う
し
た
公
園

制
度
の
普
及
が
と
て
も
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。〔
※

ス
ラ
イ
ド
一
五
〕

大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
の
『
高
等
小
學
讀
本
』

に
「
公
園
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
今

で
い
う
と
こ
ろ
の
副
読
本
で
す
け
れ
ど
も
、
調
べ
た

と
こ
ろ
明
治
四
四
年
の
本
に
も
載
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
私
の
ほ
う
で
明
治
四
四
年
の
も
の
を

直
接
確
認
し
て
い
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
手
に
入
れ

ら
れ
た
大
正
元
年
の
も
の
を
こ
こ
に
ご
覧
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
赤
線
を
引
い
た
と
こ
ろ
に
諸
外
国
の
公

園
の
こ
と
が
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
て
、
皆
さ
ん
の
お

手
元
、
お
配
り
い
た
だ
い
た
プ
リ
ン
ト
に
も
最
初
の

ペ
ー
ジ
に
同
じ
文
章
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
「
我
ガ

國
ニ
テ
風
致
ノ
美
ヲ
以
テ
世
ニ
聞
エ
タ
ル
ハ
、
水
戸

ノ
偕
楽
園
、
金
澤
ノ
兼
六
園
、
岡
山
ノ
後
楽
園
ニ
シ

テ
、
之
ヲ
日
本
ノ
三
公
園
ト
稱
ス
」
と
し
て
、
今
の

指
定
名
称
で
す
と
、
史
跡
及
び
名
勝
常と

き

わ磐
公
園
、
特

別
名
勝
兼
六
園
、
そ
れ
か
ら
特
別
名
勝
岡
山
後
楽
園

と
い
う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
三
名
園
」
と
い

う
表
現
が
よ
く
口
に
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
庭
園
と

し
て
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
「
日
本

ノ
三
公
園
」
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
元
は
庭
園

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
『
高
等
小

學
讀
本
』
に
は
こ
れ
に
続
く
文
章
が
あ
っ
て
、
「
然

レ
ド
モ
高
松
ノ
栗
林
公
園
ハ
木
石
ノ
雅
趣
却
ツ
テ
此

ノ
三
公
園
ニ
優
レ
リ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、

今
の
特
別
名
勝
栗
林
公
園
を
加
え
て
こ
れ
ら
四
つ
の

歴
史
的
な
旧
大
名
庭
園
は
公
園
と
し
て
日
本
を
代
表

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
学
校
の
教
科
書
に

載
る
く
ら
い
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
の
太
政

官
布
達
第
一
六
号
が
出
さ
れ
て
僅
か
半
世
紀
も
た
た

な
い
う
ち
に
、
公
園
と
い
う
も
の
の
社
会
的
な
意
義

が
こ
う
い
う
形
で
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
六
〕

大
正
八
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
が

制
定
、
施
行
さ
れ
ま
し
て
、
大
正
九
年
か
ら
実
質
上

こ
れ
が
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
今
の
指
定
基
準
に
当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

物
保
存
要
目
の
名
勝
之
部
の
筆
頭
は
「
著
名
ナ
ル
公

園
及
庭
園
」と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
引
き
継
い
で
、

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
指
定
基
準
で
も
そ
の
項
目
筆
頭

に
「
公
園
、
庭
園
」
の
順
番
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
七
〕

最
初
に
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
の
は
大
正
一
一
年

三
月
八
日
、
こ
こ
に
先
ほ
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
日
本
ノ

三
公
園
」
の
ほ
か
二
つ
の
公
園
が
、
名
勝
の
公
園
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
最
初
の
事
例
と
言
え

ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
八
〕

例
え
ば
兼
六
園
、
最
初
は
、
名
勝
金
澤
公
園
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
指
定
説
明

文
を
見
て
み
る
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。
「
石
川
縣
ノ
経
営
ニ
属
シ
明
治
七
年
之
ヲ
公
園

ト
爲
ス
舊
ト
加
賀
藩
主
前
田
氏
ノ
別
墅
ニ
シ
テ
文
政

年
中
ニ
大
成
セ
ラ
レ
松
平
定
信
名
ク
ル
ニ
兼
六
園
ヲ

以
テ
ス
」
と
。
松
平
定
信
が
兼
六
園
と
名
づ
け
た
と

長
く
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
、
扁
額
を
書
い

た
の
は
松
平
定
信
だ
け
れ
ど
も
、
松
平
定
信
が
兼
六

園
と
つ
け
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
が
学
術
上
の

解
釈
で
す
が
、
「
洛
陽
名
園
記
ニ
所
謂
大
幽
邃
人
力

蒼
古
水
泉
眺
望
ノ
六
勝
ヲ
兼
ヌ
ト
ノ
意
ニ
出
ツ
其
ノ

名
能
ク
其
ノ
景
致
ニ
適
ヘ
リ
ト
シ
テ
称
セ
ラ
ル
」
と

し
て
い
る
点
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
説

明
文
の
趣
意
は
、
ま
ず
第
一
に
、
石
川
県
が
経
営
し

て
い
る
公
園
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
私
ど

も
の
ほ
う
で
は
、
兼
六
園
は
名
勝
の
う
ち
の
庭
園
と

し
て
数
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
「
日
本

ノ
三
公
園
」
、
日
本
を
代
表
す
る
公
園
の
三
つ
の
う
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ち
の
一
つ
と
い
う
意
味
で
、
た
だ
、
藩
政
期
に
つ
く

ら
れ
た
庭
園
が
基
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
公
園
と
庭
園

が
同
じ
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
っ

た
事
情
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け

で
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
一
九
〕

こ
こ
に
今
、
公
園
と
し
て
名
勝
指
定
し
て
い
る
も

の
を
一
覧
し
ま
す
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存

法
の
時
代
に
指
定
さ
れ
た
「
奈
良
公
園
」
（
奈
良
県

奈
良
市
）
、「
鞆
公
園
」（
広
島
県
福
山
市
）
、
そ
れ
か
ら
、

「
円
山
公
園
」
（
京
都
府
京
都
市
）
、「
琴
弾
公
園
」
（
香

川
県
観
音
寺
市
）
と
い
う
、
こ
の
四
つ
の
指
定
の
ま

ま
で
長
ら
く
来
て
い
た
の
で
す
が
、
平
成
に
入
り
ま

し
て
、
近
代
に
属
す
る
文
化
財
に
関
す
る
関
心
と
い

う
も
の
も
定
着
し
て
き
た
中
で
、
都
市
公
園
と
い
う

も
の
も
名
勝
に
指
定
し
て
い
く
こ
と
を
重
点
事
項
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
の
「
山

手
公
園
」
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
以
来
、
平
成
一
九

年
の
「
平
和
記
念
公
園
」
（
広
島
県
広
島
市
）
な
ど
、

最
新
の
も
の
で
い
う
と
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
た
今
年
の
三
月
一
〇
日
指
定
の
「
納
池
」
（
大
分

県
竹
田
市
）
ま
で
、
現
在
一
一
件
を
数
え
ま
す
。
〔
※

ス
ラ
イ
ド
二
〇
〕

他
に
も
自
然
的
名
勝
の
中
に
「
公
園
」
の
意
味

で
名
勝
の
部
一
が
適
用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
史
跡
及
び
名
勝
「
嵐
山
」（
京
都
府
京
都
市
）
は
、

指
定
基
準
名
勝
の
部
の
一
、
二
、
三
、
四
、
六
と
し

て
、
五
つ
の
項
目
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
特
別
名
勝
「
温
泉
岳
」（
長
崎
県
島
原
市
・
雲
仙
市
・

南
島
原
市
）
、
そ
し
て
、
花
の
名
所
で
あ
る
名
勝
「
須

賀
川
の
牡
丹
園
」（
福
島
県
須
賀
川
市
）
と
名
勝
「
躑

躅
ヶ
岡
」
（
群
馬
県
館
林
市
）
、
こ
れ
ら
に
も
名
勝
の

部
一
が
適
用
さ
れ
て
い
て
、
「
公
園
」
の
意
味
で
も

指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
、
代
表
的
に
日
本
三
景
の
厳
島
、
松
島
、
天
橋
立

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
六
年
、
明
治
三
五
年
、
明
治

三
八
年
に
開
園
さ
れ
た
公
園
と
い
う
も
の
が
含
ま
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
に
は
名
勝
の
部
一
が
適
用

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
辺
の
事
情
を
突
き
詰
め
て
研

究
し
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
勝
地
の
個
性
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
面
白
い
検
討

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

単
純
に
庭
園
で
あ
る
と
か
、
公
園
で
あ
る
と
か
、
ま

た
、
名
勝
の
中
で
も
、
史
跡
及
び
名
勝
「
南
湖
公
園
」

（
福
島
県
白
河
市
）
な
ど
、
公
園
と
呼
ぶ
よ
う
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
日
で
は
公
園
と
し
て
数
え

て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
少
々
複
雑

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
二
一
〕

近
代
の
庭
園
、
公
園
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
庭
園
の

う
ち
五
分
の
一
が
近
代
に
何
か
し
ら
関
わ
る
よ
う
な

指
定
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
十

数
年
前
に
取
り
組
ん
だ
近
代
の
庭
園
・
公
園
等
に
関

す
る
調
査
研
究
で
あ
る
程
度
全
国
的
な
状
況
を
把
握

し
て
い
ま
す
。
公
園
と
い
う
も
の
の
の
う
ち
、
文
化

財
、
名
勝
と
し
て
の
保
護
に
関
わ
る
中
で
、
全
国
に

少
な
く
と
も
四
〇
〇
件
余
り
そ
う
い
う
検
討
に
資
す

る
事
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
し
、

中
に
は
指
定
と
か
登
録
の
検
討
を
進
め
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
で
六
〇
件
余
り
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
〔
※

ス
ラ
イ
ド
二
二
〕

明
治
六
年
の
太
政
官
布
達
、
文
書
と
し
て
は
「
正

院
達
第
一
六
号
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
名
所
旧
跡
を
基
礎
と
し
た
初
期
の
公
園
設
定
、

こ
の
中
に
庭
園
が
あ
っ
た
り
と
か
、
城
跡
が
あ
っ
た

り
と
か
、
そ
う
で
な
い
名
所
旧
跡
が
含
ま
れ
て
い
る

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
以
来
、
一
五
〇
年
を
超

え
て
公
園
の
施
策
が
検
討
さ
れ
て
、
今
や
公
園
が
存

在
し
な
い
地
域
は
一
つ
も
な
い
と
し
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
方
で
、
一
九
二
二

年
か
ら
「
奈
良
公
園
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
名
勝

指
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
一
八
七
三
年
に
日
本
で
初
め
て
公
園

と
い
う
考
え
を
普
及
し
て
か
ら
五
〇
年
も
経
た
な
い

う
ち
に
、
日
本
の
名
勝
地
と
し
て
代
表
的
な
も
の
が

あ
る
と
い
う
位
置
に
至
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
公
園
の

文
化
的
資
産
と
し
て
の
意
義
に
は
注
目
す
べ
き
内
容

が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
年
表
で
言
う
と
、
一
九

六
〇
年
代
か
ら
遺
跡
の
整
備
も
活
発
に
行
わ
れ
て
、

都
市
公
園
の
中
に
も
「
歴
史
公
園
」
と
い
う
特
殊
公
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園
の
中
に
一
つ
の
種
別
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
と
は
別
に
史
跡
に
公
園
的
な
整
備
を
施
し
て
公
開

す
る
と
い
う
取
組
が
活
発
に
な
り
始
め
ま
す
。
ま
た
、

し
ば
ら
く
公
園
の
名
勝
指
定
と
い
う
の
は
四
件
の
ま

ま
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
二
〇
〇
四
年
に
山
手

公
園
が
指
定
さ
れ
て
か
ら
幾
つ
か
指
定
さ
れ
て
、
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
の
は
一
一
件
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
日
本
の
公
園
制
度
も
二
〇
二
三
年
に
一
五
〇
年

を
数
え
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。
こ
れ
は
諸
外

国
に
お
い
て
、
公
園
の
整
備
と
い
う
の
が
い
つ
か
ら

始
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
す
が
、
日
本
で
は
、
謂
わ
ば
年
単
位
、
こ
の
場

合
、
正
院
達
第
一
六
号
を
起
点
と
す
れ
ば
一
八
七
三

年
一
月
一
五
日
と
い
う
日
付
ま
で
確
認
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
世
界
を
見
渡
し
て
も
日

本
の
公
園
の
意
義
は
独
特
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

現
代
の
名
所
旧
跡
と
し
て
、
公
園
自
体
も
「
歴
史

的
公
園
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
取

り
扱
っ
て
い
る
文
化
財
庭
園
は
「
歴
史
的
庭
園
」
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
公
園
自
体
の
歴
史
文
化
を

評
価
す
る
と
い
う
こ
と
が
も
う
相
当
で
き
る
よ
う
な

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
二
三
〕

さ
て
、
庭
園
と
か
名
勝
と
い
う
の
は
一
般
に
は
風

景
の
話
な
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
立
教
大
学
の
小
野

良
平
さ
ん
が
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
で
、
私
の
方
で
少
々

手
を
加
え
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
け

れ
ど
も
、
私
た
ち
は
環
境
に
対
し
て
、
見
て
、
あ
あ

い
い
な
、
き
れ
い
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で

す
が
、
実
際
に
は
、
私
た
ち
は
環
境
そ
の
も
の
の
情

報
を
全
て
得
て
そ
れ
を
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
五
感
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
歴
史
・

文
化
・
社
会
・
経
済
・
芸
術
・
信
仰
と
い
う
い
ろ
い

ろ
な
背
景
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
認
識
の
中
で
環

境
を
捉
え
る
と
い
う
、
そ
こ
に
風
景
が
あ
っ
て
、
い

い
風
景
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
る
わ
け

で
す
。
法
律
上
、
保
護
措
置
の
対
象
の
範
囲
は
ど
こ

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
土
地

の
範
囲
そ
の
も
の
に
初
め
か
ら
何
か
価
値
が
あ
る
と

か
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
観
賞
す
る
こ
と
で
初
め

て
そ
こ
に
価
値
が
あ
る
と
感
じ
る
と
い
う
の
で
、
名

勝
の
保
護
制
度
は
、
私
た
ち
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
見

て
い
る
の
か
と
い
う
「
心
性
」
の
部
分
に
一
番
関
心

が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今
、
こ
の
図
で
は
外
か
ら
見

て
い
る
図
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
当
然
庭
園

は
外
か
ら
見
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
中

で
過
ご
す
の
が
一
般
的
で
す
。
公
衆
が
訪
ね
て
風
景

に
遊
ぶ
と
い
う
意
味
で
は
、
名
勝
そ
の
も
の
は
公
園

的
な
イ
メ
ー
ジ
で
制
度
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
ふ

う
に
も
言
え
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
二
五
〕

で
は
、
公
園
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
と
。
公
園

と
い
う
の
は
、
近
世
以
前
に
は
明
確
な
形
で
は
存
在

し
な
い
対
象
で
す
。
も
ち
ろ
ん
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た

よ
う
に
、
庭
園
を
民
衆
に
開
放
し
た
り
と
か
、
今
日

で
い
う
と
こ
ろ
の
公
園
的
な
利
用
の
一
端
を
う
か
が

う
こ
と
は
で
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
明
確
に
は
、
近
代

以
降
に
、
公
衆
の
た
め
の
遊
楽
・
休
憩
・
休
息
等
を

目
的
と
し
て
公
的
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、
公
園
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
法
律
上
は
、
都
市
公

園
に
つ
い
て
は
都
市
公
園
法
で
、
（
あ
る
い
は
都
市

計
画
法
に
も
関
係
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
）
そ
れ
が
昭

和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
で
す
。
先
ほ
ど
か
ら
ご

紹
介
し
て
い
る
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
の
正
院

達
第
一
六
号
か
ら
そ
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
時
代
的
に
は
新
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
自
然
公
園
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
て
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
年
）
の
自
然

公
園
法
、
こ
れ
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
の
國

立
公
園
法
以
来
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
併

せ
て
、
先
ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

公
園
は
、
今
日
に
所
在
し
な
い
地
域
は
無
い
ほ
ど
に

普
遍
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化

財
と
の
関
係
で
い
う
と
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

の
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
で
、
庭
園
と
と
も

に
名
勝
の
検
討
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
園
は
近

代
以
降
に
し
か
な
い
の
で
す
が
、
日
本
で
は
名
所
旧

跡
を
基
礎
と
し
て
設
定
さ
れ
始
め
て
か
ら
僅
か
半
世

紀
の
う
ち
に
名
勝
地
と
し
て
の
代
表
的
な
対
象
の
一

つ
に
ま
で
な
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
も
の
に
な
り
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ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
二
六
〕

一
方
、
庭
園
は
と
い
う
と
、
こ
れ
は
書
き
ぶ
り
を

意
識
し
て
少
し
変
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
古
代
以

来
、
住
宅
・
別
荘
・
寺
社
境
内
等
に
お
い
て
、
謂
わ

ば
限
ら
れ
た
集
団
の
た
め
の
宴
遊
や
観
賞
等
を
目
的

と
し
て
築
か
れ
て
き
た
造
園
空
間
で
、
場
合
に
よ
っ

て
は
周
辺
の
空
間
や
環
境
を
一
体
と
し
て
含
む
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
公
園
と
同
じ
く
、
文
化
財
的

に
は
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
で
名
勝
の
代
表

的
な
対
象
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に

な
り
ま
す
。
明
治
時
代
初
期
以
来
、
公
園
と
し
て
存

置
・
公
開
さ
れ
て
き
た
旧
大
名
庭
園
等
の
ほ
か
、
近

世
以
前
か
ら
寺
社
境
内
地
に
維
持
さ
れ
て
き
た
も

の
、
そ
れ
か
ら
民
間
住
宅
等
に
お
い
て
存
置
さ
れ
て

き
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
特
に
近
代
庭

園
の
ほ
か
、
遺
跡
庭
園
と
か
発
掘
庭
園
と
か
も
名
勝

の
保
護
の
対
象
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
名
勝
地

の
要
点
は
、
庭
園
と
し
て
の
設
え
と
佇
ま
い
を
ど
う

保
護
し
て
い
く
か
、
維
持
し
て
い
く
か
、
再
生
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド

二
七
〕

公
園
と
庭
園
の
関
係
で
い
う
と
、
公
園
で
あ
る
庭

園
も
あ
り
ま
す
し
、
庭
園
で
あ
る
公
園
も
あ
り
ま
す

し
、
庭
園
で
は
な
い
公
園
も
あ
る
、
公
園
で
は
な
い

庭
園
も
あ
る
。
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
恐
ら
く
こ
の
四

つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。〔
※

ス
ラ
イ
ド
二
八
〕

一
方
、
こ
の
度
は
、
遺
産
と
し
て
の
公
園
と
庭

園
と
い
う
こ
と
で
、
文
化
遺
産
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
も
意
識
を
向
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
「
文
化
財
」

と
い
う
言
葉
は
、
文
化
財
保
護
法
が
昭
和
二
五
年
（
一

九
五
〇
年
）
に
制
定
、
施
行
さ
れ
、
社
会
に
相
当
普

及
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
一
般
的
な

意
味
で
い
え
ば
、
国
土
や
国
民
に
固
有
な
も
の
で
あ

る
と
の
立
場
に
お
い
て
、
時
代
の
変
遷
、
社
会
の
変

化
、
文
化
の
変
容
な
ど
を
背
景
に
、
芸
術
、
歴
史
、

伝
統
な
ど
の
観
点
か
ら
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
モ
ノ

や
コ
ト
の
集
合
で
す
。
こ
れ
は
有
形
の
文
化
的
所
産

で
あ
っ
た
り
、
無
形
の
文
化
的
所
産
で
あ
っ
た
り
、

そ
う
い
う
も
の
を
全
部
含
む
の
が
今
日
の
「
文
化

財
」
の
概
念
で
す
が
、
簡
単
に
い
う
と
文
化
財
保
護

法
の
対
象
が
「
文
化
財
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
文
化
遺
産
の
「
遺
産
」
と
い
う
言
葉
に
つ

い
て
は
、
よ
く
世
界
遺
産
と
い
う
言
葉
に
含
ま
れ
る

H
e
r
i
t
a
g
e

（
ヘ
リ
テ
ー
ジ
）
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま

す
。
日
本
語
の
「
遺
産
」
と
い
う
言
葉
は
相
続
財

産
と
い
う
意
味
が
と
て
も
強
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

H
e
r
i
t
a
g
e

を
原
義
を
確
認
し
て
み
る
と
、
そ
う
い

う
意
味
は
う
か
が
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
「
国
や
社

会
が
長
年
に
わ
た
っ
て
保
っ
て
き
た
、
そ
の
個
性
の

重
要
な
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
歴
史
や
伝
統
、
本

質
の
こ
と
」
と
い
う
の
で
、
相
続
財
産
と
は
お
よ
そ

関
係
の
な
い
概
念
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
頃
か
ら
「
活

用
」
と
い
う
話
が
、
と
て
も
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す

け
れ
ど
も
、
一
方
で
資
産
と
し
て
ど
う
や
っ
て
生
か

す
か
と
い
う
観
点
で
い
う
と
、A

s
s
e
t
s

と
い
う
言

葉
も
あ
っ
て
、
日
本
語
で
言
う
と
文
化
的
資
産
に
な

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
文
化
的
な
観
点
か
ら
社
会
の
成

功
・
目
標
達
成
・
問
題
解
決
な
ど
の
た
め
に
有
用
で

役
に
立
つ
人
、
も
の
、
資
源
、
利
点
な
ど
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
こ
う
い
う
似
た
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
回
、
皆
さ
ん
に
意
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
真
ん
中
の
文
化
遺
産
に
付
せ
ら
れ
て

い
る
意
味
を
、
自
ら
お
手
入
れ
の
庭
園
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
た
だ
け
る
と
よ
ろ
し
い
か
と
思
う
わ
け
で

す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
二
九
〕

公
園
に
つ
い
て
は
近
代
以
降
に
固
有
な
も
の
で

す
け
れ
ど
も
、
歴
史
あ
る
公
園
、
日
本
に
お
け
る
公

園
の
歴
史
は
一
五
〇
年
あ
り
ま
す
か
ら
、
歴
史
あ
る

公
園
を
遺
産
と
考
え
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
公
開
さ
れ
、

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
本
質
に
含
ま
れ
て
お
り
、
近
代

と
い
う
時
代
に
固
有
な
遺
産
の
中
で
も
独
特
で
あ
る

こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。
公
園
と
い
う
の
は
、
も

と
も
と
の
機
能
と
し
て
開
か
れ
た
部
分
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
近
代
に
つ
く
ら
れ
た
近
代

化
遺
産
や
近
代
和
風
建
築
、
近
代
遺
跡
な
ど
、
そ
う

い
う
も
の
の
保
存
と
は
少
々
観
点
が
違
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
都
市
公
園
は
、
一
般
に
永
続
性
が
担
保
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さ
れ
て
い
る
土
地
、
場
所
、
空
間
で
、
社
会
の
変
遷

に
対
応
し
な
が
ら
、
生
活
文
化
と
し
て
常
に
変
化
し

て
い
く
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
一
五
〇

年
に
わ
た
っ
て
普
及
し
て
き
た
都
市
公
園
は
、
全
国

に
お
い
て
顕
著
な
普
遍
性
を
有
し
て
お
り
、
地
域
社

会
の
記
憶
を
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
蓄

積
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
基
と
な
る
。
た
だ
、
社
会

も
変
容
し
て
い
ま
す
か
ら
、
社
会
と
の
関
係
の
中
に

あ
る
公
園
の
在
り
方
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
そ
う
い
う
文
化
的
な
実
態
で
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
、
公
園
と
い
う
も
の
を
遺
産
と
し
て
捉
え
る
と
き

に
は
そ
う
い
う
観
点
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
〔
※

ス
ラ
イ
ド
三
〇
〕

一
方
、
庭
園
の
ほ
う
は
、
文
化
財
庭
園
と
は
何
か

と
い
う
の
は
、
歴
史
的
経
過
の
中
で
築
か
れ
て
、
芸

術
上
、
観
賞
上
、
学
術
上
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
、

現
代
社
会
の
中
に
生
き
続
け
、
将
来
に
伝
え
る
意
思

と
と
も
に
あ
る
庭
園
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
最
後
に

お
示
し
し
た
こ
と
が
結
構
重
要
と
思
い
ま
す
。
将
来

に
伝
え
る
意
思
と
と
も
に
あ
る
庭
園
で
あ
る
と
い
う

の
が
文
化
財
庭
園
の
特
徴
と
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
庭
園
は
、
人
が
そ
こ
に
過
ご
す
も
の
と
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
も
の
に
人
々
と
の

関
係
が
築
か
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
関
係
も
世
代
と
と

も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
も
着
目
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
公
園
と
違
う
の
は
、
公
開
と
い
う
こ
と

が
庭
園
で
あ
る
こ
と
そ
の
も
の
の
存
在
要
件
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
中
で
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
庭
園
で
あ
る
公
園

で
あ
っ
た
り
、
公
園
で
あ
る
庭
園
で
あ
っ
た
り
、
公

園
で
は
な
い
庭
園
で
あ
っ
た
り
、
庭
園
で
は
な
い
公

園
で
あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
、
現
代
に
お
い
て
庭

園
を
考
え
て
い
く
上
で
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
の
一
つ
に

な
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
限
ら
れ
た
集
団
の

中
で
、
少
な
く
と
も
近
世
以
前
の
庭
園
は
そ
う
い
う

形
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
も
と
も
と
の
存
在
要

件
と
、
今
日
の
社
会
の
中
に
あ
っ
て
庭
園
を
生
か
し

て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
少
し
意
識
し
て
区
別
し

て
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
公
開

さ
れ
て
い
る
庭
園
、
皆
様
が
お
手
入
れ
さ
れ
て
い
る

庭
園
は
大
概
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
、
謂

わ
ば
、
公
園
的
な
要
求
と
い
う
か
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
そ
う
し
て
地
域
に
あ
る
庭
園
は
そ
の
地
域
の
風

致
景
観
の
基
調
と
も
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
社
会
の
中
で
も
と
も
と
公
開
を
旨
と
せ
ず

に
つ
く
ら
れ
た
庭
園
の
本
質
的
、
将
来
的
な
役
割
、

そ
れ
か
ら
そ
れ
を
生
か
し
て
い
く
、
も
し
く
は
そ
れ

と
と
も
に
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
公
園
と
は

違
う
観
点
で
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
〔
※

ス
ラ
イ
ド
三
一
〕

い
ろ
い
ろ
変
化
し
て
い
く
も
の
、
変
化
し
て
い

か
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
文
化
財
と
い
う
と

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
一
切
の
も
の
は
変
化
を

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
観
念
が
私
た
ち
日
本
人
の
頭

の
脳
裏
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す

け
れ
ど
も
、
庭
園
は
日
々
、
ま
た
、
一
日
の
中
で
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
そ
の
変
化
を
楽
し
む

と
こ
ろ
に
庭
園
の
重
要
な
本
質
が
あ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
積
極
的
に
手
入
れ
を
す
る
と

い
う
変
化
も
加
え
て
い
か
な
い
と
、
生
き
て
い
る
庭

園
に
な
ら
な
い
。
庭
園
の
中
で
も
変
え
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響
か
ら

守
る
と
い
う
意
味
で
「
保
護
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
も
し
く
は
積
極
的
に
手
を
加
え
て
将
来
に

継
い
で
い
く
、
「
保
全
」
と
い
う
こ
と
、
こ
う
い
う

こ
と
が
と
て
も
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
が
、
私

た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
庭
園
で
す
。
こ
れ
は
公
園

と
の
関
係
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
く
か
と
い

う
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
も
う
一

つ
、
保
存
か
、
保
護
か
、
活
用
か
と
か
、
保
全
か
、

な
ど
と
い
う
議
論
が
さ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ

語
に
「P

fl
e
g
e

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
亀
山

会
長
に
お
話
を
伺
っ
た
ら
も
っ
と
詳
し
く
正
確
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
「
保
育
」
と
い
う
訳
語
が

充
て
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
「
保
育
」
と
言
え
ば
、
日

本
語
で
は
小
さ
い
子
を
養
う
み
た
い
な
こ
と
に
限
定
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し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
よ
く
使
う
感
じ
で
、

辞
書
で
調
べ
る
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
ド
イ
ツ
語
で
庭
の
手
入
れ
は
何
と
言
う
か
と

調
べ
る
と
「d

i
e
 
P
fl
e
g
e
 
d
e
s
 
G
a
r
t
e
n
s

」
と
い
う

表
現
を
使
う
よ
う
で
す
。
英
語
で
言
う
と
「c

a
r
e

」
、

日
本
語
で
言
う
と
「
保
育
」
、
小
さ
い
子
を
養
う
み

た
い
な
感
じ
の
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、
で
は
、
例

え
ば
英
語
で
庭
の
手
入
れ
は
何
と
言
う
か
と
い
う

と
、
施
設
の
維
持
管
理
と
い
う
意
味
で
は
メ
ン
テ
ナ

ン
スm

a
i
n
t
e
n
a
n
c
e

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
「g

a
r
d
e
n
 

t
e
n
d
i
n
g

」
と
言
う
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
主
に
は
自

然
の
環
境
に
向
き
合
う
と
い
う
意
味
の
「t

e
n
d
i
n
g

」

と
い
う
こ
と
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
庭
は
生
き

て
い
て
、
私
た
ち
と
の
対
話
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
こ
の
文
庭
協
で
も
何
回
か
お
話
を
し
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
生
き
て
い
る
物
事
に
対
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
私
た
ち
自
身
の
関
わ
り
も
含
め

て
、
「
庭
が
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
は
考
え
続
け
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
〔
※
ス
ラ
イ
ド
三
二
〕

決
し
て
何
か
凍
結
的
な
保
存
と
か
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
意
味
が
庭
園
に
は
あ
り
ま
し
て
、
い
ず

れ
に
し
て
も
文
化
財
の
保
護
と
い
う
中
で
保
存
と
活

用
と
い
う
こ
と
が
折
に
触
れ
て
話
題
に
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
私
た
ち
が
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
い
る
庭
園
と
い
う
の
は
、
変
化
す
る
中

で
そ
れ
を
ず
っ
と
た
ゆ
ま
ず
手
入
れ
を
し
た
り
と

か
、
楽
し
ん
だ
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
文
化
財

の
内
容
と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
の

公
園
な
ど
の
話
と
の
違
い
と
か
い
う
こ
と
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
ま
た
庭
園
の
手
入
れ
と
い
う
こ
と
が

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
、
「
保
育
」
と
い

う
観
点
も
含
め
、
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
よ

い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

今
回
の
私
か
ら
の
お
話
し
は
以
上
に
な
り
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和７年７月３日（木） 第 62 回文化財指定庭園保護協議会総会

於：ホテルセントパレス倉吉 ２階 ケンジントン＆チェルシー（鳥取県倉吉市）

文化遺産としての公園と庭園

平澤 毅（文化庁）

■名勝地の指定・登録の現状

＊令和６年度の指定・登録 

 ＊令和７年６月２０日答申の名勝地 

 ＊指定基準 名勝の部一（公園、庭園） 

■公園 and/or 庭園？

＊「日本ノ三公園」（ex.大正元年『高等小學讀本』「公園※」の項）→ 日本三名園（？） 

 ※「我ガ國ニテ風致ノ美ヲ以テ世ニ聞エタルハ、水戸ノ偕楽園、金澤ノ兼六園、岡山ノ後楽園ニシテ、

之ヲ日本ノ三公園ト稱ス。然レドモ高松ノ栗林公園ハ木石ノ雅趣却ツテ此ノ三公園ニ優レリ。」

＊大正 11 年(1922)3 月 8 日最初の名勝指定 11 件［保存要目 名勝之部一（公園及庭園）］の内

 史蹟及名勝常盤公園（茨城縣水戸市）、名勝金澤公園（石川縣金澤市）、名勝後樂園（岡山縣岡山市）、 

 名勝栗林公園（香川縣香川郡栗林村）、名勝奈良公園（奈良縣奈良市） 

 cf.史蹟及名勝南湖公園（福島縣西白河郡白河町）大正 13 年(1924)12 月 9 日指定 

   名勝鞆公園（廣嶋縣沼隅郡鞆町）大正 14 年(1925)10 月 8 日指定 

＊名勝金澤公園→名勝兼六園（大正 13 年 2 月 28 日名称変更）→特別名勝兼六園（昭和 60 年 3 月 20 日指定）

  「石川縣ノ経営ニ属シ明治七年之ヲ公園ト爲ス舊ト加賀藩主前田氏ノ別墅ニシテ文政年中ニ大成セラレ

松平定信名クルニ兼六園ヲ以テス洛陽名園記ニ所謂宏大幽邃人力蒼古水泉眺望ノ六勝ヲ兼ヌトノ意ニ

出ツ其ノ名能ク其ノ景致ニ適ヘリトシテ称セラル」 

■遺産としての公園、そして、庭園との関係

＊公園である庭園、庭園である公園、庭園ではない公園、公園ではない庭園、…… 

＊変化しないモノ・コトと変化するモノ・コト 

＊保存 Preservation／保護 Protection, Safeguarding／保全 Conservation
＊保育 Care, Pflege[独] 

  cf. 庭の手入れ [独] die Pflege des Gartens／[英]garden tending, …maintenance(?)

【参考文献】 

文化庁文化財部記念物課『近代の庭園・公園等に関する調査研究報告書』（平成 24 年 6 月/2012） 

https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/teien_koen_chosa.html
平澤毅（2023）「名所旧跡と都市公園」公園緑地，第 83 巻第 4号 

平澤毅（2020）「遺産としての庭園の保護における発掘調査の意義」,都市公園，第 229 号 

平澤毅（2018）「歴史的庭園の生きた保存と活用」，都市公園，都市公園，第 221 号 

平澤毅（2014）「公園に生きる歴史文化資産」公園緑地，第 75 巻第 2 号 

平澤毅（2007）「文化遺産としての遺跡・庭園・公園の概念に関する比較考察」遺跡学研究，第 4 号 
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令和７年７月３日（木） 第 62 回文化財指定庭園保護協議会総会

於：ホテルセントパレス倉吉 ２階 ケンジントン＆チェルシー（鳥取県倉吉市）

【資料１】名勝地と公園

１．名勝（文化財保護法第 109 条によるもの；指定基準名勝の部一（公園））

 名勝奈良公園 奈良県奈良市 大正 11 年 3 月 8 日名勝指定 

 名勝鞆公園 広島県福山市 大正 14 年 10 月 8 日名勝指定 

 名勝円山公園 京都府京都市 昭和 6年 10 月 21 日名勝指定 

 名勝琴弾公園 香川県観音寺市 昭和 11 年 12 月 16 日名勝指定 

 名勝山手公園 神奈川県横浜市 平成 16 年 2 月 27 日名勝指定 

 名勝再度公園・再度山永久植生保存地・神戸外国人墓地 

兵庫県神戸市 平成 19 年 2 月 6 日名勝指定 

 名勝平和記念公園 広島県広島市 平成 19 年 2 月 6 日名勝指定 

 名勝及び史跡小石川植物園（御薬園跡及び養生所跡） 

東京都文京区 平成 24 年 9 月 19 日名勝及び史跡指定 

 名勝白山公園 新潟県新潟市 平成 30 年 10 月 15 日名勝指定 

 名勝哲学堂公園 東京都中野区 令和 2年 3月 10 日名勝指定 

 名勝納池 大分県竹田市 令和 7年 3月 10 日名勝指定 

 ※指定基準名勝の部一（公園）が適用されているその他の事例 

  史跡及び名勝嵐山 京都府京都市 昭和 2年 4月 8日史跡及び名勝指定 

  特別名勝温泉岳 長崎県島原市・雲仙市・南島原市 

昭和 3年 3 月 31 日名勝指定／昭和 27 年 3 月 29 日特別名勝指定 

  名勝須賀川の牡丹園 福島県須賀川市 昭和 7年 10 月 19 日名勝指定 

  名勝躑躅ヶ岡（ツツジ） 群馬県館林市 昭和 9年 1月 28 日名勝指定 

２．登録記念物（名勝地関係）（文化財保護法第 132 条によるもの）

 函館公園 北海道函館市 平成 18 年 1 月 26 日登録 

 山下公園 神奈川県横浜市 平成 19 年 2 月 6 日登録 

 日本大通り 神奈川県横浜市 平成 19 年 2 月 6 日登録 

 横浜公園 神奈川県横浜市 平成 19 年 2 月 6 日登録 

 大濠公園 福岡県福岡市 平成 19 年 2 月 6 日登録 

 花筐公園 福井県越前市 平成 19 年 7 月 26 日登録 

 常盤公園 山口県宇部市 平成 20 年 7 月 28 日登録 

 平和公園 長崎県長崎市 平成 20 年 7 月 28 日登録  

 国立西洋美術館園地 東京都台東区 平成 21 年 7 月 23 日登録 

 鶴舞公園 愛知県名古屋市 平成 21 年 7 月 23 日登録 

 東遊園地 兵庫県神戸市 平成 23 年 9 月 21 日登録 

 恩賜箱根公園 神奈川県箱根町 平成 25 年 8 月 1 日登録 

 強羅公園 神奈川県箱根町 平成 25 年 8 月 1 日登録 
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【資料２】都市公園（「日本の歴史公園 100 選」から）と名勝地の指定・登録

函館公園（登録記念物函館公園）、高田松原公園（名勝高田松原）、南湖公園（史跡及び名勝南

湖公園）、偕楽園（史跡及び名勝常磐公園）、甘楽総合公園（名勝楽山園）、諏訪尾余緑地（名

勝旧堀田正倫庭園）、浜離宮恩賜庭園（特別名勝及び特別史跡旧浜離宮庭園）、旧古河庭園（名勝

旧古河氏庭園）、小石川後楽園（特別史跡及び特別名勝小石川後楽園）、六義園（特別名勝六義園

）、恩賜箱根公園（登録記念物恩賜箱根公園）、兼六園（特別名勝兼六園）、養浩館庭園（名勝

養浩館（旧御泉水屋敷）庭園）、沼津御用邸記念公園（名勝旧沼津御用邸苑地）、楽寿園（天然記

念物及び名勝楽寿園）、鶴舞公園（登録記念物鶴舞公園）、岡崎公園（名勝平安神宮神苑）、箕面

公園（名勝箕面山）、東遊園地（登録記念物東遊園地）、相楽園（登録記念物相楽園）、再度公

園（名勝再度公園・再度山永久植生保存地・神戸外国人墓地）、後楽園（特別名勝岡山後楽園）、縮

景園（名勝縮景園）、平和記念公園（名勝平和記念公園）、栗林公園（特別名勝栗林公園）、三

島公園（名勝旧久留島氏庭園） ［※第一次選定分から］

見晴公園（名勝香雪園）、つつじが岡公園（名勝躑躅ヶ岡（ツツジ））、戸定が丘歴史公園（名勝旧徳川

明武庭園（戸定邸庭園））、横浜公園（登録記念物横浜公園）、山手公園（名勝山手公園）、山下公園（登

録記念物山下公園）、白山公園（名勝白山公園）、奉先堂公園（名勝旧新発田藩下屋敷（清水谷御殿）庭

園および五十公野御茶屋庭園）、天橋立公園（特別名勝天橋立）、奈良公園（名勝奈良公園）、和歌公

園（名勝和歌の浦）、琴弾公園（名勝琴弾公園）、大濠公園（登録記念物大濠公園）、識名公園（特別名

勝識名園） ［※第二次選定分から］

【資料３】史跡指定の城郭跡と都市公園（「日本の歴史公園 100 選」から）

弘前城跡（鷹揚公園）、三戸城跡（城山公園）、盛岡城跡（岩手公園）、仙台城跡（青葉山公園）、山形

城跡（霞城公園）、小田原城跡（小田原城址公園）、高岡城跡（高岡古城公園）、金沢城跡（金沢城公園

）、松本城（松本城公園）、上田城跡（上田城跡公園）、岐阜城跡（岐阜公園）、松阪城跡（松阪公園）、

明石城跡（明石公園）、赤穂城跡（赤穂城址公園）、松江城（城山公園）、岡山城跡（烏城公園）、津山

城跡（鶴山公園）、広島城跡（中央公園）、萩城跡（指月公園）、徳島城跡（徳島中央公園）、高松城跡（

玉藻公園）、丸亀城跡（亀山公園）、松山城跡（城山公園）、高知城跡（高知公園）、岡城跡（岡城跡）、

首里城跡（国営沖縄記念公園）、座喜味城跡（座喜味城跡公園） ［※第一次選定分から］ 

松前城跡（松前公園）、若松城跡（鶴ヶ城公園）、小峰城跡（城山公園）、二本松城跡（霞ヶ城公園）、金

山城跡（西山公園）、鉢形城跡（鉢形城公園）、佐倉城跡（佐倉城址公園）、石垣山（石垣山一夜城歴史

公園）、甲府城跡（舞鶴城公園）、松代城跡（松代城公園）、高遠城跡（高遠城址公園）、湯築城跡（道

後公園）、宇和島城跡（城山公園）、福岡城跡（舞鶴公園） ［※第二次選定分から］ 

【資料４】近代の庭園・公園等に関する調査研究（平成 21～23 年度）

『近代の庭園・公園等に関する調査研究報告書』平成 24 年 6 月

  https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/teien_koen_chosa.html
  → 全国的な照会調査により、名勝地として評価すべき公園の事例を少なくとも 400

件余りを確認し、その中でも、特に日本の都市公園史上の観点から重要で、名勝

地としての指定・登録の候補として、60 件余りを数えた。 
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参 考 

■名勝（名勝地）の指定・登録状況（最新告示：令和７年３月１０日）

指定 人文的名勝：２５０件（公園：11 件、庭園：236 件、橋梁・築堤：3件） 

    自然的名勝：１８２件    合計 ４３２件

登録 庭園：８１件、公園：１３件、景勝地：２４件 合計 １１８件 

■令和６年度指定・登録の名勝地

令和６年１０月１１日 名勝指定 

 鳥潟
とりがた

会館
かいかん

庭園   ［秋田県大館市］ ※庭技協 R4 研修地

 西氏庭園    ［石川県金沢市］ ※庭技協 R5 研修地

令和６年１０月１１日 追加指定 

 名勝臨済寺庭園   ［静岡県静岡市］ 

令和６年１０月１１日 登録記念物（名勝地関係） 

 会津
あ い づ

東 山
ひがしやま

温泉
おんせん

向
むかい

瀧
たき

庭園  ［福島県会津若松市］ 

 日本万国博覧会記念公園日本庭園 ［大阪府吹田市］ 

令和７年３月１０日 名勝指定 

 納
の

池
いけ

    ［大分県竹
たけ

田
た

市］ 

令和７年３月１０日 登録記念物（名勝地関係） 

 明神山
みょうじんやま

（送迎山
ひるめやま

）  ［奈良県北葛城郡王寺町］ 

 丸井氏庭園   ［鳥取県倉吉市］ 

 上 林
かみはやし

の風穴
かざあな

   ［愛媛県東温市］ 

 穴
あな

井戸
い ど

観音
かんのん

   ［大分県豊後高田市］ 

■令和７年６月２０日答申の名勝地

名勝の追加指定 

 名勝納池    ［大分県竹田市］ 

 名勝伊江
い え

殿内
どぅんち

庭園   ［沖縄県那覇市］ 

 名勝アマミクヌムイ  ［沖縄県］＊国頭郡
くにがみぐん

国頭村
くにがみそん

「辺
へ

戸
ど

ノ
の

安
あ

須
す

森
むい

」

登録記念物（名勝地関係）の新登録 

 平木氏庭園   ［石川県金沢市］ 

 山田氏庭園   ［石川県金沢市］ 

 浮
ふ

月
げつ

楼
ろう

庭園  ［静岡県静岡市］ 

 旧八木商店庭園  ［愛媛県今治市］ 

 旧豊山閣
きゅうほうざんかく

庭園（旧旅館田川） ［福岡県北九州市］ 

 東南
とうなん

植 物
しょくぶつ

楽園
らくえん

 ［沖縄県沖縄市］ 



■名勝地の指定・登録の現状

■庭園and/or公園？

■遺産としての公園、
そして、庭園との関係

令和７年７月３日（木）

第62回文化財指定庭園保護協議会総会
於：ホテルセントパレス倉吉（鳥取県倉吉市）

文化遺産としての文化遺産としての

公園と
文化遺産としての文化遺産としての文化遺産としての文化遺産としての文化遺産としての文化遺産としての

とととととと庭園

平澤 毅毅

（文化庁）
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指定 ４３２件

人文的名勝 ２５０件
公園 １１件１１件１１件、、庭園 ２３６件件件件件件件件、橋梁・築堤 ３件公園公園 １１件１１件１１件１１件、、庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭

自然的名勝

園 件件件件件件件件、橋梁・築堤、橋梁・築堤、橋梁・築堤園園園

１８２件

登録 １１８件
庭園 ８１件件件件件件件件件件件、、、、、公園 １３件１３件１３件、景勝地 ２４件

■名勝地の指定・登録の現状

■庭園and/or公園？

■遺産としての公園、
そして、庭園との関係
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【名勝の新指定】 （令和6年10月11日指定）

鳥潟会館庭園
と り が た か い か ん て い え ん

昭和10年代に、京都帝国大学医学部教授鳥潟隆三(とりかたりゅうぞう)が実家の
増改築とともに整備した池泉庭園。隆三自らの指示に基づき、京都の庭師が中心
となって施工した。中島のある園池、芝生広場などが設けられ、園路を巡りながら
さまざまな景観を楽しむことができる。

【秋田県大館市】
おおだて し

指定範囲（赤線の範囲） 船着石

雪見燈籠と主屋

出島から州浜を望む

令和６年度新指定・新登録の名勝地令和 年度新指定 新 録 勝

●令和６年１０月１１日 名勝指定●令和６年１０月１１日

鳥潟会館庭園 ［秋田県大館市］鳥潟会館庭園

西氏庭園 ［石川県金沢市］

●令和６年１０月１１日 登録記念物（名勝地関係）●●令和令和６６年年１０１０月月１１日 登録記念物（名勝地関係）
会津東山温泉向瀧庭園 ［福島県会津若松市］会津東山温泉向瀧庭園 ［

日本万国博覧会記念公園日本庭園 ［大阪府吹田市］

●令和７年３月１０日 名勝指定●令和７年

納池 ［大分県竹田市］

●令和７年３月１０日 登録記念物（名勝地関係）●●令和令和令和７７年年年年３３月１０日日日 登録記念物（名勝地関係）登録記念物（名勝地関係）
明神山（送迎山） ［奈良県北葛城郡王寺町］明神山（送迎山）明神山（送迎山）明神山（送迎山）
丸井氏庭園 ［鳥取県倉吉市］丸井氏庭園丸井氏庭園丸井氏庭園丸井氏庭園丸井氏庭園丸井氏庭園
上林の風穴 ［愛媛県東温市］上林の風穴上林の風穴上林の風穴上林の風穴
穴井戸観音 ［大分県豊後高田市］
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【登録記念物（名勝地関係）の新登録】 （令和6年10月11日登録）

会津東山温泉向瀧庭園
あ い づ ひ が し やま お ん せ ん む か い た き て い え ん

【福島県会津若松市】

会津藩政時代の湯治場を継いで明治時代に開業した温泉旅館の庭園で、昭和
時代初期の増築で客室棟に取り囲まれるように斜面と園池を配し、春のサクラ、
夏のホタル、秋の紅葉、冬の雪明かりと、様々な視点から四季折々の景色を楽し
むことができる意義深い事例。

登
録
範
囲↑

あ い づ わ か ま つ し

夜桜

下段（左から春、夏、冬の景色） 全景（北側廊下から）→

【名勝の新指定】 （令和6年10月11日指定）

西氏庭園
に し し て い え ん

大正時代に造営された住宅庭園で、金沢城下の大野庄用水を取り込んで園池を
成し、奥に築山を配して、矩形に配置された主屋と離れからの観賞とともに回遊を
楽しむことができる立体的な構成に特徴があり、県内外の大小様々な石材を配す
る意匠も優れている。

【石川県金沢市】
か な ざ わ し

指定範囲 主庭（築山麓から）

離れ前からの眺め 離れの軒先

主屋前から
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【名勝の新指定】 （令和7年3月10日登録）

納池
の い け

久住高原の火山麓扇状地の段丘部からの湧泉によって形成された景勝地で古
くから知られ、太政官布達に基づき初期に設定された公園の九州地方における
事例として貴重で日本公園史上の学術上の価値が高く、湧泉に特徴付けられる
風致景観は優れている。

【大分県竹田市】
た け た し

指定範囲 池部を北から望む

橋より納池神社を望む

飛石より沢部方面を望む

飛石より納池神社を望む

日本万国博覧会記念公園日本庭園
に ほ ん ば ん こ く は く ら ん か い き ね ん こ う え ん に ほ ん て い え ん

【大阪府吹田市】

昭和４５年に開催された日本万国博覧会にお
いて政府出展施設として整備された庭園で、総
面積は２５万㎡に及ぶ。上代、中世、近世の各
時代の特徴を表現した池泉庭園と現代の日本
庭園を設け、それらを渓流でつないでいるほか、
枯山水や露地（茶庭）も造られている。

登録範囲

す い た し

洲浜（中世）

滝（上代）

【登録記念物（名勝地関係）の新登録】 （令和6年10月11日登録）
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令和７年６月２０日答申の名勝地令和 年 月 答申 勝

●名勝の追加●名勝の追加●名勝の追加指定

名勝

●名勝の追加●名勝の追加指定

名勝名勝納池 ［［大分県竹田市大分県竹田市］

名勝

名勝納池納池
名勝名勝名勝伊江殿内庭園 ［［沖縄県那覇市沖縄県那覇市］

名勝

名勝伊江殿内庭園伊江殿内庭園
名勝名勝名勝アマミクヌムイ ［［沖縄県（国頭郡国頭村）沖縄県（国頭郡国頭村）沖縄県（国頭郡国頭村）］

●登録記念物（名勝地関係）の新登録●登録記念物（名勝地関係）の新登録

平木氏庭園 ［［［［［石川県金沢市石川県金沢市石川県金沢市］平木氏庭園
山田氏庭園 ［［［［［石川県金沢市石川県金沢市石川県金沢市石川県金沢市］山田氏庭園
浮月楼庭園 ［［［［静岡県静岡市静岡県静岡市静岡県静岡市］浮月楼庭園浮月楼庭園浮月楼庭園
旧八木商店庭園 ［［［愛媛県今治市愛媛県今治市愛媛県今治市］旧八木商店庭園旧八木商店庭園旧八木商店庭園 ［

旧豊山閣庭園（旧旅館田川） ［［［［［福岡県北九州市福岡県北九州市福岡県北九州市福岡県北九州市］旧豊山閣庭園（旧旅館田川）旧豊山閣庭園（旧旅館田川）旧豊山閣庭園（旧旅館田川）
東南植物楽園 ［［［［［沖縄県沖縄市沖縄県沖縄市沖縄県沖縄市］

【登録記念物（名勝地関係）の新登録】 （令和7年3月10日登録）

丸 井 氏庭 園
ま る い し て い え ん

【鳥取県倉吉市】

昭和初期に神戸の庭師・ 巽武之助（たつみたけのすけ）によって造られたと伝わ
る、町家の庭園。南北に細長い敷地の北側に主屋と茶室、南側に離れと土蔵が
建ち、その間に築山、枯池などがある。離れからは北に向かって飛石が続き、庭
門、築山、枯池を経て、腰掛待合、茶室へと至る。

登録範囲

く ら よ し し

住宅外観

園路庭門前 池と背景の離れ・土蔵
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■名勝地の指定・登録の現状

■庭園and/or公園？

■遺産としての公園、
そして、庭園との関係

文化財保護法下における名勝の指定基準
次に掲げるもののうち、わが国のすぐれた国土美として欠くことができないものであ次に掲げるもののうち、
つて、その自然的なものにおいては、風致景観の優秀なもの、名所的あるいは学術的
価値の高いもの、人文的なものにおいては、芸術的あるいは学術的価値の高いもの

一
価値の高いもの、

公園、庭園
二 橋梁、築堤
三 花樹、花草、紅葉、緑樹などの叢生する場所
四 鳥獣、魚虫などの棲息する場所
五 岩石、洞穴
六 峡谷、瀑布、渓流、深淵
七 湖沼、湿原、浮島、湧泉
八 砂丘、砂嘴、海浜、島嶼
九 火山、温泉
十 山岳、丘陵、高原、平原、河川

十一 展望地点

登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準
公園

登録記念物（名勝地関係）の登録基準
園、

登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準
、庭園

登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準登録記念物（名勝地関係）の登録基準
園園園園園園園園園園その他の名勝地（名勝及び文化財保護法第百八十二条第二項に規定する指定

を地方公共団体が行っているものを除く。）のうち、原則として
（名勝及び文化財保護法第百八十二条第二項に規定する指定

。）のうち、原則として人文的なものにあっては造成を地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除くを地方公共団体が行っているものを除く
後五十年を経過したもの又は自然的なものにあっては広く知られたものであり、かつ、次の
各号のいずれかに該当するもの

一 造園文化の発展に寄与しているもの

二 時代を特徴づける造形をよく遺しているもの

三 再現することが容易でないもの
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※文部省『高等小學讀本』（大正元年（1912））に掲載された「公園」の一節

ニ
優
レ
リ
。

近世における名所旧跡の保護と整備
●名所旧跡の保護 天橋立、和歌之浦、象潟など

●街道並木の整備
●江戸郊外の園地の整備・開放

隅田川堤、御殿山、飛鳥山、中野桃園、小金井桜など

●庭園の開放
（小石川）後楽園、偕楽園、南湖、向島百花園など

※「庭園」の用語自体、「公園」とともに明治半ばから大正にかけて定着・普及したもの

近代における名所旧跡の保存と公園制度の始まり近代における名所
大蔵省達第５３号大蔵省達第５３号大蔵省達第５３号；明治５年（；明治５年（；明治５年（187218721872）
先般荒蕪除地等拂下ノ義公布、相成候ニ付ハ於各地方古來ヨリ聲
譽ノ名所古蹟等ハ素ヨリ國人ノ賞觀愛護スヘキモノニ付右等ノ塲所
ハ叨リニ破壞伐木セサル樣篤ト注意可致事ハ叨リニ破壞伐木セサル樣篤ト注意可致事ハ叨リニ破壞伐木セサル樣篤ト注意可致事

正院達第１６号正院達第１６号；明治６年（；明治６年（18731873）
「人民輻輳ノ地ニシテ古來ノ勝區名人ノ舊跡等是迄群集遊観ノ塲所」
を「永ク万民偕楽ノ地」である「公園」として設定しようとしたもの
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大正11年（1922）3月8日、最初に指定された日、最初に指定された名勝勝

史蹟及名勝史蹟及名勝常盤公園 （茨城縣水戸市）

史蹟及名勝

史蹟及名勝常盤公園常盤公園 （茨城縣水戸市）（茨城縣水戸市）

史蹟及名勝史蹟及名勝史蹟及名勝平等院庭園 （京都府久世郡宇治町）

名勝

史蹟及名勝史蹟及名勝平等院庭園平等院庭園
名勝名勝金澤公園 （石川縣金澤市） → 特別名勝兼六園

名勝

名勝金澤公園金澤公園
名勝名勝名勝後樂園 （岡山縣岡山市） → 特別名勝岡山後楽園

名勝

名勝後樂園後樂園 （岡山縣岡山市）（岡山縣岡山市）

名勝名勝名勝栗林公園 （香川縣香川郡栗林村）（香川縣香川郡栗林村）        → 特別名勝栗林公園

名勝

名勝栗林公園栗林公園 （香川縣香川郡栗林村）

名勝名勝名勝奈良公園 （奈良縣奈良市）

名勝

名勝奈良公園奈良公園 （奈良縣奈良市）（奈良縣奈良市）

名勝名勝名勝大澤池附名古曾瀧阯 （京都府葛野郡嵯峨村）

名勝

名勝大澤池附名古曾瀧阯大澤池附名古曾瀧阯
名勝名勝名勝名勝名勝名勝名勝錦帯

大澤池附名古曾瀧阯大澤池附名古曾瀧阯
錦帯錦帯𣘺𣘺𣘺𣘺 （山口縣玖珂郡岩國町）

名勝

名勝錦帯錦帯錦帯錦帯錦帯錦帯𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺 （山口縣玖珂郡岩國町）（山口縣玖珂郡岩國町）（山口縣玖珂郡岩國町）（山口縣玖珂郡岩國町）

名勝名勝名勝月瀨梅林 （奈良縣添上郡月瀨村）

名勝

名勝名勝月瀨梅林
名勝名勝名勝名勝名勝天

月瀨梅林月瀨梅林
天天天天天天𣘺𣘺𣘺𣘺
月瀨梅林月瀨梅林月瀨梅林
𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺立 （京都府與謝郡吉津村）

名勝

名勝名勝天天天天天天𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺立立 （京都府與謝郡吉津村）（京都府與謝郡吉津村）（京都府與謝郡吉津村）

名勝名勝名勝三保松原 （静岡縣安倍郡三保村）

史蹟名勝天然紀念物保存要目

名勝之部
（本要目ニ掲ケタル例ハ説明ノ便宜ノ爲ニセルモノニシテ
直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）

一
直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）
著名ナル
直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）
著名ナル著名ナル公園園
直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）

園園及及及
直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）直ニ之ヲ指定スルノ趣旨ニアラス）

及及及及庭園庭園庭園庭園
二 著名ナル橋梁及堤防，築堤
三 著名ナル花樹，花草，紅葉及鳥獣，魚蟲ノ名所
四 著名ナル奇岩（材木岩，俵石，天然橋，石柱等）
五 著名ナル峡谷及急流，深淵
六 著名ナル瀑布
七 著名ナル湖沼
八 浮島（例セバ山形縣大沼）
九 松林アル砂丘，砂嘴ニシテ著名ナルモノ
十 著名ナル海岸，島嶼其ノ他景勝ノ地

十一 著名ナル風景ヲ眺メ得ル特殊ノ地點

十二 特色アル山岳，丘陵，高原，平原，河川及温泉地 （←改正追加）

大正９年（1920） １月３１日決定
昭和４年（1929）１２月１２日改正

史蹟名勝天然紀念物保存要目

史蹟名勝天然紀念物保存法史蹟名勝天然紀念物保存法；大正８年（；大正８年（19191919）
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名勝名勝奈良公園奈良公園  奈良県奈良市 大正11年3月8日名勝指定

名勝名勝鞆公園  広島県福山市 大正14年10月8日名勝指定

名勝名勝円山公園  京都府京都市 昭和6年10月21日名勝指定

名勝名勝琴弾公園  香川県観音寺市 昭和11年12月16日名勝指定

名勝名勝山手公園 神奈川県横浜市 平成16年2月27日名勝指定

名勝名勝再度公園・再度山永久植生保存地・神戸外国人墓地
兵庫県神戸市 平成19年2月6日名勝指定

名勝名勝平和記念公園 広島県広島市 平成19年2月6日名勝指定

名勝及び史跡名勝及び史跡名勝及び史跡小石川植物園（御薬園跡及び養生所跡）
東京都文京区 平成24年9月19日名勝及び史跡指定

名勝名勝名勝白山公園  新潟県新潟市 平成30年10月15日名勝指定

名勝名勝哲学堂公園 東京都中野区 令和2年3月10日名勝指定

名勝名勝納池 大分県竹田市 令和7年3月10日名勝指定

名勝に指定されている公園；指定基準名勝の部一（公園）

ど
ち
ら
と
い
え
ば
風
景
地

を
主
体
と
す
る
も
の

近
代
以
降
に
新
た
に
造
成

設
定
さ
れ
た
都
市
公
園
等

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

文
化
財
保
護
法

石川縣ノ経営ニ属シ明治七年之ヲ公園ト爲ス
舊ト加賀藩主前田氏ノ別墅ニシテ文政年中ニ
大成セラレ松平定信名クルニ兼六園ヲ以テス
洛陽名園記ニ所謂宏大幽邃人力蒼古水泉眺
望ノ六勝ヲ兼ヌトノ意ニ出ツ其ノ名能ク其ノ景
致ニ適ヘリトシテ称セラル

名勝名勝金澤公園名勝名勝金澤公園金澤公園
（石川縣金澤市）（石川縣金澤市）
→
（石川縣金澤市）（石川縣金澤市）

名称変更名称変更
大正
名称変更
大正大正13
名称変更名称変更名称変更名称変更

13131313年
名称変更名称変更

年年年年2
名称変更名称変更

年年22月月月月月282828日
→

大正大正131313年
特別名勝

年年年年2月月月月282828日日年年年年2月月
特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝兼六園特別名勝
昭和
特別名勝
昭和昭和60
特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝特別名勝

60606060年
特別名勝特別名勝

年年年年年年3
兼兼兼兼六六六特別名勝兼兼兼兼兼兼特別名勝兼兼兼

年年年333月
六六六兼兼

月月月月20
六六六園園園園六六六六六園園六
20202020日指定

※「金澤兼六公園（福壽山）」と記載→
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近代の庭園・公園等に関する調査研究（平成21～23年度）

文化庁文化財部記念物課
『
文化庁文化財部記念物課文化庁文化財部記念物課
『近代の庭園・公園等に関する調査研究報告書書』
（平成24年6月）

https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan
/tokeichosa/pdf/teien_kouen_chousa.pdf

→ 全国的な照会調査により、名勝地として評価すべき全国的な照会調査により、全国的な照会調査により、
公園園園の事例を少なくとも400件余り確認し、その中
でも、特に日本の都市公園史上の観点から重要で、
名勝地としての指定・登録の候補として、60件余りを
数えた。

史跡及び名勝史跡及び名勝嵐山 京都府京都市 昭和2年4月8日史跡及び名勝指定

特別名勝特別名勝温泉岳 長崎県 昭和3年3月31日名勝指定

名勝名勝須賀川の牡丹園 福島県須賀川市 昭和7年10月19日名勝指定

（名勝（名勝堀切小高園 東京都葛飾区 昭和8年2月28日名勝指定／昭和29年3月20日指定解除）

名勝名勝躑躅ヶ岡（ツツジ） 群馬県館林市 昭和9年1月28日名勝指定

名勝の部一（公園）が適用されたその他の事例

その他、特別名勝に含まれる都市公園など

厳島公園（明治6年開園）
特別史跡及び特別名勝厳島 広島県廿日市市 大正12年3月7日史蹟及名勝指定

松島公園（明治35年開園）
特別名勝松島 宮城県 大正12年3月7日史蹟及名勝指定

天橋立公園（明治38年開園）
特別名勝天橋立 京都府宮津市 大正11年3月８日史蹟及名勝指定
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■名勝地の指定・登録の現状

■庭園and/or公園？

■遺産としての公園、
そして、庭園との関係

 名所旧跡等を基礎とした初期の公園設定
 東京市市区改正設計による公園の設置
 日比谷公園をエポックとする都市公園の造営

（日本社会における公園の普及と定着）

 史蹟名勝天然紀念物保存法の制定・施行

 史蹟名勝天然紀念物保存法の制定・施行史蹟名勝天然紀念物保存法の制定・施行
 公園の名勝指定

 遺跡の保存・整備と歴史公園
（潜在的な名所旧跡ともいうべき考古学的遺跡）

 山手公園の名勝指定／登録記念物制度
（近代に造営された公園の名勝地の指定／登録）

 日本の公園制度１５０年
（現代の名所旧跡としての歴史的公園）

１８７３
１８８９
１９０３

１９１９ 


１９１９
１９２２～

１９６０’s
～

２００４

２０２３
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 特に近代以降に、公衆のための遊楽・休憩等を 特特特特に近代以降 、公衆のための遊楽 休憩等を
目的として公的に設けられる一定の公開区域

 「都市公園」＜都市公園法 昭和昭和昭和313131年年年年年(1956)「都市公園」＜都市公園法
※

「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法
※※明治

「都市公園」＜都市公園法
明治明治6

「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法
明治明治66年

「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法
年年年年(

「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法
年年((1873

「都市公園」＜都市公園法
18731873)

「都市公園」＜都市公園法 昭和「都市公園」＜都市公園法「都市公園」＜都市公園法
18731873))正院達第

昭和
正院達第正院達第正院達第正院達第16

昭和昭和313131年年年(1956)昭和昭和昭和昭和
16161616号から

 「自然公園」＜自然公園法 昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和32323232323232年年年年年年年(1957)「自然公園」＜自然公園法
※

「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法
※※昭和

「自然公園」＜自然公園法
昭和昭和6

「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法
66年

「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法
年年年年(

「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法
年年((1931

「自然公園」＜自然公園法
19311931)

「自然公園」＜自然公園法 昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和昭和323232323232年年「自然公園」＜自然公園法「自然公園」＜自然公園法
19311931))國立公園法から



昭和昭和昭和 年年年年年( )國立公園法から國立公園法から國立公園法から國立公園法から國立公園法から國立公園法から國立公園法から

 今日、所在しない地域は無いほどに

國立公園法から

今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに普遍的



今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに

 大正大正大正8
今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに

88年年年年年(年年(((191919191919)
今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに今日、所在しない地域は無いほどに普遍的普遍的普遍的普遍的普遍的普遍的

19191919))史蹟名勝天然紀念物保存法で、 大正大正
「
大正8大正大正
「「「庭園

(19191919191919191919191919191919))史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、8年年年年年年年年年(
庭園庭園庭園庭園庭園」とともに

史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、
」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに」とともに《

史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、
《《《《名勝

史蹟名勝天然紀念物保存法で、
名勝名勝名勝名勝》

史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、
》》》の検討対象に

 近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「公園公園公園」は、日本では 近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「
名所旧跡
近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「公園公園公園」は、日本では」は、日本では近代以降に固有な存在の「近代以降に固有な存在の「
名所旧跡名所旧跡名所旧跡を基礎として設定され始めてから

」は、日本では」は、日本では
を基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてから僅か名所旧跡名所旧跡名所旧跡を基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてから

半世紀の内に半世紀の内に
を基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてから

半世紀の内に半世紀の内に半世紀の内に《
を基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてから

《《《《名勝
を基礎として設定され始めてから

名勝名勝》
を基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてから僅か僅かを基礎として設定され始めてからを基礎として設定され始めてから

》》の代表的な対象の１つに

 特特特特特特特 特特特特特

公園
特特特に近特特に近

公園は
以降に近代以降に、近代以近代以近近

はは…… …… Public Parks

環境との関わり方を育む

歴史・文化・社会・経済・芸術・信仰, etc.

主体（人間）

対象（環境）

今日的に理解されている今日的に理解されている風景風景／／／景観景観の基本的概念

五感を通じた 環境の捉え方／感じ方

Original Copyright＠ONO Ryohei  小野良平 ＊revised by HIRASAWA Tsuyoshi 平澤毅

名 勝
の関心

《保護措置の対象》

※私たちは環境の全てを把握・感得することはできない。

風致景観の審美性

音、匂、風、温、光……天候、季節……
動・静、時の流れ……

《

※
保護措置の対象》保護措置の対象

※公園的イメージ

※公衆が訪ねる
※風景に遊ぶ
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公園であるである庭園

庭園であるである公園

庭園ではないではないではない公園

公園ではないではない庭園

 古代以来、住宅・別荘・寺社境内等において、 古古古古代以来、住宅 別荘 寺社境内等において、
（限られた集団のための）宴遊・観賞等を目的（（（限限限限限限らられれれれれたたた集集集集団団団団ののののたたためめめめのののの）））宴宴遊遊遊遊遊 観観観観賞賞賞等等等ををを目目的的的的
として築かれてきた造園空間（周辺環境を一体として築かれてきた造園
として含む場合あり）

 大正大正大正8
含

88年年年年年(年年((191919191919)
合あり）

19191919))史蹟名勝天然紀念物保存法で、 大正大正
《
大正8大正大正
《《名勝

8年年年年年(191919198年年年年
名勝名勝名勝名勝名勝名勝》

1919191919191919)史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、史蹟名勝天然紀念物保存法で、(19191919年年(
》》》の代表的な対象の１つに

 明治時代初期以来、「明治時代初期以来、「明治時代初期以来、「公園公園公園公園公園」として存置・公開 明治時代初期以来、「明治時代初期以来、「
されてきた
明治時代初期以来、「明治時代初期以来、「公園明治時代初期以来、「
されてきたされてきた旧大名庭園等

公園公園」として存置・公開」として存置・公開」として存置・公開」として存置・公開」として存置・公開」として存置・公開」として存置・公開」として存置・公開公園公園公園公園公園公園
等等等等等等等等等等等等等等等のほか、近世以前からされてきたされてきた

寺社境内地
旧旧旧大名庭園等等等等等等等等のほか、近世以前からのほか、近世以前からのほか、近世以前からされてきた旧旧旧旧旧旧旧

地地地地地地地地地地地地地地に維持されてきたものや、
のほか、近世以前からのほか、近世以前から

民間住宅寺寺寺社
等

社社社社境境境境境内地地地地地地地に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、に維持されてきたものや、寺社社社社社
等等等等等等等等等等等等において存置されてきたものなど

 近年、特に「近年、特に「近年、特に「近年、特に「近代庭園園園園園園園園」のほか、「」のほか、「」のほか、「遺跡庭園園」 近年、特に「近年、特に「
や「
近年、特に「近年、特に「近年、特に「近年、特に「
や「や「や「発掘庭園

近近近代代代代近年、特に「近年、特に「近近近近近近近近
園園園園園園園園園園園」も

代代代代庭庭庭庭
」も」も《

園園園」のほか、「庭庭園園園園園園庭庭
《《《《名勝

」のほか、「」のほか、「
名勝名勝名勝》
」のほか、「」のほか、「遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺跡庭園園」」のほか、「」のほか、「
》》の保護の対象としてや「や「発発発発発発

定着
発発発発発掘掘掘掘掘発発発
→
掘庭庭庭庭庭庭庭庭園園園園園園園園園園園園園」も」も」も」も《《名勝名勝名勝》》の保護の対象としての保護の対象として掘庭庭庭庭庭

庭園としての設えと佇まいの再生

 古古古古古古古 古古古古

庭園
古古古古代以古古古代以

庭園は
住宅・以来、住宅以来、以来、以以

はは…… ……(Private) Gardens
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 歴史ある公園をを遺産と考えるとき、公開・利用
されることが本質に含まれており、近代という
時代に固有な遺産の中でも独特であること

 都市公園は、永続性が担保されている土地、
場所、空間で、社会の変遷に対応しながら、場所、空間で、社会の変遷に対応しながら、
生活文化として生き続けること

 日本で１５０年にわたり普及してきた都市公園
は、全国において顕著な普遍性を有しており、
地域社会の記憶を蓄積し、変容しながら将来
に受け継がれていく
地域社会の記憶を蓄積し、変容しながら将来地域社会の記憶を蓄積し、変容しながら将来
に受け継がれていく文化的な実態であること

文化財 Cultural Cultural Properties
国土や国民に固有なものであるとの立場において、
時代の変遷、社会の変化、文化の変容などを背景に、
芸術、歴史、伝統などの観点から大切にしようとする
モノやコトの集合……あるいは文化財保護法の対象

文化遺産 Cultural Cultural HeritageHeritageHeritageHeritage
国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性国や社会が長年にわたって保ってきた、その個性
の重要な一部と考えられている歴史や伝統、本質

文化的資産 Cultural Cultural Assets
文化的観点から社会の成功・目的達成・問題解決など
のために有用で役に立つ、人、もの、資源、利点など
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＊変化しないモノ・コトと変化するモノ・コト

保存 Preservation 変えない
保護 Protection / Safeguarding 悪影響から護る
保全 Conservation 積極的に対策して継ぐ
…………
保育 Care,Care, Pflege[独] 育む、養う

cf. 
育 Care,Care, Pflege

cf. cf. cf. cf. 庭の手入れ
[独] 
庭の手入れ庭の手入れ

独独] ] die 
庭の手入れ庭の手入れ庭の手入れ庭の手入れ

die die die Pflege
庭の手入れ庭の手入れ

PflegePflegePflegePflegePflege des des des des Gartens
[英]
独] die die PflegePflegePflegePflegePflegePflegePflege des des des des des GartensGartens
英英英]]] garden tending, …maintenance(?)

 文化財庭園とは、歴史的経過の中で築かれ、
芸術上、観賞上、学術上の観点から注目され、
現代社会の中に生き続け、将来に伝える意思
とともにある庭園であること

 生きている庭園には、そのものにも人びととの
関係にも変化があること（……しかし、公開は、
庭園であることの存在要件ではない。）

 公開されている公開されている庭園庭園には、公園的側面がある
こと（公園的な期待が寄せられること）

 広く知られる歴史的庭園は、地域の風致景観
の基調となること
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講
演
会
「
鳥
取
県
の
庭
園
調
査
と
倉
吉
市
の
庭
園
」

京
都
芸
術
大
学
芸
術
学
部
歴
史
遺
産
学
科

教
授

仲

隆
裕

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
い
ま
御
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
、
京
都
芸
術
大
学
に
勤
め
て
お
り
ま
す
仲

隆
裕
と
申
し
ま
す
。

本
日
、
私
が
お
話
す
る
内
容
は
、
鳥
取
県
の
庭
園

調
査
が
最
近
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な

や
り
方
を
し
て
、
何
が
分
か
っ
た
の
か
と
い
う
の
を

分
か
り
や
す
く
皆
様
に
御
紹
介
す
る
と
い
う
の
が
一

つ
。
も
う
一
つ
は
、
明
日
、
見
学
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
二
箇
所
の
庭
園
に
つ
い
て
、
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
で
御
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
に
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
が
『
鳥
取

県
庭
園
調
査
報
告
書
』
で
す
。
私
は
、
以
前
、
鳥
取

県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
鳥
取
県
の
中
で

文
化
財
を
指
定
し
て
い
く
と
い
う
業
務
に
関
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
庭
園
調
査
の
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
調
査
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
一
）

現
在
、
鳥
取
県
内
の
国
指
定
の
名
勝
庭
園
は
、
三

件
あ
り
ま
す
。
今
日
お
見
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す

観
音
院
庭
園
と
尾
崎
氏
庭
園
、
そ
れ
と
深
田
氏
庭
園

の
三
件
で
す
。
指
定
年
月
日
は
、
観
音
院
庭
園
と
尾

崎
氏
庭
園
は
昭
和
一
二
年
の
指
定
で
す
が
、
深
田
氏

庭
園
が
平
成
一
二
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
澤
さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
保
存
法
、
そ
の
と
き
に
名
勝
指
定
が
さ
れ
て

い
た
も
の
の
多
く
が
、
戦
後
、
文
化
財
保
護
法
施
行

後
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
深
田
氏
庭
園
に
つ
き
ま

し
て
は
、
戦
後
、
県
の
唯
一
の
名
勝
と
い
う
こ
と
で

保
護
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
平
成
一
二

年
に
国
指
定
名
勝
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
鳥

取
県
指
定
名
勝
が
０
件
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

状
況
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
問
題
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
鳥
取
県
の
中
に
は
す
ば
ら
し

い
庭
園
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
調
べ

て
、
価
値
づ
け
を
し
て
、
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
私
が
、

庭
園
の
指
定
を
す
る
と
き
に
鳥
取
県
の
委
員
と
し
て

文
化
財
保
護
審
議
会
の
中
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。平

成
一
六
年
度
か
ら
、
一
度
、
県
内
の
市
町
村

に
照
会
を
い
た
し
ま
し
て
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

で
歴
史
的
な
庭
園
で
保
護
す
べ
き
も
の
は
あ
り
ま
す

か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
を
取
り
ま
と
め
な
が
ら
順
次
、
県
で
調
査
を

行
っ
て
、
県
指
定
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

最
初
は
、
ま
ず
は
近
世
の
、
つ
ま
り
江
戸
時
代
以

前
ま
で
に
造
ら
れ
た
庭
園
が
ど
の
ぐ
ら
い
残
っ
て
い

る
か
を
緊
急
で
調
査
を
し
て
、
そ
れ
を
順
次
指
定
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
平
成
一
六
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
、
近

代
和
風
建
築
調
査
と
い
う
建
築
系
の
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
結
構
住
宅
が
多
い
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
建
築
だ
け
で
は
な
く
て
近
代
建
築
と
一
体

と
な
っ
て
造
ら
れ
た
庭
園
が
た
く
さ
ん
見
い
だ
さ
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
当
面
、
新

し
い
県
指
定
名
勝
は
江
戸
時
代
以
前
の
も
の
に
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
近
代
庭
園
も
視

野
に
入
れ
追
加
し
て
い
こ
う
と
な
っ
て
き
た
わ
け
で

す
。こ

の
表
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
県
指
定
の
名

勝
は
、
現
在
一
二
件
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
上
述
の

取
組
で
、
平
成
一
六
年
か
ら
一
八
年
ぐ
ら
い
に
か
け

て
作
っ
た
県
指
定
候
補
庭
園
の
リ
ス
ト
の
調
査
が
大
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体
終
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
改
め
て

令
和
二
年
か
ら
五
年
の
三
か
年
か
け
て
国
の
名
勝
調

査
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、
再
度
、
市
町

村
に
照
会
を
す
る
と
と
も
に
、
庭
園
を
育
ん
で
こ
ら

れ
た
庭
師
さ
ん
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
て
、
そ
の
中
で
一
般
社
団
法
人
の
鳥
取
県
造
園
建

設
業
協
会
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
庭
園
調
査
が
リ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
（
※
ス

ラ
イ
ド
二
）

そ
れ
が
第
一
段
階
と
い
う
こ
と
で
、
市
町
村
か
ら

の
照
会
以
外
に
も
庭
園
の
専
門
家
か
ら
も
推
薦
を
受

け
て
、
一
二
四
の
リ
ス
ト
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
全
て
現
地
調
査
を
一
度
行
い
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
県
か
ら
鳥
取
県

造
園
建
設
業
協
会
に
委
託
を
し
て
、
現
地
調
査
で
地

図
な
ど
を
作
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
と
い
う
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
二
段
階
は
、
庭
園
調
査
委
員
会
、
こ
れ
は
私
も

入
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
庭
園
の
歴
史
的
な

研
究
を
す
る
人
も
そ
う
で
す
し
、
歴
史
の
研
究
者
、

そ
れ
か
ら
鳥
取
県
は
茶
道
文
化
が
豊
か
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
茶
の
湯
の
関
係
の
専
門
家
、
石
材
の
専
門

家
、
い
ろ
い
ろ
な
専
門
家
で
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
ま

し
て
、
そ
の
中
で
一
二
四
あ
る
う
ち
五
二
庭
園
を
選

ん
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
委
員
が
分
担
し
て
さ
ら
に

詳
し
い
調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、
所
有
者
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
八
つ
の
庭
園
に
つ
い
て
は
実
測
図
を
作
っ
て
、

そ
れ
を
詳
細
調
査
結
果
と
い
う
形
で
、
報
告
書
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

今
、
映
っ
て
お
り
ま
す
の
が
分
布
図
で
す
。
一
二

四
庭
園
が
ど
ん
な
形
で
分
布
し
て
い
る
の
か
と
い
う

も
の
で
す
。
鳥
取
市
だ
と
か
米
子
市
の
旧
城
下
町
辺

り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
拡
大
図
が
載
っ
て
お
り
ま
す

が
、
か
な
り
の
数
が
見
え
ま
す
。
東
部
・
中
部
・
西

部
の
三
つ
に
便
宜
上
分
け
て
集
計
を
し
て
い
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
県
全
体
の
中
に
満
遍
な

く
庭
園
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
色
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
庭
園
を
幾
つ
か

類
型
に
分
け
て
、
寺
院
と
か
社
家
が
持
っ
て
い
る
も

の
か
、
そ
れ
か
ら
元
農
家
、
農
家
型
の
建
築
に
伴
う

も
の
か
、
そ
れ
か
ら
町
家
の
建
築
に
伴
う
も
の
か
と

い
う
ふ
う
な
形
で
あ
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
園
に
つ
い
て
の
史
料

調
査
も
行
わ
れ
ま
し
て
、
農
家
型
の
建
築
の
場
合
で

し
た
ら
、
昔
の
庄
屋
さ
ん
、
地
主
さ
ん
、
名
主
さ
ん
、

そ
う
い
っ
た
役
を
務
め
ら
れ
た
家
柄
が
多
い
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
は
江
戸
期
の
資
料
が
ま
だ

残
っ
て
い
た
り
、
そ
れ
か
ら
、
近
代
に
造
ら
れ
た
も

の
の
中
に
は
ち
ゃ
ん
と
帳
面
が
残
っ
て
い
て
、
何
月

何
日
ど
こ
か
ら
何
を
買
っ
て
幾
ら
な
の
か
と
い
う
こ

と
が
残
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
も
の
で
公
開
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
つ
い
て
は

報
告
書
の
中
で
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ

ド
三
）

江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
安
政
五
年
に
『
稲
葉
佳
景

無
駄
安
留
記
』
と
い
っ
た
お
庭
を
描
い
た
資
料
が
あ

る
の
で
す
が
、
今
回
そ
の
中
で
、
現
状
と
比
較
し
て

み
て
ど
の
ぐ
ら
い
『
無
駄
安
留
記
』
の
絵
画
表
現
と

い
う
の
が
現
実
に
近
い
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
正

確
だ
と
す
る
と
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
変
化
し
た
の

か
、
そ
ん
な
比
較
考
察
の
よ
う
な
こ
と
も
試
み
て
お

り
ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
四
）

そ
の
現
地
調
査
の
中
で
は
、
石
材
調
査
、
島
根
大

学
の
地
質
の
専
門
家
の
先
生
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
石
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
石
質
が
書

き
込
ん
で
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
こ
の
庭

園
が
所
在
す
る
近
在
か
ら
集
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、
県
外
か
ら
持
っ
て
き
た
緑

色
片
岩
の
よ
う
な
も
の
か
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
も
考
察
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
お

む
ね
近
在
の
石
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う

見
解
で
、
も
ち
ろ
ん
銘
石
と
呼
ば
れ
る
県
外
か
ら
の

も
の
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
多
く
の
場
合

は
近
在
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
地
域
の
自
然
環
境
を
反
映
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
が

庭
園
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
と
思
い

ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
五
）
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そ
の
よ
う
な
形
で
、
庭
園
の
形
式
で
あ
っ
た
り
、

立
地
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
い
つ
で
き
た
も
の
か

と
か
、
属
性
は
何
か
と
か
と
い
う
こ
と
を
取
り
ま
と

め
た
一
覧
表
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
※

ス
ラ
イ
ド
六
）

簡
単
に
ま
と
め
ま
す
と
、
最
初
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

が
全
て
の
庭
園
を
拾
い
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
ま
ず
そ
の
段
階
で
あ
る
程
度
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
っ
た
こ
と
は
前
提
な
の
で
す

け
れ
ど
も
、
一
二
四
の
分
布
を
見
ま
す
と
、
東
部
の

ほ
う
が
四
三
％
、
中
部
が
二
七
％
、
西
部
が
三
〇
％

と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

庭
園
の
種
別
で
い
い
ま
す
と
、
寺
院
の
庭
園
が

三
五
％
、
個
人
の
庭
園
が
五
九
％
、
そ
の
他
が
六
％

と
い
う
こ
と
で
す
。
結
構
個
人
所
有
で
頑
張
っ
て
保

存
・
維
持
し
て
お
ら
れ
る
、
そ
う
い
っ
た
庭
園
も
多

い
と
い
う
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
。

形
態
に
つ
い
て
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
池
庭
、
枯

山
水
、
露
地
の
三
様
式
で
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
か
の

分
布
を
示
し
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
池
庭
を
持
つ

も
の
、
池
を
持
つ
、
水
が
流
れ
る
も
の
、
そ
の
よ
う

な
庭
園
が
七
三
％
、
結
構
多
い
で
す
ね
。
枯
山
水
が

一
七
％
、
そ
し
て
露
地
は
一
〇
％
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
鳥
取
は
お
茶
の
文
化
が
盛
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
本
格
的
な
露
地
を
構
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

作
庭
年
代
で
言
い
ま
す
と
、
近
世
は
三
五
％
、
近

代
が
五
五
％
と
い
う
こ
と
で
、
半
分
以
上
が
近
代
庭

園
で
あ
り
ま
し
た
。
現
代
の
庭
園
が
一
〇
％
と
な
り

ま
し
た
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
七
）

そ
し
て
ご
く
簡
単
に
、
東
と
西
で
地
域
別
に
何
か

特
徴
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
委
員
会
の
中
で

議
論
し
た
結
果
、
東
部
地
域
の
ほ
う
で
は
、
鳥
取
の

城
下
に
寺
院
の
庭
園
が
集
中
し
て
あ
り
ま
す
。
鹿
野

町
と
か
若
桜
町
、
智
頭
町
、
こ
う
い
っ
た
昔
の
宿
場

町
で
は
町
家
型
民
家
の
庭
園
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
で
有
力
者
の
民
家
の
庭
園
が
見
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
こ
の
報
告
で
は
農
家
型

民
家
の
庭
園
と
仮
称
を
し
て
い
ま
す
。

中
部
地
域
で
も
農
家
型
民
家
の
庭
園
は
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
倉
吉
は
中
部
に
当
た
り
ま
す

が
、
倉
吉
の
よ
う
な
商
工
業
都
市
に
お
い
て
は
町
家

型
民
家
の
庭
園
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
三
朝
温
泉
と
い
っ
た
温
泉
街
に
旅
館
の
庭
園
が
あ

る
と
い
う
の
が
中
部
の
一
つ
の
特
徴
と
い
う
ふ
う
に

ま
と
め
ま
し
た
。

西
部
地
域
で
は
、
米
子
市
の
城
下
町
に
町
家
型
民

家
の
庭
園
、
あ
る
い
は
寺
院
の
庭
園
も
集
中
し
て
見

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
山
町
の
辺
り
に
も
寺

院
の
庭
園
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
八
）

で
は
、
ご
く
簡
単
に
寺
院
の
庭
園
の
事
例
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
け

れ
ど
も
、
例
え
ば
鳥
取
市
の
久
松
山
、
観
音
院
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
の
辺
り
一
帯
、
小
山
が
連
な
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
藩
主
ゆ
か
り
の
お
寺
で

あ
っ
た
り
社
家
と
い
う
の
が
複
数
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
山
の
麓
に
あ
る
よ
う
な
庭
園
の
場
合
は
、

本
堂
だ
け
で
は
な
く
山
麓
に
か
け
て
、
山
と
の
間
に

湧
き
水
が
出
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
受
け
る

よ
う
な
形
で
池
を
造
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
調
査

委
員
の
メ
ン
バ
ー
あ
る
い
は
先
ほ
ど
の
近
代
和
風
建

築
調
査
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
提
案
が
あ
っ
て
、
そ
う

い
っ
た
庭
園
の
こ
と
を
「
背
面
庭
」
と
呼
ぼ
う
と
言

わ
れ
、
ま
だ
一
般
的
な
造
園
の
学
術
用
語
と
し
て
定

着
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
括

弧
で
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
背
後
の
山
水
を
活
用
す

る
「
背
面
庭
」
が
鳥
取
の
寺
院
の
庭
園
の
中
に
は
多

い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
禅
宗
の
寺
院
の
中
で
は
、
こ

う
い
っ
た
「
背
面
庭
」
で
建
物
の
山
側
の
後
ろ
に
池

が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
よ
く
見
ら
れ
る
庭
園
で
あ

り
ま
す
。
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
建
物
と
背
後
の

山
と
の
間
に
つ
く
っ
た
池
庭
に
デ
ザ
イ
ン
的
に
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

も
分
析
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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先
ほ
ど
の
『
無
駄
安
留
記
』
に
出
て
き
た
図
と

現
在
の
鳥
取
の
姿
と
比
較
し
て
い
き
ま
す
と
、
割
と

芝
庭
は
し
っ
か
り
と
残
さ
れ
て
い
て
、
逆
に
、
『
無

駄
安
留
記
』
で
橋
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
は

な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
寺
院
か
ら
見
て
み
る

と
、
橋
挟
石
ら
し
き
も
の
と
橋
台
石
ら
し
き
も
の
が

そ
ろ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

こ
に
橋
が
架
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ

う
な
考
察
が
報
告
書
の
中
で
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
社

家
の
庭
は
一
件
だ
け
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
九
～
一
一
）

次
に
、
農
家
型
民
家
や
町
家
型
民
家
で
ど
の
様
な

庭
園
と
座
敷
の
配
置
関
係
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
ま
と
め
ら
れ
た
考
察
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
家
型
民
家
の
場
合
、
土
間
が
あ
っ
て
、
張
ら
れ

た
床
、
そ
の
中
に
、
主
座
敷
が
角
に
あ
っ
て
、
そ
れ

に
面
す
る
よ
う
な
形
で
庭
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

座
敷
が
一
列
、
二
列
、
三
列
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
れ

に
よ
っ
て
規
模
が
変
わ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
規

模
が
変
わ
っ
て
も
Ｌ
字
で
配
置
さ
れ
て
い
る
傾
向
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
察
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

町
家
型
の
場
合
は
、
通
り
に
面
し
て
短
冊
形
に
敷

地
が
ず
っ
と
並
ん
で
い
く
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ナ
ギ
の
寝

床
と
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
な
長
方
形
の
敷
地
に
な
り

ま
す
が
、
土
間
を
通
っ
て
、
こ
れ
も
一
列
の
場
合
、

二
列
の
場
合
、
三
列
の
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番

奥
の
遠
い
と
こ
ろ
に
最
も
格
の
高
い
座
敷
、
主
座
敷

が
設
け
ら
れ
て
、
そ
の
先
に
庭
が
あ
る
。
割
と
典
型

的
な
も
の
と
し
て
は
こ
う
い
っ
た
配
置
が
考
え
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
例
と
し

て
、
林
田
氏
庭
園
の
よ
う
な
事
例
を
こ
の
中
で
は
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
山
道
を
上
が
っ
て
い
き
ま
す
と
、

ち
ょ
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
建
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。

座
敷
に
向
か
っ
て
、
枯
流
れ
、
そ
れ
か
ら
築
山
の
石

な
ど
が
確
認
で
き
る
と
、
そ
ん
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
一
二
～
一
三
）

町
家
型
民
家
の
庭
園
の
例
と
し
て
は
、
明
日
、
皆

さ
ん
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
倉
吉
市
の
事
例
の

中
か
ら
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
丸
井
氏
庭
園
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
町
家
型
民
家
の
庭
園
、
真
ん
中
の
写
真
（
※

ス
ラ
イ
ド
一
五
）
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
手
前

の
家
が
取
り
壊
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
の
ぐ
ら

い
敷
地
が
道
路
か
ら
奥
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
伸
び
て

い
る
の
か
と
い
う
の
が
分
か
り
や
す
い
写
真
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ほ
か
の
倉
吉
市
内
の
町
家
と
比
べ
ま
す
と
、
比

較
的
間
口
が
広
い
邸
宅
で
す
。
そ
れ
と
、
こ
の
敷
地

の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
接
客
空
間
と
し
て
建
て
ら

れ
て
い
て
、
生
活
空
間
よ
り
も
か
な
り
広
い
面
積
を

持
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
敷
地
の
中
で
、
池
庭
と
露
地

を
巧
み
に
融
合
さ
せ
た
濃
密
な
空
間
を
つ
く
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
古
写
真
と
比
較
し
て
池
の
管
理
の

状
態
も
非
常
に
よ
い
と
、
こ
ん
な
理
由
も
あ
り
ま
し

て
、
先
ほ
ど
平
澤
さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
な

形
で
国
の
登
録
記
念
物
に
な
り
ま
し
た
。
（
※
ス
ラ

イ
ド
一
四
～
一
五
）

大
体
大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
倉
吉
市
を
代
表
す
る

よ
う
な
本
格
的
な
お
茶
会
、
茶
事
が
開
催
さ
れ
て
い

た
、
そ
う
い
う
町
家
と
し
て
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

主
屋
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）
に
建
て
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
主
屋
の
隣
に
は
茶
室
「
如
々
庵
」

が
あ
り
ま
す
。
赤
い
色
で
華
や
か
な
意
匠
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

平
面
図
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
北
側
に
通
り

が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
入
り
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

き
く
分
け
ま
す
と
、
北
側
が
い
わ
ゆ
る
前
庭
で
す
。

主
屋
が
あ
り
ま
し
て
、
主
屋
の
前
の
庭
が
あ
り
ま
す

が
、
座
敷
の
庭
と
仏
間
が
あ
っ
て
、
こ
の
奥
が
生
活

空
間
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
庭
園
を
含
め
て
、

茶
室
も
含
め
て
接
客
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、

大
き
な
空
間
で
す
。

庭
と
し
て
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思

う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
奥
に
離
れ
、
そ
れ
か
ら

土
蔵
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
後
ろ
に
川
が
流
れ
て
い
ま
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す
ね
。
非
常
に
面
白
い
。
茶
事
の
際
に
は
こ
ち
ら
が

寄
付
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
が
い
っ
て
み
た
ら
外
露
地
の
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
で
造
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

園
路
を
渡
っ
て
い
き
ま
し
て
、
茶
室
ま
わ
り
は
内
露

地
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
真
ん
中
が
そ
う
な
り
ま
す

と
中
露
地
に
な
り
ま
す
の
で
、
い
わ
ゆ
る
三
重
露
地
、

内
露
地
と
中
露
地
と
外
露
地
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
露
地
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
池
庭
に
な
っ
て
い

て
、
こ
の
座
敷
か
ら
鑑
賞
す
る
庭
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
茶
室
に
は
、
恐
ら
く
奥
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

以
外
に
も
手
前
の
ほ
う
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
や
や
外
露

地
の
よ
う
な
使
い
方
が
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

写
真
は
こ
う
い
っ
た
感
じ
で
、
一
番
奥
の
土
蔵
回

り
の
露
地
は
、
土
蔵
か
ら
沓
脱
石
を
介
し
て
飛
び
石

あ
る
い
は
刀
掛
石
、
そ
し
て
降
り
蹲
踞
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
こ
の
辺
り
か
ら
地
下
か
ら
水
が
湧
い
て
い

た
。
い
わ
ゆ
る
流
れ
手
水
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
門
を
く
ぐ
っ
て
、
中
露
地
の
ほ

う
へ
渡
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
（
※
ス
ラ
イ

ド
一
九
）

こ
の
中
露
地
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
紹
介

す
る
小
川
氏
庭
園
と
同
じ
庭
園
の
作
者
、
巽
武
之
助

と
い
う
方
で
す
。
こ
の
人
は
神
戸
の
庭
師
な
の
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
の
方
が
昭
和
初
期
に
鳥
取
で
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
巽
武
之
助
の
作
庭
事
例
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
報
告
書
の
中
で
も
、
今
回
の
調
査

の
中
で
、
鳥
取
県
で
こ
れ
は
誰
が
造
っ
た
と
い
う
名

前
が
残
っ
て
い
る
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

個
別
の
庭
園
作
者
に
つ
い
て
も
な
る
べ
く
調
査
を

行
っ
て
、
ど
ん
な
事
例
が
残
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

の
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
巽
武
之
助
の
特
徴
は
、
明
日
、
小
川
氏
庭
園

の
「
環
翠
園
」
と
こ
ち
ら
の
丸
井
氏
の
庭
園
を
見
比

べ
な
が
ら
、
石
の
使
い
方
が
似
て
い
る
ね
と
か
、
水

の
使
い
方
が
や
っ
ぱ
り
う
ま
い
な
と
か
い
う
形
で
比

べ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
自
身
で
発
見
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

「
如
々
庵
」
の
周
り
も
露
地
で
す
か
ら
、
茶
事
に

使
い
ま
す
の
で
、
使
い
に
く
い
と
よ
く
な
い
で
す
よ

ね
。
蹲
踞
回
り
の
と
こ
ろ
の
寸
法
で
あ
る
と
か
、
そ

れ
か
ら
歩
き
や
す
さ
、
し
っ
か
り
そ
れ
に
沿
っ
た
機

能
と
わ
び
が
共
存
す
る
す
ば
ら
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
一
六
～
二

二
）小

川
氏
庭
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
巽
武
之
助
の

代
表
作
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
個
人
の
近
代
庭
園

と
し
て
山
陰
地
方
屈
指
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
県

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
二
〇
一
〇
年
に
国
登

録
記
念
物
）
。
倉
吉
に
お
い
て
は
商
家
の
近
代
庭
園

を
代
表
す
る
存
在
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

て
、
倉
吉
地
方
の
作
庭
技
術
や
茶
道
な
ど
に
与
え
た

影
響
は
非
常
に
大
き
い
。
芸
術
文
化
向
上
に
も
寄
与

し
た
重
要
な
庭
園
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
三
枚

写
真
を
載
せ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
順
次
御
説
明

し
ま
す
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
二
三
）

こ
れ
は
全
体
の
敷
地
平
面
図
で
あ
り
ま
す
。
大
き

く
言
い
ま
す
と
、
北
側
に
道
路
が
あ
っ
て
、
街
路
に

面
し
て
建
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
町
家
型
の
民

家
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
奥
に
別
区
画
で
、
い
わ
ゆ

る
池
庭
、
池
泉
回
遊
式
と
言
わ
れ
る
庭
園
を
造
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
明
日
も
、
小
川
氏
庭
園
に

行
か
れ
ま
す
と
、
町
家
型
の
庭
園
と
池
庭
と
二
か
所

御
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
（
※
ス

ラ
イ
ド
二
四
）

小
川
家
の
沿
革
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
か
ら
酒

造
業
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
小
川
製
糸
場
、
生
糸
を
作
る
工
場
も
明
治
以
降

手
が
け
ら
れ
て
い
て
、
県
下
有
数
の
生
産
額
を
誇
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
小
川
貞
一
と
い
う
方
が
明
治
四

三
年
に
小
川
合
名
会
社
を
つ
く
っ
て
、
大
正
四
年
に

「
打
吹
正
宗
」
と
い
う
名
前
で
、
お
酒
の
名
前
を
（
「
久

米
川
」
か
ら
）
改
め
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の
名
前
を

御
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
金
融
・
商
業
関
係
で
も
活
躍
さ
れ
て
、
地
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方
財
政
の
重
鎮
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
県
議
会
議
員
も

務
め
、
貴
族
院
議
員
な
ど
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
に
も
熱
心
で
、
女
子
教
育
の
た
め
に
倉
吉

実
科
高
等
女
学
校
、
現
在
の
倉
吉
西
高
等
学
校
の
基

と
な
る
学
校
の
設
立
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
環
翠
園
」
に
あ
る
茶
室
は
、
松
江
に
あ
り

ま
す
松
平
不
昧
の
も
の
と
言
わ
れ
る
「
菅
田
庵
」
の

写
し
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
※
ス
ラ

イ
ド
二
五
）

ま
ず
、
町
家
型
民
家
の
ほ
う
は
、
道
路
に
面
し

て
門
が
あ
り
ま
す
が
、
門
の
奥
に
玄
関
と
な
る
前
庭

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
前
庭
の
た
た
ず
ま
い
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
石
造
物
も
な
か
な
か

い
い
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
見
始
め
る
と

ち
ょ
っ
と
時
間
が
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
※

ス
ラ
イ
ド
二
六
）

中
庭
は
建
物
か
ら
奥
を
見
る
と
、
建
物
の
前
方

に
、
少
し
敷
地
を
上
が
っ
て
い
き
ま
し
て
、
飛
び
石

が
打
た
れ
て
、
奥
か
ら
の
流
れ
が
手
前
の
ほ
う
に

迫
っ
て
く
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
後
ろ
か
ら
縦
長

に
流
れ
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
右

手
に
は
お
茶
室
が
建
っ
て
、
こ
こ
が
お
茶
の
庭
、
露

地
の
一
部
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
飛
び

石
あ
る
い
は
枯
流
れ
の
上
の
ほ
う
を
越
え
て
い
く
。

こ
れ
は
、
全
国
的
に
近
代
の
露
地
の
中
で
は
枯
流
れ

と
い
う
の
が
非
常
に
流
行
す
る
わ
け
な
の
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
っ
た
流
行
も
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

お
茶
室
は
「
清
和
軒
」
と
言
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

き
れ
い
に
周
囲
が
整
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
※
ス
ラ
イ
ド
二
七
～
二
九
）

「
環
翠
園
」
は
、
東
西
約
三
二
メ
ー
ト
ル
、
南
北

約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
結
構
規
模
の
大
き
な
庭
園
で
あ

り
ま
す
。
周
辺
が
ち
ょ
っ
と
高
く
な
っ
て
い
ま
し
て
、

川
か
ら
水
を
引
い
て
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
、
ま
た
出

て
い
く
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
外
側

か
ら
結
構
砂
が
入
っ
て
き
て
、
白
い
砂
で
き
れ
い
で

す
の
で
、
水
が
澄
ん
で
い
る
と
き
に
水
を
通
し
て
池

底
の
景
色
と
い
う
も
の
も
楽
し
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。鑑

賞
の
中
心
は
「
南
山
荘
」
と
い
う
茶
亭
で
す
。

そ
の
周
り
に
、
少
し
高
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
ま
た

下
り
て
い
く
と
ま
た
高
い
と
こ
ろ
と
い
う
形
で
、
ぐ

る
っ
と
回
っ
て
高
い
と
こ
ろ
に
眺
望
を
見
る
視
線
に

な
る
よ
う
な
場
所
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
お
茶
事

で
使
う
と
き
の
重
要
な
施
設
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
明
日
巡
ら
れ
る
際
に
は
、
高
い
と
こ
ろ
、
あ
る

い
は
少
し
大
き
め
の
石
が
置
い
て
あ
る
と
、
そ
こ
に

立
ち
止
ま
っ
て
景
色
を
見
な
さ
い
と
い
う
合
図
だ
な

と
思
っ
て
御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

池
の
中
に
は
島
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
る
動
物

を
か
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
当
然
亀

で
す
よ
ね
。
け
れ
ど
も
、
ど
っ
ち
が
頭
で
、
ど
っ
ち

が
尻
尾
か
。
さ
あ
ど
っ
ち
で
し
ょ
う
。
（
※
ス
ラ
イ

ド
三
〇
～
三
二
）

「
環
翠
園
」
に
は
先
ほ
ど
お
話
も
あ
り
ま
し
た
が

煙
突
が
あ
っ
て
、
こ
の
煉
瓦
は
近
代
を
代
表
す
る
、

近
代
の
工
業
都
市
を
代
表
す
る
景
観
だ
っ
た
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
大
き
な
地
震
に
よ
っ
て
、

安
全
性
を
保
つ
と
い
う
こ
と
で
切
り
下
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
一
部
が
健
在
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
失
わ
れ
た
茶
室
も
一
部
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

か
つ
て
の
写
真
な
ど
も
表
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
※

ス
ラ
イ
ド
三
三
～
三
四
）

こ
れ
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

の
高
い
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
る
腰
掛
待
合
で
す
。
少

し
狭
う
ご
ざ
い
ま
す
し
、
た
く
さ
ん
の
方
で
御
覧
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
飛
び

石
、
そ
う
い
っ
た
上
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
た
だ

い
て
、
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
コ
ケ
を
傷
め
な
い
よ
う

に
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
（
※
ス
ラ

イ
ド
三
五
）

「
南
山
荘
」
、
書
院
の
ほ
う
の
前
か
ら
見
ま
す
と
、

「
菅
田
庵
」
で
有
名
な
延
段
が
並
列
に
、
少
し
ず
れ

な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
姿
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
少
し
池
に
せ
り
出
す
よ
う
な
形
で
建
っ

て
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
で
コ
イ
が
涼
し
げ
に
泳
ぐ
姿

を
鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
※
ス
ラ
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イ
ド
三
六
）

最
後
に
、
こ
う
い
う
調
査
を
通
し
て
所
有
者
の
意

見
な
ど
も
伺
っ
て
い
く
と
、
ま
ず
こ
う
い
っ
た
文
化

財
の
庭
園
を
保
護
し
て
い
く
上
に
お
い
て
は
、
そ
こ

が
ど
ん
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
見
解
を

集
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
が
共

有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
来

た
人
に
説
明
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
所
有
者
自
身
も
そ
の
価
値
を
よ
く
分
か
り
、

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ん
が
御
存

じ
な
い
と
か
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
庭
園
の

ほ
う
が
我
々
よ
り
も
多
分
命
は
長
い
で
す
よ
ね
。
と

い
う
こ
と
は
、
所
有
者
が
後
継
者
に
引
き
継
い
で
い

く
。
自
分
自
身
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
後
継

者
が
こ
の
庭
園
の
価
値
を
し
っ
か
り
分
か
っ
て
い
な

い
と
、
次
の
世
代
で
つ
い
え
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
調
査
に
赴
い
て
い
た
だ
い
た
庭
師
さ
ん

た
ち
も
、
と
て
も
楽
し
ん
で
調
査
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
石
は
こ
れ
だ
と
か
、
こ
れ
は
あ
そ
こ

の
状
況
に
似
て
い
る
と
か
と
い
う
ふ
う
な
形
で
。
そ

う
い
う
会
話
に
徐
々
に
引
き
込
ま
れ
て
、
う
ち
の
庭

は
そ
ん
な
に
面
白
い
の
か
、
価
値
が
あ
る
の
か
と
い

う
ふ
う
な
こ
と
を
思
っ
て
、
聞
き
取
り
に
同
席
し
た

後
継
者
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が

一
生
懸
命
守
ろ
う
と
し
た
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
ん
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
も
、
県
内
の
文
化
財
を
会
場
に
し
て
、
平

成
二
七
年
か
ら
鳥
取
県
が
行
っ
て
い
る
文
化
財
庭
園

技
術
者
講
習
会
の
講
師
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。
県
指

定
の
庭
園
を
維
持
・
管
理
す
る
と
い
う
の
は
な
か
な

か
大
変
な
の
で
、
そ
う
い
う
場
所
を
会
場
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
文
化
財
、
庭
園
を
し
っ
か
り
管
理
す
る
と

か
、
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
、
そ
ん
な
方
た

ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
一
緒
に
庭
園
整
備
の

実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
研
修

会
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
場

面
で
も
息
子
さ
ん
が
出
て
き
て
、
う
る
さ
い
な
と
最

初
は
言
っ
て
い
た
の
に
、
そ
の
庭
園
に
ち
ょ
っ
と
手

を
入
れ
た
ら
こ
れ
だ
け
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
る
の

か
と
改
め
て
気
づ
い
て
、
ど
う
で
も
い
い
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
も
、
「
ち
ょ
っ
と
こ
の
枝
を
伸
ば
そ
う

か
」
と
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
う
れ
し
い
事
例
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
庭
園
の
文
化
財
的
な
価
値

と
い
う
の
を
今
後
検
証
し
な
が
ら
、
そ
の
価
値
を
生

か
し
た
植
栽
管
理
あ
る
い
は
修
復
、
そ
う
い
っ
た
実

践
の
現
場
を
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
見
て
も
ら
う
と

い
う
よ
り
は
、
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
っ
た
り
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
ろ
い
ろ
な
人
と
共
有
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
価
値
や
魅
力
の
再
認
識
が
広

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
調
査
件
数
は
一
二
九
件
、
詳
細

調
査
五
二
件
、
実
測
調
査
八
件
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
県
の
文
化
財
へ
の
取
組
の
熱
意
と
い
う

の
は
さ
ら
に
向
上
し
て
い
っ
て
、
こ
の
報
告
書
だ
け

で
は
な
く
て
、
ま
だ
ま
だ
や
る
ぞ
と
い
う
ふ
う
な
雰

囲
気
を
先
ほ
ど
の
県
の
副
知
事
の
御
挨
拶
か
ら
も
十

分
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
ま
た
継
続
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
県

の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
し
て
明

日
は
倉
吉
市
の
庭
園
の
管
理
状
況
を
見
て
い
た
だ
い

て
、
皆
様
方
と
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

で
情
報
交
換
の
機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
（
※

ス
ラ
イ
ド
三
七
）

明
日
が
あ
ま
り
暑
く
な
く
、
い
い
天
気
で
、
皆
様

の
成
果
が
上
が
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
私
の
話
は

以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鳥取県内の文化財指定庭園

国指定名勝（3件）
・観音院庭園 昭和12年（1937）指定
・尾崎氏庭園 昭和12年（1937）指定
・深田市庭園 平成12年（2000）指定

県指定名勝(12件)
→平成16年度から所在調査、順次指定された

→令和２〜5年度「文化庁名勝調査国庫補助事業」

鳥取県の庭園
調査と
倉吉市の庭園 京都芸術大学歴史遺産学科教授/

日本庭園・歴史遺産研究センター所長

元鳥取県文化財保護審議会委員

仲 隆裕

杉本和樹撮影
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庭園に関する史料調査

『稲葉佳景 無駄安留記』（島根県立図書館蔵・画像提供）
（安政5年：1858年に上巻・下巻。明治9年に拾遺巻成立）

・第一段階
市町村等によるリスト
アップ

→124庭園の悉皆調査

・第二段階
庭園調査委員会による
詳細調査

→52庭園の現況調査・
史料調査

→８庭園の実測図作成
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調査結果の一覧表（部分）

石材調査の事例
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地域別にみた庭園の特徴
１東部地域 鳥取市の城下町には寺院の庭が集中しており、鹿野町・

若桜町・智頭町の各宿場町では町家型民家の庭園が確認された。ま
た、各地で有力者の民家の庭園が確認され、農家型民家の庭園も広
く各地で見られる。

２中部地域 農家型庭園が広く分布しており、倉吉市の商工業都市に
おいては多くの町家型庭園が見られる。三朝町では温泉街に旅館庭
園が確認された。

３西部地域 米子市の城下町に町家型民家の庭園や寺院庭園が集中し
て残され、大山町の大山寺旧境内に寺院庭園が見られる。農家型民
家の庭園も広く分布する。

分布

東部43%（54件）
中部27%（33件）
西部30%（37件）

庭園種別
寺院34%（42件）
個人59%（73件）
その他（社家・武家・
旅館・公共）

形態
池庭 73%（82件)
枯山水17%（19件）
露地 11%（12件）

作庭年代
近世35%（38件）
近代55%（60件）
現代10%（11件）
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興禅寺庭園①

―↓ • 

屯
峯山

庭
岬

‘ ‘ 

• 
●, . .,.` 9/ `' 

ニ2メ
•

寺院の庭園の事例

・本堂・客殿が山麓に建つ
・背後の山水を活用する「背面庭」
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庭園の配置と主座敷の関係

・農家型民家

・町家型民家
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町家型民家の庭園：倉吉市の事例
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丸井氏庭園
• 大正から昭和初期に倉吉を代表する本格的な茶会が開催されていた町家である。

• 倉吉の町並みは、城が築かれた打吹山の北麓に東西に細長く形成され、おおよそ、東側に商家街が、
西側に職人街が連なり、その間が料亭の多い町並みとなっており、丸井家はその一角に位置する。

• 家業は料理屋などでつくる組合の事務所の運営であった。

• 短冊状の敷地の中ほどに広く設けられた庭園を囲むようにして、正面には主屋と茶室、敷地背面を
東流する背割水路の玉川に沿って離れと土蔵が配置されている。

• 主屋は大正 5 年（1916）築で、切妻平入り 2 階建ての町家であるが、東西で居住部分と座敷部分
が分けられている。

• 主屋の東面に独立して設けられた茶室「如々庵」は外壁を赤色で仕上げられた端正な草庵茶室で、
庭園の一隅に設けられた腰掛待合と共に倉吉における茶道文化を今に伝えている。

• これらの建造物群は、平成 29 年（2017）に国登録有形文化財に登録されている。

丸井氏庭園

• 町家の中では間口が広く、接客空間が敷地
の多くを占めるという特異性を有する。

• 限られた敷地の中において、池庭と露地を
巧みに融合した濃密な庭園空間が実現され
ている。

• 古写真との比較から樹種構成なども大きく
は変わらず、保存管理の状態も良い。
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池庭・巽武之助の作庭
• 庭園は、小川氏庭園をはじめとする倉吉市内の

庭園を手掛けたとされる神戸の庭師・巽武之助
が、昭和初期に作庭したと伝える。

• 主屋座敷の縁側から南東を眺めれば、手前に池、
その奥に奥之院形灯籠の立つ築山、さらに打吹
山の稜線を望むことができる。

• 石組護岸の池は、現在は 池底に円礫を敷いた枯
池として管理されているが、かつては築山に造
られた渓流を伝って水が落ち滞水していた。

• 古写真によると池中にはいくつかの岩島が配置
されていた。池の護岸の一部には擬木杭が打た
れる。

• また、渓流が池に取りつく部分の中央にマツの
ある中島を配置し、水が二手に分かれて池に落
ちる趣向となっている。

• このように絶妙に流れに水を伝わせたり、意匠
上のアクセントとして擬木杭を用いる点は、巽
武之助の作風のあらわれと言える。

土蔵廻りの露地
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如々庵の露地

• 戦前には本格的な茶会が催され、玉川
沿いの離れが寄付としても使われてい
た。

• 築山に沿って飛石や敷石道が配され、
上り下りのある山道の雰囲気が造られ
ている。

• 離れの近くに中門を設け、鉄砲垣を付
して結界とし、三重露地の構成を取る。

• 腰掛待合から庭園を眺めると、近くに
蓮華寺形石灯籠、池の向こうに丸形石
灯籠が望め、庭園の奥行が感じられる。

• 蓮華寺形石灯籠の横を通り、短冊石と
霰零しの延段を進んで右手に蹲踞構え
を設ける。自然石の向鉢で生込灯籠を
添える。

• 貴人口は茶室の南面、躙り口は西面に
あり、茶室と主屋の間の路地に至ると、
庭園の構成要素が飛石のみとなり、い
よいよ草庵に入っていく気分が高めら
れる。
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小川氏庭園
巽武之助の代表作であり、個人の近代庭園として山陰屈指のものである。

倉吉の商家の近代庭園を代表する存在として、当地方の作庭技術・茶道等に与
えた影響は大きく、芸術文化向上にも寄与した重要な庭園である。

○：杉本和樹撮影

●●
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前庭

• 小川氏庭園は、本通りに面した「前庭」、主屋と土
蔵の間の「中庭」、鉢屋川沿いの別区画の「環翠
園」から構成される。

• 前庭は、新座敷玄関前、及び敷地北端部の洋館前に
作られている。新座敷玄関前の庭園は、本通りに面
した塀際の見越しの松が見事である。

• 門内には大振りの扇形の石を据え、石敷きの中に飛
石と延段を連ね玄関に至る。

• 創作ものの灯籠２基のうちの一つは、同型品が環翠
園にあり「出雲松江藤井善太郎作」の銘をもつ。

• 建築年代、延段の意匠、灯籠の共有関係から、環翠
園と同じ昭和前期と推定される。

• 洋館前の庭園は、曲線を組み合わせた柵に囲まれ、
景石とシュロ、アオギリの木などを配する

●

小川家の沿革
• 屋号を中江 (恵) 屋といい、小川富三郎（1804 ～ 1891）は酒造綿商売で財を成した。貞四郎

（1845～1915）は、銘酒「久米川」販売の他、明治26年小川製糸場を設け、県下有数の生産額を
誇る。

• 貞一（1882～1943）は、明治43年小川合名会社を創立し、大正４年には酒銘を「打吹正宗」に改
めた。県下の金融・産業組合関係の様々な要職に就き、地方財界の重鎮であった。県会議員、貴族
院議員を務め、政治家としても活躍し、教育振興にも熱心で、女子教育のため県立倉吉高女、県女
子師範学校の設立に貢献した。

• 大正中期頃には、謡、喜多流を学び、晩年、茶の湯を岡島陽城に志野流の手ほどきを受けた。

• 敷地の南側の「環翠園」は貞一の別邸で、作庭は巽武之助と伝わる。園内の茶亭は、昭和５年頃三
朝温泉の岩崎旅館の隣の秋山氏茶室を譲り受けて移建したもので、松江市「菅田庵」の写しという。

• 大正から昭和初期にかけて豪華な茶会が開かれ、県下には見られない本懐石などが行われたという。
貞四郎・貞一ともに教養高く趣味の豊かな文化人であった。

• 昭和20～22年、環翠園の茶亭には、大阪の丹青界の大家、菅楯彦が住まった。その頃描いたもの
に、谷崎潤一郎の新刊本「細雪」の装丁の絵がある。昭和28年には日本民芸協会のバーナード・
リーチ氏を歓待している。

• このように小川家は、県内屈指の資産家として倉吉の近代化の基盤を作った家系であり、文化芸術

向上にも大きな影響を与えた。
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中庭

オクノマからは、遠方の築山上に層塔がそびえ、土蔵を背景として、最奥部からの石敷の流れが庭の
ほぼ全域に展開する立体感のある景観をなす。

• 流れの屈折する水際には、杭に見立てた円柱状の加工石を多用する。傍らに蒐集中の逸品、大坂の
淀屋に所縁のある倉吉の江戸期の豪商、牧田杜陵の句碑を立てる。

• こうした近代的な庭園から石橋を渡り西側へ向かうと、次第に茶室を主とした古雅な露地の空間へ
と変化する。

• 茶室「清和軒」は、石敷で表現された枯流れの中に建ち、本格的な露地を構える。額見石前の灯籠
は当園で唯一の野灯籠である。茶室は一畳台目の小間ではあるが、隣室には大理石の浴槽を備える
など、自由な発想のもとに作られた接客空間である。

中庭

建物に囲まれた狭小な空間を巧みに使い、流れを主題
に主屋から縦長に眺める庭と、主屋から見えない位置
に設けた露地からなり、両者を巧みに融合させている。

●

●●
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環翠園
• 東西約32ｍ南北約40ｍの規模
をもつ池泉回遊式庭園である。

• 敷地の東辺中央には端正な庭
門、南西側中央には鑑賞の中
心点として茶亭「南山荘」を
置き、その正面に広がる池の
周囲三方には築山が築 かれ、
それぞれの最高地点には南の
腰掛待合、五重塔、北の腰掛
待合が配される。

清和軒とその露地
・築山と石造物の配置、流れの石組・杭状加工石などが環翠園と類似

・環翠園と同じ昭和初期頃に、主屋とともに以前から存在していた庭
を改修した結果と推定

●●●

- 64 -

会　報　第　６１　号

P.29

P.30



●

環翠園
• 南の腰掛待合と五重塔の間には、かつて草庵風の茶亭「洗心亭」が存在したが、現在は建物基礎の
みが残る。

• 池水は、鉢屋川の流れを直接引水するもので、茶亭「南山荘」正面に広がる池、亀島を廻して再び
川に戻している。

• 池の周囲を回遊する園路には、石段、飛石、カラフルな小砂利の洗い出し舗装などを用い、各所に
滝 組・井戸・小池等の流れを配するなど創造性豊かな技巧を駆使している。

• また、30 基近い石灯籠や石塔、小鴨川橋の欄干や大坂の道標等といった歴史資料、さらにはモ
ニュメンタルな赤煉瓦の煙突を随所に組み入みつつ、露地を巧妙に構築している点は本庭園の特長
である。

• 園内のみならず、池の北側から南山荘の背後に望む水道山の中腹には十三重の塔が立てられており、
借景にアクセントを添えている。花木も邸宅の庭とは異なり大木を周囲に配したものとなっており、

藤棚をはじめ花木の種類も多く、四季を彩る植栽となっている。
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洗心亭跡

●●

環翠園 庭門

●●
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南山荘

●●

腰掛待合

●●
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むすび
・文化財庭園の保護においては、まずその価値と魅力を広く周知する必要がある。それは庭園を観賞

する来訪者のみならず庭園所有者、とりわけ後継者に対しても同様であろう。

・今回の調査において、所有者各位への聞き取りに同席された後継者が「我が家の庭園の価値に改め
て気づいた」という場面もあった。

・平成27年（2015）から鳥取県は、県内文化財庭園を会場として文化財庭園保存技術者研修会を行
なっている。

・庭園の文化財的価値を検証しつつ、その価値を活かした植栽管理や護岸修復を実践する過程を所有
者が共有することで庭園の価値と魅力が再認識されることも多い。

• 本調査において調査件数は129件、詳細調査の件数は52件、実測調査は8件にとどまった。

• 今後、詳細調査を継続して実施していくとともに、鳥取県の庭園文化を次世代に継承するために
も、その特徴を活かした保存と活用の施策をさらに推進する必要がある。
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閉
会
挨
拶

　
　
　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

副
会
長

（
毛
越
寺
庭
園
）
藤
里

明
久

皆
様
、
長
時
間
に
渡
り
、
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
総
会
、
講
演
会
と
無
事
に
進
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

先
ほ
ど
の
、
来
年
の
平
泉
で
の
総
会
開
催
に
あ

た
っ
て
の
話
の
続
き
を
少
し
だ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
毛
越
寺
庭

園
、
そ
の
隣
に
あ
り
ま
す
観
自
在
王
院
庭
園
、
そ
れ

か
ら
無
量
光
院
庭
園
の
予
定
で
す
。
毛
越
寺
庭
園
、

観
自
在
王
院
庭
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
格
的
な
整

備
を
行
っ
て
か
ら
三
〇
年
、
あ
る
い
は
四
〇
年
の
時

間
が
経
過
し
て
お
り
ま
し
て
、
あ
ち
こ
ち
に
色
々
な

痛
み
が
出
て
お
り
、
今
、
継
続
的
に
修
理
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

毛
越
寺
庭
園
に
関
し
ま
し
て
は
、
建
物
跡
、
基
壇

が
崩
れ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
他
排
水
の
問
題
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
そ
れ
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

観
自
在
王
院
庭
園
も
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

手
が
こ
れ
か
ら
入
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

無
量
光
院
庭
園
は
、
実
は
最
近
に
あ
る
程
度
整
備

が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
い
状

態
で
見
学
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
庭
園

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
も
し
修
理
の
と

こ
ろ
も
見
学
で
き
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
も
ぜ
ひ
見
学
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
日
、
自
己
紹
介
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
な
と
い
う
よ
う
な

感
じ
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
次
は
懇
親
会
が
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
方
と
交
流
を
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
共
有
し
、
情
報
交
換
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
明

日
は
倉
吉
市
の
小
川
氏
庭
園
を
は
じ
め
、
見
学
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
共
々
、
一
緒
に

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
鳥
取
県
、
そ
れ
か
ら
倉
吉

市
、
そ
し
て
事
務
局
の
東
京
都
の
皆
様
方
に
こ
の
会

の
開
催
を
お
膳
立
て
し
て
い
た
だ
き
、
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
て
、
閉
会
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第６２回文化財指定庭園保護協議会総会 開催風景

● 総会（令和７年７月３日）

開会挨拶

東京都建設局(事務局) 
公園計画担当部長 大道 和彦

閉会挨拶
文化財指定庭園保護協議会
副会長（毛越寺庭園）藤里　明久 

開催地挨拶
倉吉市長

広田 一恭

来賓挨拶
文化庁文化財第二課
主任文化財調査官 平澤 毅

次回開催地挨拶

文化財指定庭園保護協議会
副会長（毛越寺庭園）藤里　明久 

主催者挨拶
文化財指定庭園保護協議会
会長 亀山 章

開催地挨拶
鳥取県副知事

亀井 一賀

会場：鳥取県倉吉市 ホテルセントパレス倉吉
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挨拶
文化財指定庭園保護協議会
会長 亀山 章

● 講演会（令和７年７月３日）

● 懇親会（令和７年７月３日）

乾杯
倉吉市議会議長 福谷 直美

「鳥取県の庭園調査と倉吉市の庭園」
京都芸術大学芸術学部歴史遺産学科
教授 仲 隆裕

中締め挨拶
倉吉市
経済観光部長 毛利 徳敬

「文化遺産としての公園と庭園」
文化庁文化財第二課

主任文化財調査官 平澤 毅

懇親会の様子
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白壁土蔵と石橋 本町通りと元帥酒造

環翠園正門 茶会の様子

● 現地見学会（令和７年７月４日）

○小川氏庭園

○丸井氏庭園

○倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区

茶室茶庭と灯籠
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文
化
庁
へ
の
要
望
書
提
出

第
62
回
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
文
化

庁
へ
の
「
要
望
書
」
（
七
四
頁
）
に
つ
い
て
、
令
和

七
年
九
月
一
一
日
（
木
）
に
協
議
会
亀
山
会
長
が
、

文
化
庁
山
下
信
一
郎
文
化
財
鑑
査
官
と
面
会
し
、
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
面
会
は
文
化
庁
の
平
澤
毅

主
任
文
化
財
調
査
官
の
お
立
会
い
の
も
と
で
、
協
議

会
藤
井
監
事
及
び
協
議
会
事
務
局
を
代
表
し
て
東
京

都
建
設
局
大
道
公
園
計
画
担
当
部
長
と
共
に
行
い
ま

し
た
。

冒
頭
、
亀
山
会
長
か
ら
、
庭
園
の
来
訪
者
、
特
に

外
国
人
の
来
訪
者
が
顕
著
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
事
態
へ
の
対
応
と
し
て
、
庭
園
内
の
案
内
標

識
等
の
整
備
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
作
成
、
外
国
人

向
け
の
ガ
イ
ド
の
養
成
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
、
気
候
変
動
や
外
来
生
物
の
侵
入
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
、
ナ
ラ
枯
れ
や
サ
ク
ラ
類
の
枯
死
な
ど
の

被
害
が
全
国
各
地
で
頻
発
し
て
お
り
、
対
策
が
急
務

で
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
文
化
財
を
め
ぐ
る
最
近
の
状

況
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
病
虫
害
防
除
や
庭
の
手
入
れ
の
財

政
上
・
技
術
上
の
支
援
の
充
実
、
外
国
人
観
光
客
に

対
応
す
る
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
保
存
整
備
費
補

助
金
の
拡
充
、
文
化
財
庭
園
に
係
る
税
制
優
遇
措
置

の
確
保
に
関
す
る
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

約
一
時
間
に
わ
た
る
面
会
の
な
か
で
山
下
鑑
査

官
か
ら
は
、
様
々
な
環
境
変
化
の
中
で
庭
園
の
維
持

管
理
に
苦
労
が
多
い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
要
望

を
踏
ま
え
て
、
文
化
財
庭
園
の
保
存
継
承
が
将
来
的

に
も
持
続
可
能
な
形
で
行
え
る
よ
う
な
施
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
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写真は、左側：亀山会長、右側：山下文化財鑑査官
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令和７年度会務報告

１ 第６２回総会の開催

  開 催 日 令和７年７月３日（木）、４日（金）

  主催庭園    小川氏庭園

総会会場  ホテルセントパレス倉吉（鳥取県倉吉市）

  総会構成    出席６２会員（他に委任状提出６２会員）出席者総数 115 名（来賓・事務局含む）

  
７月３日（木）

  理 事 会   １３時００分から１３時３０分

  総会        １４時００分から１７時３０分

    開催挨拶   東京都建設局公園計画担当部長        大道 和彦

    主催者挨拶  文化財指定庭園保護協議会会長          亀山 章

    開催地挨拶  倉吉市長                     広田 一恭

    開催地挨拶  鳥取県副知事                   亀井 一賀

  来賓挨拶   文化庁文化財第二課主任文化財調査官     平澤  毅

出席会員紹介

議  事   議長 文化財指定庭園保護協議会会長             亀山 章

    議  題   ①令和６年度

         会務報告・会計報告・会計監査報告  ⇒ 承認    事 務 局

②令和７年度

          予算案・事業計画案       ⇒ 承認  事 務 局

         ③役員の選任             ⇒ 承認  事 務 局

④第６２回文化財指定庭園保護協議会総会決議案

                            ⇒ 承認  事 務 局

次回開催地挨拶 文化財指定庭園保護協議会副会長 毛越寺庭園    藤里 明久

講演会   「文化遺産としての公園と庭園」

        文化庁文化財第二課主任文化財調査官       平澤  毅

       「鳥取県の庭園調査と倉吉市の庭園」

        京都芸術大学芸術学部歴史遺産学科 教授       仲   隆裕

閉会挨拶   文化財指定庭園保護協議会副会長 毛越寺庭園    藤里 明久

懇 親 会   １７時３０分から１９時３０分

７月４日（金）

  現地視察   小川氏庭園、丸井氏庭園、倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区

２ 会報の発行（第６０号）

  令和７年７月３日（木）発行、配付

議題（１）
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単位：円

科　　目 予算額（Ａ） 摘　　　要 決算額（Ｂ） 摘　　　要 差額（Ｂ－Ａ）

一般会費 1,150,000 @ 10,000×115 1,130,000 @ 10,000×113 △ 20,000

賛助会費 405,000 @15,000×27 360,000 @15,000×24 △ 45,000

雑収入 100 預金利子 4,718 預金利子 4,618

繰越金 2,800,613 2,800,613 0

合　　計 4,355,713 4,295,331 △ 60,382

単位：円

科　　目 予算額（ａ） 摘　　　要 決算額（ｂ） 摘　　　要 差額（ａ－ｂ）

会報作成費 450,000 第60号会報印刷費 383,724 第60号会報印刷費 66,276

資料作成費 10,000 理事会・総会資料作成費 0 10,000

通信費 120,000 開催案内・会報送付等 99,170 開催案内、会報送付等 20,830

総会費 280,000 総会運営助成 280,000 第62回総会運営助成 0

会議費 40,000 理事会会議費 40,000 第62回理事会運営助成 0

消耗品費 20,000 文房具等購入費 0 20,000

旅費 500,000
会長及び事務局旅費・次
回開催地との連絡調整等

500,000
会長及び事務局旅費・次回開
催地との連絡調整等

0

報償費 40,000 講師謝礼 40,000 講師謝礼 0

視察費 40,000 見学庭園入場料補助 40,000 見学庭園入場料補助 0

活動費 100,000
ＨＰ保守運営、文化財庭園保
存技術者協議会会費等 98,400

ＨＰ保守運営、文化財庭園保存技
術者協議会会費 1,600

予備費 2,755,713 85,145 旅費不足分等 2,670,568

合　　計 4,355,713 1,566,439 2,789,274

4,295,331-1,566,439= 2,728,892

次年度へ繰越

[　収　入　の　部　]

[　支　出　の　部　]

令 和 ７ 年 度 会 計 報 告

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日）監 査 報 告

本日、本協議会の令和５年度会計報告書に従い、預金口座及び

領収書等について監査したところ、いずれも適切に処理されてお

り、良好なるものと確認したので、ここに報告します。

令和６年 月 日

文化財指定庭園保護協議会監事

仙巌園（附）花倉御仮屋庭園

長 野 信 弘 印

養翠園 藤 井 清 印

議題（2）
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監 査 報 告

本日、本協議会の令和５年度会計報告書に従い、預金口座及び

領収書等について監査したところ、いずれも適切に処理されてお

り、良好なるものと確認したので、ここに報告します。

令和６年 月 日

文化財指定庭園保護協議会監事

仙巌園（附）花倉御仮屋庭園

長 野 信 弘 印

養翠園 藤 井 清 印

議題（３）
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単位：円

科　　目 予算額 前年予算額 比較増減 摘　　　要

一般会費 1,150,000 1,150,000 0 @ 10,000×115会員

賛助会費 375,000 405,000 △ 30,000 @15,000×25会員

雑収入 100 100 0 預金利子

繰越金 2,728,892 2,800,613 △ 71,721

合　　計 4,253,992 4,355,713 △ 101,721

単位：円

科　　目 予算額 前年予算額 比較増減 摘　　　要

会報作成費 450,000 450,000 0 第61号会報印刷費

資料作成費 10,000 10,000 0 理事会・総会資料作成費

通信費 120,000 120,000 0 開催案内・会報送付等

総会費 280,000 280,000 0 総会運営助成

会議費 40,000 40,000 0 理事会会議費

消耗品費 20,000 20,000 0 文房具等購入費

旅費 500,000 500,000 0
会長及び事務局旅費・次回
開催地との連絡調整等

報償費 40,000 40,000 0 講師謝礼

視察費 40,000 40,000 0 見学庭園入場料補助

活動費 100,000 100,000 0
ＨＰ保守運営、文化財庭園
保存技術者協議会会費

予備費 2,653,992 2,755,713 △ 101,721

合　　計 4,253,992 4,355,713 △ 101,721

（注）予算執行上必要があるときは、会長は理事会と協議して費目間流用することができる。

令 和 ８ 年 度 予 算 （ 案 ）

[ 収 入 の 部 ]

[ 支 出 の 部 ]

議題（４）
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令和８年度事業計画（案）

  １ 総会（第 63回：今回実施分）

   （１）開 催 日  令和８年７月２日（木）・３日（金）

   （２）会  場  平泉町学習交流施設エピカ（岩手県平泉町）

   （３）内  容  理事会・総会・講演会及び現地視察（毛越寺庭園ほか）

                                                         

   ２ 会報の発行（第 61号）

   （１） 発行予定  令和８年７月

   （２） 発行部数  ２５０部

   ３ 活動の指針

   （１）庭園の普及宣揚と管理の充実

      指定庭園の普及宣揚及び保存管理に万全を図るため、その環境作りのための情報

発信や交流の活性化を図る。

   （２）「景観対策」の取りまとめ

      機会あるごとに意見交換を行い、今後庭園が望ましい景観を保つための対応策を

まとめて行く。

   （３）庭園利用の活性化

      庭園がより一般に親しまれるために、各園が取り組んでいる活性化策の収集及び

      情報発信を行う。

   （４）会員間の交流の活性化を図る

      会員間の情報交換など、交流の活性化を図る。

   （５）会員の拡充を図り、会の活性化を図る。

        ※参考

会員数（令和７年度末現在）             合計１４０会員

        ①正会員（文化財指定庭園管理者等）                        １１５会員      

②賛助会員（本会の目的に賛同する個人及び団体で理事会の承認を得たもの）   ２５会員

   ５ 次回総会（第 64回）開催計画

    (1) 開催予定地 三重県桑名市

    (2) 開催予定日 令和９年７月頃

議題（５）



文
庭
協
紀
行
・
倉
吉

賛
助
会
員

髙
橋

裕
一

七
月
三
日
（
木
）
鳥
取
県
倉
吉
市
で

第
六
十
二

回
目
を
迎
え
た
文
庭
協
総
会
は
一
一
二
名
の
会
員
が

参
加
し
、
J
R
倉
吉
駅
前
の
「
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ

ス
倉
吉
」
二
階
の
広
大
な
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
亀

井
一
賀
鳥
取
県
副
知
事
、
広
田
一
恭
倉
吉
市
長
様
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
京
都
か
ら
文
化

庁
文
化
財
保
存
活
用
課
の
平
澤
毅
主
任
文
化
財
調
査

官
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
「
文
化
遺
産
と
し

て
の
公
園
と
庭
園
」
の
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
懇
親
会
で
は
、
福
谷
直
美
倉
吉
市
議
会
議
長
様

か
ら
本
年
三
月
に
十
四
年
が
か
り
で
県
立
美
術
館
を

倉
吉
市
に
誘
致
開
館
す
る
こ
と
が
で
き
た
お
話
を
い

た
だ
い
た
他
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
同
市
内
に
保
存

伝
承
さ
れ
て
い
る
「
高
城
牛
追
掛
節
」
が
披
露
さ
れ

た
。
そ
の
起
源
は
秀
吉
の
大
阪
城
築
城
時
ま
で
遡
る

と
言
い
、
大
き
な
作
り
物
の
牛
を
二
人
の
大
人
が
中

に
入
っ
て
演
じ
る
姿
に
圧
倒
さ
れ
た
。

翌
四
日
（
金
）
は
バ
ス
四
台
に
分
乗
し
、
八
班
に

分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
順
序
で
見
学
し
た
。
早
く

も
酷
暑
を
迎
え
て
い
た
が
、
倉
吉
市
の
関
係
者
の
皆

様
に
よ
る
水
分
補
給
、
休
憩
等
へ
の
行
き
届
い
た
ご

配
慮
を
い
た
だ
き
、
無
事
見
学
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
。

一
、
倉
吉
市
打
吹
玉
川
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

倉
吉
は
、
古
代
、
伯
耆
国
の
国
府
が
置
か
れ
た
地

で
、
室
町
時
代
に
は
、
中
心
部
の
打
吹
山
に
は
城
、

麓
は
城
下
町
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
鳥
取
藩
の

家
老
荒
尾
（
あ
ら
お
）
氏
の
陣
屋
町
と
な
り
、
江
戸

時
代
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
時
代
ま
で
は
、
「
木
綿
」

と
「
稲
扱
千
歯
」
（
い
な
こ
き
せ
ん
ば
：
脱
穀
用
具
）

に
よ
っ
て
繁
栄
し
た
。

倉
吉
は
、
交
通
網
の
結
節
点
と
い
う
利
便
性
か
ら

商
工
業
が
栄
え
、
富
裕
な
商
人
階
層
が
「
打
吹
玉
川

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
内
の
本
町
通
り
沿
い

に
屋
敷
を
構
え
た
。「
本
町
通
り
」と
「
玉
川
沿
い
」
に
、

商
家
の
町
並
み
が
残
る
。
間
口
が
狭
く
奥
行
き
が
長

い
建
物
が
軒
を
連
ね
て
並
び
、
江
戸
期
、
明
治
・
大

正
期
、
昭
和
期
で
屋
根
の
高
さ
が
順
々
に
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
。
銀
行
だ
っ
た
建
物
は

奥
行
き
が
長
い
こ
と
を
活
用
し
て
「
弓
道
」
の
体
験

場
に
な
っ
て
い
た
。
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二
、
旧
牧
田
家
住
宅
・
丸
井
氏
庭
園

白
壁
土
蔵
群
の
最
西
部
に
位
置
す
る
倉
吉
市
指

定
有
形
文
化
財

旧
牧
田
家
住
宅
「
倉
吉
淀
屋
」
は

倉
吉
に
現
存
す
る
最
古
の
町
家
建
築
。
大
阪
の
豪
商

「
淀
屋
」
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

主
屋
は
豪
快
な
梁
が
目
立
つ
垂
木
構
造
で
、
付
属
屋

は
広
大
な
畳
敷
の
空
間
が
広
が
る
。

国
登
録
記
念
物
の
「
丸
井
氏
庭
園
」
（
丸
井
岩
次

郎
（
一
八
七
五
～
一
九
四
四
）
氏
庭
園
）
は
巽
武
之

助
の
作
庭
。
浅
田
山
を
借
景
に
三
重
露
地
の
茶
庭
を

備
え
奥
之
院
型
初
め
五
種
の
灯
篭
を
配
置
し
て
い

た
。

三
、
小
川
家
住
宅
・
国
登
録
記
念
物
・
県
指
定
名
勝

「
小
川
氏
庭
園
・
環
翠
園
（
か
ん
す
い
え
ん
）」
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明
治
四
三
年
、
小
川
合
名
会
社
を
設
立
、
銘
酒
「
打

吹
正
宗
」
な
ど
酒
造
業
、
醤
油
醸
造
業
ほ
か
多
く
の

事
業
で
成
功
を
収
め
、
地
方
財
界
の
重
鎮
で
、
政
治

家
と
し
て
も
大
活
躍
し
た
倉
吉
市
河
原
町
の
小
川
家

六
代

貞
一
（
一
八
八
二
～
一
九
四
三
）
が
、
晩
年
、

茶
の
湯
を
日
本
画
家

岡
島
陽
城
に
志
野
流
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
た
頃
、
主
屋
の
南
側
に
こ
の
庭
園
を
造

営
し
た
よ
う
で
あ
る
。こ
ち
ら
も
巽
武
之
助
の
作
庭
。

池
水
は
、
鉢
屋
川
の
流
れ
を
直
接
引
水
す
る
池
泉
回

遊
式
庭
園
で
、
敷
地
の
東
辺
中
央
に
は
端
正
な
庭
門

が
あ
り
、
南
西
側
中
央
に
は
鑑
賞
の
中
心
点
と
し
て

茶
亭
「
南
山
荘
」
を
置
き
、
そ
の
正
面
に
広
が
る
池

の
周
囲
三
方
に
は
築
山
が
築
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最

高
地
点
に
は
南
の
腰
掛
待
合
、
五
重
塔
、
北
の
腰
掛

待
合
が
置
か
れ
て
い
る
。
池
中
央
に
は
「
亀
石
」
が

配
さ
れ
て
い
た
。
「
南
山
荘
」
で
は
、
倉
吉
市
の
銘

菓
「
打
吹
公
園
だ
ん
ご
」
と
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
鳥
取
県
指
定
保
護
文
化
財
の
主
屋
や
土
蔵
は

宿
泊
施
設
と
し
て
改
修
整
備
中
で
外
観
等
を
見
学
し

た
。

〇
昼
食
会
場
に
て

午
前
中
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
見
学
を
終
え
、「
打

吹
回
廊
」
に
て
地
産
食
材
を
主
と
し
た
大
変
美
味
な

昼
食
を
い
た
だ
い
た
。
会
場
で
亀
山
章
会
長
か
ら
倉

吉
市
の
関
係
者
の
皆
様
に
ご
苦
労
へ
の
労
い
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
こ
こ
で
休
養
を
と
っ
た
後
、
希
望
者
は

バ
ス
で
倉
吉
駅
ま
た
は
鳥
取
空
港
ま
で
お
送
り
い
た

だ
い
た
。
充
実
し
た
二
日
間
で
、
酷
暑
の
中
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
開
催
地
一
覧

回
数

開
催
年
月
日

開
催
地

（
庭

園
）

参
加
会
員
数
（
総
会
）

備　
　

考

設
立
総
会

昭
和
35
年
11
月
29
・
30
日

東
京
都
文
京
区
（
小
石
川
後
楽
園
）

第
1
回

昭
和
36
年
12
月
13
・
14
日

東
京
都
文
京
区
（
小
石
川
後
楽
園
）

16

第
2
回

昭
和
38
年
3
月
29
・
30
日

京
都
府
京
都
市
（
二
条
城
二
之
丸
庭
園
）

45

第
3
回

昭
和
38
年
11
月
26
・
27
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

24

第
4
回

昭
和
39
年
7
月
7
・
8
日

岩
手
県
平
泉
町
（
毛
越
寺
庭
園
）

25

第
5
回

昭
和
40
年
6
月
15
・
16
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

35

第
6
回

昭
和
41
年
5
月
17
・
18
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

31

第
7
回

昭
和
42
年
4
月
24
・
25
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）

23

第
8
回

昭
和
43
年
5
月
16
・
17
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

28

第
9
回

昭
和
44
年
5
月
20
・
21
日

広
島
県
広
島
市
（
縮
景
園
）

35

第
10
回

昭
和
45
年
5
月
27
・
28
日

茨
城
県
大
洗
町
（
偕
楽
園
）

28

第
11
回

昭
和
46
年
6
月
18
・
19
日

福
島
県
会
津
市
（
会
津
松
平
氏
庭
園
）

18

第
12
回

昭
和
47
年
7
月
20
・
21
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

22

第
13
回

昭
和
48
年
5
月
9
・
10
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）

27

第
14
回

昭
和
49
年
5
月
8
・
9
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

31

第
15
回

昭
和
50
年
5
月
15
・
16
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

32

第
16
回

昭
和
51
年
7
月
15
・
17
日

広
島
県
広
島
市
（
縮
景
園
）

不
明

会
報
未
発
行

第
17
回

昭
和
52
年
7
月
21
・
22
日

福
島
県
会
津
市
（
会
津
松
平
氏
庭
園
）

不
明

会
報
未
発
行

第
18
回

昭
和
54
年
7
月
20
・
21
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）

22

53
・
54
年
度
総
会
と
し
て
開
催

第
19
回

昭
和
55
年
5
月
22
・
23
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

21

第
20
回

昭
和
56
年
7
月
2
・
3
日

岩
手
県
平
泉
町
（
毛
越
寺
庭
園
）

25

第
21
回

昭
和
57
年
6
月
15
・
16
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

27

第
22
回

昭
和
58
年
10
月
11
・
12
日

新
潟
県
柏
崎
市
（
貞
観
園
）

17

第
23
回

昭
和
59
年
7
月
11
・
12
日

京
都
府
京
都
市
（
二
条
城
二
之
丸
庭
園
）

38

第
24
回

昭
和
60
年
5
月
28
・
29
日

茨
城
県
大
洗
町
（
偕
楽
園
）

33

第
25
回

昭
和
61
年
7
月
22
・
23
日

広
島
県
広
島
市
（
縮
景
園
）

37

記
念
大
会
（
文
化
庁
長
官
出
席
）

第
26
回

昭
和
62
年
6
月
10
・
11
日

東
京
都
江
東
区
（
清
澄
庭
園
）

38

第
27
回

昭
和
63
年
7
月
14
・
15
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

32

第
28
回

平
成
元
年
6
月
22
・
23
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

40

第
29
回

平
成
2
年
6
月
22
・
23
日

岩
手
県
平
泉
町
（
毛
越
寺
庭
園
）

35

第
30
回

平
成
3
年
6
月
21
・
22
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

45
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回
数

開
催
年
月
日

開
催
地

（
庭

園
）

参
加
会
員
数
（
総
会
）

備　
　

考

第
31
回

平
成
4
年
6
月
18
・
19
日

東
京
都
文
京
区
（
六
義
園
・
向
島
百
花
園
）

38

第
32
回

平
成
5
年
6
月
17
・
18
日

福
井
県
福
井
市
（
養
浩
館
・
一
乗
谷
朝
倉
氏
館
跡
庭
園
）

36

第
33
回

平
成
6
年
8
月
25
・
26
日

和
歌
山
県
和
歌
山
市
（
養
翠
園
）

39

第
34
回

平
成
7
年
5
月
30
・
31
日

熊
本
県
熊
本
市
（
水
前
寺
成
趣
園
）

31

第
35
回

平
成
8
年
5
月
16
・
17
日

福
島
県
会
津
若
松
市
（
会
津
松
平
氏
庭
園
）

31

第
36
回

平
成
9
年
5
月
15
・
16
日

山
口
県
防
府
市
（
毛
利
氏
庭
園
）

45

第
37
回

平
成
10
年
5
月
14
・
15
日

山
形
県
鶴
岡
市
（
酒
井
氏
庭
園
）

42

第
38
回

平
成
11
年
5
月
27
・
28
日

奈
良
県
奈
良
市
（
奈
良
公
園
）

42

第
39
回

平
成
12
年
5
月
25
・
26
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

41

第
40
回

平
成
13
年
5
月
24
・
25
日

鳥
取
県
鳥
取
市
（
観
音
院
庭
園
）

41

第
41
回

平
成
14
年
5
月
23
・
24
日

沖
縄
県
那
覇
市
（
識
名
園
）

47

第
42
回

平
成
15
年
5
月
29
・
30
日

滋
賀
県
彦
根
市
（
玄
宮
楽
々
園
）

50

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
43
回

平
成
16
年
5
月
27
・
28
日

北
海
道
函
館
市
（
旧
岩
船
氏
庭
園
・
香
雪
園
）

39

第
44
回

平
成
17
年
5
月
26
・
27
日

兵
庫
県
赤
穂
市
（
旧
赤
穂
城
庭
園
・
田
淵
氏
庭
園
）
）

57

第
45
回

平
成
18
年
5
月
25
・
26
日

青
森
県
弘
前
市
（
瑞
楽
園
・
盛
美
園
）

54

第
46
回

平
成
19
年
5
月
24
・
25
日

島
根
県
益
田
市
（
萬
福
寺
庭
園
・
医
光
寺
庭
園
）
島
根
県
津
和
野
町
（
旧
堀
氏
庭
園
）

57

合
同
開
催

第
47
回

平
成
20
年
5
月
22
・
23
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）
（
旧
島
津
氏
玉
里
邸
庭
園
）

52

第
48
回

平
成
21
年
5
月
28
・
29
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

57

第
49
回

平
成
22
年
5
月
13
・
14
日

奈
良
県
奈
良
市
（
奈
良
公
園
）

60

第
50
回

平
成
24
年
6
月
7
・
8
日

東
京
都
（
小
石
川
後
楽
園
・
旧
浜
離
宮
庭
園
）

64

平
成
23
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止

第
51
回

平
成
25
年
6
月
6
・
7
日

和
歌
山
県
海
南
市
（
琴
ノ
浦
温
山
荘
園
）

66

第
52
回

平
成
26
年
6
月
5
・
6
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

65

第
53
回

平
成
27
年
5
月
28
・
29
日

福
岡
県
飯
塚
市
（
旧
伊
藤
傳
右
エ
門
氏
庭
園
）

55

第
54
回

平
成
28
年
6
月
23
・
24
日

秋
田
県
大
仙
市
（
旧
池
田
氏
庭
園
）

52

第
55
回

平
成
29
年
6
月
22
・
23
日

静
岡
県
浜
松
市
（
龍
潭
寺
庭
園
）

59

第
56
回

平
成
30
年
6
月
28
・
29
日

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
（
旧
堀
氏
庭
園
）

67

第
57
回

平
成
31
年
5
月
30
・
31
日

愛
知
県
名
古
屋
市
（
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
）

74

第
58
回

令
和
3
年
9
月
13
日
～
10
月
1
日

書
面
開
催

（
109
）

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

第
59
回

令
和
4
年
6
月
23
・
24
日

青
森
県
弘
前
市
（
瑞
楽
園
）

59

第
60
回

令
和
5
年
6
月
22
・
23
日

神
奈
川
県
横
浜
市
（
三
溪
園
）

62

第
61
回

令
和
6
年
6
月
27
・
28
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
・
成
巽
閣
庭
園
）

68

第
62
回

令
和
7
年
7
月
3
・
4
日

鳥
取
県
倉
吉
市
（
小
川
氏
庭
園
）

62
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旧
池
田
氏
庭
園

令
和
八
年
度
の
一
般
公
開
の
日
程
に
つ
い
て
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

期
間
：
四
月
二
五
日
（
土
）
～
一
一
月
二
三
日
（
月
祝
）

※
月
曜
日
休
園
（
月
曜
日
祝
日
の
場
合
、
翌
日
平
日

休
園
）

時
間
：
午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
午
後
三
時
三
〇
分

最
終
受
付
）

※
八
年
度
か
ら
重
要
文
化
財
旧
池
田
家
住
宅
洋
館
の

見
学
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
予
約
制
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
利
用
で
き
ま

す
。

※
金
唐
革
紙
し
お
り
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
販
売

グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園

如
斯
亭
庭
園
は
故
龍
居
竹
之
介
先
生
を
は
じ
め

保
護
協
議
会
の
皆
様
、
保
存
技
術
者
協
議
会
の
皆
様

の
ご
尽
力
の
お
陰
で
、
平
成
一
九
年
に
国
名
勝
に
指

定
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
二
二
年
に
丸
野
内
家
か
ら

秋
田
市
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
財
庭
園
は
大
切
な
歴
史
資
産
で
あ
り
、
日
本

の
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る
観
光
拠
点
と
し
て
大
き
な

価
値
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
園
に
お
け
る
昨
今

の
来
園
者
数
は
、
残
念
な
が
ら
伸
び
悩
ん
で
お
り
ま

す
。ご

当
地
平
泉
か
ら
お
帰
り
の
際
、
ぜ
ひ
皆
様
に
お

立
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
）

昨
年
は
庭
園
西
側
の
景
観
の
要
と
な
っ
て
い
た

黒
松
の
大
木
が
枯
死
し
、
景
観
を
損
ね
、
枝
や
幹
折

れ
の
危
惧
も
あ
り
伐
採
し
た
。
重
機
に
よ
る
伐
採
と

な
り
、
足
場
の
確
保
の
為
に
周
囲
を
整
地
す
る
な
ど

大
掛
か
り
な
作
業
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
地
で
は
昨
年
来
、
松
喰
い
虫
に
よ
る
松

の
被
害
が
甚
大
で
、
当
庭
園
に
も
被
害
が
及
ぶ
恐
れ

も
あ
り
、
庭
園
内
の
全
て
の
松
に
、
松
枯
れ
防
止
樹

幹
注
入
剤
を
注
入
し
た
。
今
年
、
二
月
と
三
月
に
実

施
。年

々
、
庭
園
の
維
持
・
管
理
に
は
多
く
の
費
用
が

必
要
で
、
財
団
の
み
で
は
庭
園
の
健
全
な
維
持
・
管

理
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
近
況
で
す
。

会
津
松
平
氏
庭
園
御
薬
園

近
年
で
は
私
共
の
よ
う
な
田
舎
の
庭
園
に
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。日

本
庭
園
の
良
さ
を
世
界
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
え
る
い
い
機
会
と
し
て
前
向
き
に
と
ら
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
四
月
か
ら
呈
茶
に
加
え
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
導

入
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の
お
客
様
に
御
薬
園
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

偕
楽
園

今
年
の
偕
楽
園
の
梅
の
開
花
は
平
年
よ
り
早
く
、

二
月
二
〇
日
頃
に
は
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
二
月
一
一
日
の
水
戸
の
梅
ま
つ
り
開
始
時
か
ら

観
梅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

梅
ま
つ
り
開
始
直
前
の
二
月
八
日
に
は
九
セ
ン

チ
の
積
雪
が
あ
り
、
園
内
は
白
銀
の
世
界
に
包
ま
れ
、

雪
と
梅
の
競
演
が
来
園
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

水
戸
の
梅
ま
つ
り
は
、
今
年
で
第
一
三
〇
回
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
、
そ
れ
を
記
念
し
夜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
「
偕
楽
園 

U
M
E
 
T
h
e
 
L
i
g
h
t
s
 
2
0
2
6

」
の
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
来
園
者
に
好
評

を
博
し
ま
し
た
。
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会
員
の
皆
様
か
ら
、
平
成
三
十
年
四
月
に
寄
せ

ら
れ
た
近
況
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

金
平
成
園
（
澤
成
園
）

一
般
公
開

春
季
：
平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
か
ら
五
月
六
日
、

夏
季
：
平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
十

九
日秋

季
：
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
四

日
市
民
茶
会
：
平
成
三
十
年
十
月
二
十
八
日

旧
池
田
氏
庭
園

庭
園
内
に
あ
る
洋
館
が
平
成
二
十
九
年
十
一
月

二
十
八
日
付
け
の
文
部
科
学
省
告
示
（
官
報
告
示
）

で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
期
間
限
定
の
公
開
で
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
雪
消
え
後
の
整
備
が
終
わ
る
五

月
中
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
の
間
、
常
時
公
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

旧
秋
田
藩
主
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園

修
復
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
陰
様

で
完
成
し
、
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
一
日
に
開
園
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
来
、
通
年
公
開
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
）

昨
年
の
庭
園
は
、
風
と
枯
死
に
よ
る
枝
折
が
目
立

っ
た
一
年
で
し
た
。
そ
れ
と
、
高
木
の
剪
定
が
行
え

ず
に
枝
が
張
り
、
低
木
の
育
成
と
景
観
に
も
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
名
勝
指
定
外
の
庭
園
外
周
部
の
樹
木
の

管
理
に
手
が
ま
わ
ら
ず
、
密
生
し
荒
れ
た
状
態
で
あ

る
こ
と
も
悩
み
で
す
。

西
山
御
殿
跡
（
西
山
荘
）

二
〇
一
八
年
三
月
に
保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
二
〇
一
八
年
一
月
防
災
拠
点
及
び
ガ
イ
ダ

ン
ス
機
能
を
有
し
た
管
理
棟
の
「AN

N
EX

」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

小
石
川
後
楽
園

四
季
折
々
に
移
り
変
わ
る
景
観
を
よ
り
一
層
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
趣
向
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
か
つ
て
後
楽
園
で
舞
っ
た
と
い

う
史
実
に
基
づ
い
た
雅
楽
の
公
演
、
秋
の
田
園
風
景

の
中
で
の
里
神
楽
な
ど
、
小
石
川
後
楽
園
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
が
お
客
様
に
好
評
で
し
た
。
二
年
目
と

な
る
水
戸
と
の
連
携
事
業
で
は
、
水
戸
市
以
外
に
も

様
々
な
団
体
と
イ
ベ
ン
ト
協
力
し
、
内
容
も
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

維
持
管
理
で
は
、
在
来
工
法(

二
和
土)

に
よ
る
園

路
の
舗
装
補
修
を
継
続
的
に
行
い
、
庭
園
景
観
に
配

慮
し
な
が
ら
観
賞
者
の
足
元
の
安
全
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
神
田
上
水
跡
の
水
門
の
補
修
を
行
い

ま
し
た
。
庭
園
有
識
者
に
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
田

園
の
ひ
な
び
た
景
観
に
馴
染
む
仕
様
を
検
討
し
補
修

に
よ
り
改
善
を
図
っ
た
こ
と
で
、「
田
園
の
景
」
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
義
園

築
庭
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
し
だ
れ

桜
・
紅
葉
と
大
名
庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
は
、
そ



西
山
御
殿
跡
（
西
山
荘
）

令
和
六
～
七
年
整
備
事
業
に
て
、
園
路
沿
い
の
危

険
木
（
大
径
木
）
を
伐
採
し
ま
し
た
。

令
和
八
年
は
橋
、
門
、
垣
根
の
更
新
を
行
い
、
令

和
九
年
度
か
ら
園
内
の
建
造
物
の
萱
の
葺
き
替
え
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

髙
梨
氏
庭
園

今
年
度
よ
り
再
入
会
い
た
し
ま
し
た
髙
梨
氏
庭

園
は
、
千
葉
県
野
田
市
に
位
置
し
ま
す
。
江
戸
川
沿

い
、
旧
上
花
輪
村
の
名
主
を
勤
め
る
と
と
も
に
醤
油

醸
造
業
で
隆
盛
し
た
髙
梨
兵
左
衛
門
家
に
よ
り
江
戸

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
成
さ
れ
た
庭
園
を
、
公

益
財
団
法
人
髙
梨
本
家
に
よ
り
保
存
管
理
し
て
い
ま

す
。
冬
季
夏
季
の
長
期
休
館
を
除
き
、
登
録
博
物
館
・

上
花
輪
歴
史
館
と
し
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
散

策
の
み
な
ら
ず
住
宅
内
か
ら
の
眺
望
と
い
う
観
点
か

ら
も
多
角
的
に
庭
園
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
く
、

日
を
定
め
て
住
宅
棟
内
覧
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
樹
木
の
高
齢
化
や
温
暖
化
の
影
響
も
あ

り
、
樹
木
の
倒
木
も
相
次
ぐ
な
ど
、
維
持
管
理
に
苦

慮
す
る
他
、
名
勝
周
辺
環
境
と
し
て
重
視
さ
れ
る
観

音
堂
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
敷
北
西
側
に
存
す
る
構
堀
・
石
垣
も
、

安
全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
景
観
を
損
な
う
こ
と
な
く

活
用
す
る
術
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

名
勝
指
定
二
五
周
年
を
迎
え
、
今
秋
は
庭
園
を

テ
ー
マ
に
企
画
展
を
開
催
予
定
で
す
。

小
石
川
後
楽
園

令
和
六
年
度
に
続
き
令
和
七
年
度
も
㈱
東
京

ド
ー
ム
と
共
催
で
夜
間
特
別
開
園
「
秋
の
夜
長
の

小
石
川
後
楽
園

二
〇
二
六
」
を
一
〇
月
一
〇
日
～

一
〇
月
二
〇
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
七
年
の
夜

間
特
別
開
園
は
「
水
戸
藩
時
代
の
江
戸
の
ま
ち
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や

伝
統
芸
能
公
演
で
お
客
様
に
「
江
戸
」
「
和
」
の
雰

囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
一
〇
日
間
で
前
年
の

一
・
四
倍
と
な
る
一
万
三
千
人
も
の
お
客
様
に
ご
来

園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

維
持
管
理
で
は
、
大
泉
水
の
「
蓬
莱
島
」
の
高

木
剪
定
を
五
年
ぶ
り
に
保
存
活
用
計
画
に
基
づ
き
実

施
し
ま
し
た
。
作
業
に
あ
た
り
、
明
治
時
代
の
絵

図
を
参
考
に
枝
の
整
理
や
幹
肌
の
見
せ
方
を
工
夫

し
、
周
囲
の
視
点
場
か
ら
の
景
観
を
意
識
し
た
手
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
下
草
や
樹
木
の
衰
退
が

進
ん
だ
箇
所
へ
地
被
類
や
後
継
樹
を
補
植
、
将
来
に

亙
る
景
観
の
再
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
に

よ
り
、
視
点
場
か
ら
臨
む
蓬
莱
島
は
明
治
期
の
絵

図
の
雰
囲
気
を
、
現
在
の
利
用
者
に
も
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
の
様
子
を
X

（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、

N
H
K
B
S
新
番
組
「
村
雨
さ
ん
と
日
本
庭
園
た
し

な
み
巡
り
」
へ
の
シ
ナ
リ
オ
提
案
と
撮
影
協
力
と
し

て
、
庭
師
タ
レ
ン
ト
が
蓬
莱
島
で
作
業
を
す
る
様
子

が
放
映
さ
れ
る
と
と
も
に
、
蓬
莱
島
や
園
内
が
紹
介

さ
れ
、
庭
園
の
歴
史
や
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
内
庭
池
に
ス
イ
レ
ン
が
過
繁
殖
し
、
水
面

を
覆
い
つ
く
し
て
い
た
た
め
、
池
全
体
の
ス
イ
レ
ン

を
根
茎
か
ら
除
去
し
、
池
水
面
が
見
え
る
よ
う
に
し
、

本
来
の
池
水
景
観
が
回
復
し
ま
し
た
。
特
に
唐
門
前

は
、
水
底
に
遮
光
シ
ー
ト
を
敷
設
し
て
再
繁
殖
を
防

止
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
で
は
水
面
に
映
る
唐

門
の
演
出
が
可
能
と
な
り
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

六
義
園

秋
と
春
に
夜
間
特
別
観
賞
イ
ベ
ン
ト
を
二
〇
二
五

年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。
秋
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
二
日

間
実
施
し
、
入
園
者
数
は
、
二
二
、
四
一
一
人
で
一

日
平
均
一
、
八
六
〇
人
で
ゆ
っ
た
り
と
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春

の
イ
ベ
ン
ト
は
七
日
間
実
施
し
、
入
園
者
数
は
、

一
九
、
八
五
二
人
で
当
園
の
メ
イ
ン
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
見
ご
ろ
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
、

満
開
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、秋
も
春
も
イ
チ
ョ
ウ
広
場
で
は
「
は
な
あ
か
り
」

な
ど
を
新
規
に
導
入
し
、
利
用
者
か
ら
大
変
好
評
で
、
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事
故
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

維
持
管
理
で
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
毎
年
行
っ

て
い
る
ツ
ツ
ジ
同
定
調
査
を
基
に
、
園
内
で
観
賞
で

き
る
三
〇
品
種
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
隈
な
く
ご
覧

い
た
だ
け
る
ル
ー
ト
を
盛
り
込
ん
だ
ツ
ツ
ジ
散
策

M
A
P
を
新
た
に
作
成
。
そ
の
M
A
P
を
見
な
が
ら

六
義
園
と
ツ
ツ
ジ
の
関
係
、
ツ
ツ
ジ
の
歴
史
や
ツ
ツ

ジ
の
見
分
け
方
な
ど
、
三
〇
品
種
を
紹
介
し
な
が
ら

散
策
を
す
る
「
ツ
ツ
ジ
散
策
」
を
直
営
職
員
で
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
解
説
を
聞

き
、
「
わ
か
り
や
す
く
楽
し
か
っ
た
」
「
ツ
ツ
ジ
愛
が

伝
わ
っ
た
」
「
六
義
園
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
自
然

な
形
に
し
て
い
る
ツ
ツ
ジ
が
綺
麗
だ
っ
た
」
「
ツ
ツ

ジ
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
花
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
き

れ
い
で
し
た
。
」
な
ど
、
嬉
し
い
お
言
葉
を
多
数
い

た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
二
〇
二
六
年
度
も
魅
力
を

発
信
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

六
義
園
の
本
質
的
価
値
で
あ
る
作
庭
意
図
の
伝
承
「
八

十
八
境
」
の
保
存
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
二
〇
二
五

年
度
は
名
古
山
の
繁
茂
し
て
い
た
笹
を
地
際
よ
り
刈

り
込
み
、
実
生
木
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
築
山
の
稜

線
が
明
瞭
と
な
り
、
庭
園
景
観
の
見
通
し
と
奥
行
き

が
向
上
し
、
鑑
賞
性
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
路
に
は
み
出
し
て
い
た
笹
を
刈
る
こ
と
で
、

歩
行
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
笹
の
繁
茂
に

よ
り
隠
れ
て
い
た
ツ
ツ
ジ
類
が
顕
在
化
し
、
景
観
に

彩
り
と
季
節
感
が
戻
る
な
ど
、
庭
園
本
来
の
植
栽
意

匠
が
再
び
際
立
つ
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

旧
浜
離
宮
庭
園

昨
年
度
に
続
き
、
東
京
都
に
よ
る
「
お
伝
い
橋
」

の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
、
橋
梁
と
藤
棚
を
整
備
し
「
お

伝
い
橋
」
全
体
が
美
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
に
、
「
南
禅
寺
垣
」
「
金
閣
寺
垣
」
を
直

営
で
更
新
し
、
当
園
の
主
要
な
景
観
で
あ
る
潮
入
り

の
池
、
お
伝
い
橋
、
中
島
の
御
茶
屋
周
辺
の
美
観
を

向
上
し
ま
し
た
。

一
〇
月
下
旬
に
開
催
し
た
「
浜
離
宮
で
お
月
見
散

歩
」
で
は
、
能
楽
、
尺
八
、
里
神
楽
等
の
伝
統
芸
能

公
演
を
毎
夜
開
催
し
、
多
く
の
お
客
様
に
特
別
な
夜

の
浜
離
宮
を
お
愉
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
お
伝

い
橋
」
工
事
の
影
響
に
よ
り
、
迂
回
路
を
使
用
し
ま

し
た
が
、
「
今
年
限
り
の
特
別
な
ル
ー
ト
」
と
し
て

広
報
し
、
新
た
な
視
点
場
も
好
評
で
し
た
。

一
一
月
初
旬
に
は
「
西
洋
馬
術
導
入
の
地
、
浜
離

宮
」
と
題
し
、
（
一
社
）
古
式
弓
馬
術
協
会
の
協
力

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
徳
川
吉
宗
が

招
い
た
馬
術
家
ケ
イ
ゼ
ル
や
、
西
洋
と
日
本
の
馬
術
、

馬
具
の
紹
介
の
ほ
か
、
弓
の
試
射
等
を
行
い
、
浜
離

宮
と
馬
の
関
係
を
知
っ
て
い
た
だ
く
好
機
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
初
め
て
「
馬
」
を
招
き
、
和

式
の
馬
装
を
披
露
し
ま
し
た
。
本
物
の
馬
を
近
く
で

見
る
機
会
は
東
京
で
は
少
な
く
、
お
客
様
に
は
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浜
離
宮
で
は
特
に
欧
米
系
外
国
人
来
園
者
の
割

合
が
非
常
に
高
く
、
英
語
で
の
お
客
様
対
応
も
柔
軟

に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
ヵ
年
を
か
け
「
内
堀
」
か
ら
「
御
庭
口

御
門
跡
」
ま
で
を
直
営
で
整
備
し
ま
し
た
。
経
年
に

よ
り
繁
茂
し
た
サ
サ
や
実
生
木
等
を
段
階
を
経
て
整

理
し
た
こ
と
で
、
本
来
の
「
土
塁
」
や
地
割
が
明
確

に
な
り
、
歴
史
あ
る
空
間
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

旧
芝
離
宮
庭
園

当
園
で
は
五
月
に
夜
間
特
別
開
園
「
旧
芝
離
宮
夜

会
～
ひ
か
り
め
ぐ
る
庭
」
を
開
催
。
回
を
重
ね
、
よ

り
多
く
の
来
園
者
に
愉
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
開
園
区
域
を
拡
大
し
ま
し

た
。
ま
た
、
飲
食
エ
リ
ア
を
設
置
し
夜
会
を
味
覚
で

も
愉
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
と
の
連
携
事
業
と
し
て
は
、
出
張
授
業
や
健

康
さ
ん
ぽ
の
開
催
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
小
学
校
へ
の
出
張
授
業
で
は
、
こ
ど
も

た
ち
に
伝
統
技
能
の
価
値
を
伝
え
庭
園
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
い
、

学
校
か
ら
は
継
続
開
催
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
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健
康
さ
ん
ぽ
で
は
、
地
域
福
祉
機
関
と
協
働
し
庭

園
が
さ
ん
ぽ
に
よ
る
身
近
な
健
康
づ
く
り
の
場
で
あ

る
と
の
認
識
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

併
せ
て
行
っ
た
警
察
署
に
よ
る
防
犯
講
和
を
通
じ
、

特
殊
詐
欺
防
止
な
ど
安
全
意
識
向
上
に
貢
献
し
、
警

察
と
高
齢
者
施
設
を
庭
園
が
繋
ぎ
、
地
域
連
携
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
園
は
小
田
原
藩
主
が
作
庭
し
た
こ
と
も
あ
り
、

歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
周
知
す
る
た
め
、
小
田
原
と

連
携
し
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
一
月
開
催

イ
ベ
ン
ト
「
秋
の
旧
芝
離
宮
～
伝
統
芸
能
に
親
し
も

う
～
」
の
期
間
中
に
は
一
日
を
「
小
田
原
D
A
Y
」

と
し
て
「
小
田
原
囃
子
」
「
小
田
原
の
お
土
産
販
売
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
小
田
原
城
天
守
閣
で
小
田

原
城
主
の
造
っ
た
庭
と
し
て
パ
ネ
ル
展
を
行
い
、
当

園
と
小
田
原
と
の
相
互
誘
致
が
で
き
、
広
域
連
携
の

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
と
の
連
携
と
共
に
広
域
な
連
携
を

行
い
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
庭
園
づ
く
り
と
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

向
島
百
花
園

向
島
百
花
園
は
、
江
戸
の
町
人
文
化
が
最
も
華
や

い
だ
江
戸
時
代
後
期
に
築
か
れ
、
春
秋
の
七
草
を
は

じ
め
と
す
る
、
由
緒
あ
る
多
彩
な
植
物
が
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
庭
園
で
す
。
「
虫
き
き

の
会
」
や
「
月
見
の
会
」
と
い
っ
た
伝
統
行
事
を
今

に
伝
え
る
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
導
入

に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
植
物
の
見
頃
情
報
を
ま

と
め
た
動
画
情
報
を
園
内
に
掲
示
し
、
来
園
者
の
利

便
性
向
上
お
よ
び
満
足
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
庭
師
と
の
対
話
を
楽
し
み
な
が
ら
庭
園
の
奥
深

さ
に
触
れ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
「
庭
さ
ん
ぽ
」
や
、
皇

室
に
献
上
さ
れ
る
七
草
籠
の
製
作
工
程
を
解
説
付
き

で
見
学
で
き
る
「
伝
統
技
能
見
学
会
」
、
近
隣
地
域

の
児
童
を
集
め
て
園
内
散
策
や
工
作
教
室
を
行
う

「
子
ど
も
会
ツ
ア
ー
」
な
ど
、
学
び
と
体
験
を
融
合

さ
せ
た
催
し
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
菊
が

彩
る
江
戸
花
屋
敷
」
で
は
、
江
戸
時
代
の
古
典
菊
の

品
評
会
を
現
代
に
再
現
し
、
江
戸
園
芸
が
誇
る
美
意

識
と
技
を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。
江
戸
園
芸
文
化
を

今
日
ま
で
受
け
継
ぐ
、
数
少
な
い
貴
重
な
庭
園
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
歴
史
と
伝
統
の
魅
力
を
未
来

へ
と
伝
え
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
古
河
氏
庭
園

東
京
都
に
よ
る
洋
館
の
外
壁
修
理
工
事
が
昨
年

終
了
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
一
月
に
「
洋
館
探
訪
と

講
演
会
～
蘇
っ
た
旧
古
河
邸
の
外
壁
～
」
と
題
し
た

有
料
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
四
〇
人
の
ご
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

庭
園
の
大
滝
前
に
あ
る
擬
木
橋
の
架
け
替
え
工
事
に

際
し
て
は
、
仮
設
橋
の
体
裁
な
ど
景
観
を
大
き
く
損

な
わ
な
い
よ
う
調
整
を
重
ね
、
苦
情
等
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
工
事
は
二
〇
二
六
年
度
も
継
続

予
定
。
）

二
〇
二
六
年
四
月
に
一
般
開
園
七
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

よ
り
多
く
の
利
用
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

維
持
管
理
で
は
、
昨
年
度
に
終
了
し
た
洋
館
の
外

壁
修
理
工
事
を
契
機
と
し
て
、
洋
館
周
辺
の
洋
風
庭

園
の
修
景
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
史
資
料
写
真

に
基
づ
き
、
洋
風
庭
園
の
本
質
的
価
値
で
あ
る
平
面

性
を
回
復
さ
せ
る
為
に
、
芝
生
地
の
切
下
げ
や
園
路

の
補
修
等
を
行
っ
た
こ
と
で
、
往
時
の
景
観
を
彷
彿

さ
せ
る
庭
園
景
観
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
老
朽
化
し
た
解
説
板
や
ベ
ン
チ
等
の
補
修
も
行

い
、
園
内
の
散
策
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

殿
ヶ
谷
戸
庭
園

三
菱
創
業
者
岩
崎
家
ゆ
か
り
の
殿
ヶ
谷
戸
庭
園

は
、
主
屋
前
に
広
大
な
芝
生
地
の
洋
風
庭
園
、
東
側

に
は
湧
水
か
ら
な
る
池
を
中
心
と
し
た
和
風
庭
園
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
五
年
度
は
顧
客
満
足
度
調
査
結
果
よ
り

ご
要
望
の
多
か
っ
た
「
芝
庭
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
普
段
は
制
限
さ
れ
て
い
る
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場
所
へ
参
加
費
無
料
で
立
ち
入
れ
る
こ
と
や
庭
園
の

景
色
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
色
が
溶
け
込
む
特
別
感
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
「
伝
統
技
能
見

学
会
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
二
回
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
春
は
「
マ
ツ
の
み
ど
り
摘
み
」
、
冬
は
「
雪

吊
り
見
学
会
」
と
こ
ち
ら
も
自
由
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
で
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
維
持
管
理
面
で
は
通
常
の
園
内
作
業
に
加

え
て
、
毎
年
手
を
入
れ
る
竹
林
管
理
や
庭
園
園
路
整

備
の
「
土
居
木
段
土
留
め
更
新
」
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
今
年
度
は
、
害
虫
被
害
の
た
め
昨
年
伐
採

し
た
ア
カ
マ
ツ
二
本
の
補
植
を
行
い
、
景
観
の
補
修

に
も
努
め
ま
し
た
。
ま
た
土
居
木
段
土
留
め
の
木
材

が
経
年
劣
化
で
腐
食
箇
所
が
増
え
た
た
め
、
更
新
し

て
補
修
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
来
園
さ
れ
る
お

客
様
に
気
持
ち
よ
く
園
内
散
策
し
て
頂
く
た
め
の
も

の
で
、
職
員
一
同
の
共
通
認
識
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
「
駅
か
ら
二
分
」
の
立
地
で
、

お
客
様
に
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
空
間
を
堪
能
し
て
頂
け

る
よ
う
建
物
の
保
存
管
理
と
庭
園
の
維
持
管
理
に
向

け
た
取
り
組
み
を
愚
直
に
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

瑞
泉
寺
庭
園

令
和
七
年
九
月
豪
雨
に
よ
る
庭
園
の
一
部
崩
落

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
庁
は
じ
め
環
境
事
業
計
画
研
究
所
等
多
く

の
方
に
迅
速
に
対
応
い
た
だ
き
、
無
事
復
旧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
指
導
賜
り
つ
つ
庭

園
の
保
全
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

三
溪
園

二
〇
二
六
年
、
三
溪
園
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
の
開
園
か
ら
一
二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
四
月
二
九
日
～
五
月
一
〇
日
の
間

で
「
臨
春
閣
」
の
特
別
公
開
、
五
月
九
日
～
一
七
日

の
間
で
「
旧
天
瑞
寺
寿
塔
覆
堂
」
の
特
別
開
扉
な
ど

を
開
催
予
定
、
そ
の
他
、
園
内
の
各
種
古
建
築
を
公

開
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
建
造
物
整
備
事
業
で
は
、

平
成
三
〇
年
度
よ
り
、
重
要
文
化
財
建
造
物
一
〇
棟

の
う
ち
九
棟
を
対
象
と
し
た
保
存
修
理
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
に
は
「
旧
矢
箆
原
家

住
宅
」
の
耐
震
補
強
の
た
め
、
二
〇
二
六
年
一
月
末

ご
ろ
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

庭
園
整
備
事
業
で
は
、
令
和
七
年
度
に
橋
の
下
に

露
出
し
た
配
管
を
埋
設
し
、
景
観
向
上
に
努
め
た
ほ

か
、
令
和
元
年
度
よ
り
続
く
松
く
い
虫
被
害
へ
の
対

策
と
し
て
、
薬
剤
注
入
や
苗
木
の
補
植
を
行
い
、
松

林
の
回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。

建
造
物
整
備
事
業
で
は
、
令
和
八
年
度
も
引
き
続

き
、
旧
矢
箆
原
家
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
等
を
実
施

す
る
ほ
か
、
旧
燈
明
寺
三
重
塔
の
耐
震
補
強
工
事
に

関
す
る
検
討
を
実
施
、
庭
園
整
備
事
業
で
は
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
設
計
業
務
の
ほ
か
、
蓮
池

の
護
岸
整
備
工
事
等
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

神
仙
郷

名
勝
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
登
録
有
形
文
化
財
で

も
あ
る
、
箱
根
美
術
館
本
館
・
別
館
・
休
憩
所
は
、

創
建
当
時
の
外
壁
の
色
を
基
本
に
、
今
年
五
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
修
復
工
事
を
行
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
は
、
よ
り
美
し
い
景

観
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

旧
新
発
田
藩
下
屋
敷
（
清
水
谷
御
殿
）
庭
園

鐘
楼
の
屋
根
瓦
の
一
部
が
経
年
に
よ
り
ず
れ
が

顕
著
に
な
り
修
復
し
た
。

兼
六
園

兼
六
園
で
は
、
令
和
六
年
の
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
崩
落
し
た
園
内
の
築
山
「
栄
螺
山
」
の
石
垣
の
解

体
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
揺
れ
に
よ
り
石
垣
に
ゆ

が
み
が
生
じ
た
部
分
も
解
体
し
て
お
り
、
埋
蔵
文
化

財
調
査
も
行
い
な
が
ら
の
作
業
は
、
今
年
い
っ
ぱ
い

ま
で
か
か
る
予
定
で
す
。

順
調
に
進
め
ば
、
来
年
度
か
ら
復
旧
工
事
に
入
り

ま
す
。
一
刻
も
早
く
元
の
姿
の
兼
六
園
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

- 89 -

会　報　第　６１　号



成
巽
閣
庭
園

近
年
、
夏
の
暑
さ
が
厳
し
く
、
樹
木
（
若
木
）
が

弱
り
、
時
に
は
枯
死
す
る
事
態
も
生
じ
て
い
ま
す
。

周
り
に
あ
る
二
〇
m
以
上
の
松
（
老
木
）
も
年
々

弱
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

那
谷
寺
庫
裡
庭
園

小
松
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
那
谷
寺
文
化
財
専

門
調
査
会
に
よ
り
、
那
谷
寺
庫
裡
庭
園
の
地
割
・
地

形
、
植
物
・
植
栽
、
石
材
・
石
造
物
、
構
造
物
・
工

作
物
等
の
調
査
を
行
い
、
課
題
抽
出
し
、
本
質
的
価

値
を
継
承
す
る
た
め
の
今
後
の
保
存
修
理
に
関
す
る

計
画
の
作
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
氏
庭
園

昨
年
一
〇
月
一
三
日
（
月
・
祝
）
お
よ
び
一
九
日

（
日
）
、
二
週
続
け
て
一
般
公
開
を
実
施
し
た
。
県
外

か
ら
の
見
学
希
望
者
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

瀧
谷
寺
庭
園

庭
園
築
山
中
腹
の
松
が
枯
れ
た
た
め
に
五
月
下

旬
に
伐
採
し
た
。

旧
玄
成
院
庭
園

室
町
幕
府

管
領
細
川
高
国
作
庭
と
伝
え
ら
れ

る
当
庭
園
は
、
一
昨
年
樹
木
に
隠
れ
て
い
た
大
き
な

亀
島
が
発
見
さ
れ
、
昨
年
神
社
の
三
十
三
式
年
祭
の

折
、
特
別
拝
観
通
路
を
設
け
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

江
馬
氏
館
跡
庭
園

保
存
整
備
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
再
整
備

を
検
討
す
る
段
階
で
す
。
維
持
管
理
を
行
い
つ
つ
、

利
活
用
も
含
め
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、

庭
石
の
3
Ｄ
計
測
や
石
表
面
の
温
度
測
定
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
立
小
松
大
学
次
世
代
考

古
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
協
力
い
た
だ
き
、
庭
園
や
館

の
空
間
を
撮
影
し
、
昨
年
度
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
と

し
て
公
開
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル

空
間
で
詳
細
な
解
説
付
き
の
見
学
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
後
も
外
部
の
研
究
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
庭
園
を
核
に
、
地
域
全
域
に
分
布
す
る
中
世
の

遺
産
の
保
存
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

龍
潭
寺
庭
園

近
年
の
夏
の
暑
さ
と
、
少
雨
の
影
響
も
あ
り
庭
の

植
栽
が
枯
れ
、
芝
生
の
管
理
に
支
障
が
出
始
め
ま
し

た
。
浜
松
市
文
化
財
課
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
文

化
庁
か
ら
の
指
導
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
営
を
考

え
た
方
が
良
い
」
と
の
話
が
出
て
、
変
更
届
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。
現
在
返
事
待
ち
で
す
。
（
令
和
八

年
四
月
現
在
）

今
年
も
こ
の
暑
さ
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
と
、
早
く
設
営
し
た
い
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

臨
済
寺
庭
園

庭
園
の
指
定
範
囲
が
大
い
に
拡
張
さ
れ
、
保
存
管

理
に
力
を
得
ま
し
た
。
永
年
の
災
害
復
旧
工
事
が
完

了
し
て
、
土
砂
倒
木
の
被
害
を
最
大
限
防
ぐ
こ
と
が

出
来
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
年
イ
ノ
シ
シ

等
の
野
生
動
物
に
よ
る
庭
園
破
壊
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園

名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
で
は
、
明
治
維
新
後
民
間

に
売
却
、
移
築
さ
れ
て
い
た
御
茶
屋
（
余
芳
）
を
江

戸
期
庭
園
の
元
の
位
置
に
移
築
再
建
す
る
工
事
が
令

和
六
年
度
に
完
成
、
余
芳
の
周
り
の
庭
園
も
令
和
八

年
三
月
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

「
名
勝
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
整
備
計
画
」
に
基
づ

き
、
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

旧
龍
性
院
庭
園

名
勝
指
定
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
用
地
の
測
量

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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旧
諸
戸
氏
庭
園

令
和
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
修
理
事
業
が
本
格

化
し
、
令
和
七
年
度
に
は
滝
石
組
、
池
底
の
亀
裂
の

修
理
、
流
れ
護
岸
の
整
備
、
園
路
整
備
、
排
水
桝
修

理
、
修
復
剪
定
な
ど
を
行
っ
た
他
、
木
柵
・
太
鼓
橋

の
取
り
換
え
を
実
施
し
た
。
園
路
整
備
で
は
、
平
成

五
年
の
六
華
苑
オ
ー
プ
ン
前
の
整
備
で
新
た
に
付
加

さ
れ
て
い
た
要
素
（
飛
び
石
・
景
石
）
の
除
去
を
行

い
、
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
庭
園
へ
の
回
帰
を
目

指
し
た
。

令
和
八
年
度
も
修
理
事
業
は
進
ん
で
い
く
こ
と

と
な
る
が
、
そ
の
中
で
令
和
八
年
四
月
一
〇
日
に
通

算
の
入
苑
者
数
が
一
五
〇
万
人
を
達
成
し
た
。

諸
戸
氏
庭
園

当
園
は
本
年
度
に
庭
園
の
保
存
修
理
工
事
を
終

了
予
定
で
お
り
、
園
内
の
景
色
が
美
し
く
整
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
手
入
れ
を
欠
か
さ
ず
、
景
観

を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化

し
て
い
く
か
が
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
年
々
庭

園
で
の
従
事
者
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
外
来
種
に
よ
る
被
害
な
ど
、
庭
園
管
理
に
は
様
々

な
側
面
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
賀
大
社
奥
書
院
庭
園

今
年
は
正
月
以
降
三
〇
ｃ
ｍ
ほ
ど
雪
が
積
も
り
、

雨
樋
と
瓦
の
損
傷
が
あ
り
、
近
日
修
理
予
定
で
す
。

善
法
院
庭
園

令
和
六
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
た
、
整
備
基
本
計

画
が
完
了
し
た
た
め
、
文
庭
協
の
会
員
の
皆
様
へ
送

付
し
た
。
本
年
度
よ
り
基
本
設
計
を
開
始
す
る
。

兵
主
神
社
庭
園

神
社
境
内
に
広
が
る
庭
園
の
保
存
修
理
を
、
令
和

七
年
度
よ
り
約
一
〇
年
間
の
予
定
で
進
め
て
お
り
ま

す
。
令
和
五
年
に
策
定
の
「
名
勝
兵
主
神
社
庭
園
保

存
活
用
計
画
書
」
に
も
と
づ
き
、
令
和
七
年
度
に
は

支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
を
行
い
、
令
和
八
年
度
に

は
庭
園
内
の
施
設
の
木
工
事
な
ど
を
手
掛
け
る
予
定

で
す
。
修
理
後
の
公
開
の
あ
り
方
な
ど
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

玄
宮
楽
々
園

令
和
三
年
度
に
護
岸
工
事
が
完
了
し
、
令
和
七
年

度
に
は
庭
橋
の
ひ
と
つ
「
高
橋
」
の
修
理
を
終
え
ま

し
た
。
現
在
は
同
じ
く
庭
橋
で
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
「
龍
臥
橋
」
の
修
理
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
後
は
玄
宮
園
内
の
建
造
物
で
あ
る
臨
池
閣

や
、
楽
々
園
内
の
建
造
物
の
修
理
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

橋
や
建
造
物
の
修
理
に
つ
い
て
、
本
協
議
会
を
通

じ
て
み
な
さ
ま
の
お
知
恵
を
お
借
り
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金
剛
輪
寺
明
壽
院
庭
園

庭
園
内
に
建
つ
土
蔵
（
江
戸
中
期
）
の
半
解
体
修

理
を
、
庭
園
整
備
委
員
会
の
ご
指
導
の
下
、
工
期
二

カ
年
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
七

年
七
月
に
工
事
に
着
手
し
、
令
和
九
年
三
月
の
竣
工

に
向
け
て
、
各
工
程
を
文
化
財
修
理
の
経
験
豊
富
な

職
人
さ
ん
に
よ
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）
庭
園

銀
閣
寺

春
の
特
別
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
期
間
：
令
和
八
年
三
月
二
〇
日
（
金
）
～
令
和
八

年
五
月
六
日
（
水
）

〇
公
開
場
所
：
本
堂
、
国
宝
東
求
堂
、
弄
清
亭
（
ガ

イ
ド
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

〇
ご
案
内
時
間
：
一
〇
：
〇
〇
･
一
一
：
〇
〇
･

一
二
：
〇
〇
･
一
三
：
三
〇
･
一
四
：
三
〇
･

一
五
：
三
〇

定
員
：
毎
回
二
〇
名
様
（
当
日
申
し
込
み
順
）

　
　
　

※
本
堂
前
に
申
込
表
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

所
要
時
間

約
三
〇
分

〇
特
別
拝
観
料
：
一
般
拝
観
料
（
高
校
生
以
上

一
、〇
〇
〇
円
、
小
・
中
学
生
五
〇
〇
円
）
の
他
に

お
一
人
様
二
、
〇
〇
〇
円
（
小
学
生
以
上
）
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※
特
別
記
念
品
付
き

妙
心
寺
庭
園

酷
暑
に
よ
る
影
響
か
、
年
に
二
本
程
度
、
松
が
枯

れ
ま
す
。

玉
鳳
院
庭
園

酷
暑
の
影
響
に
よ
り
杉
苔
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
。

渉
成
園
（
東
本
願
寺
）

二
〇
一
四
年
か
ら
国
庫
補
助
を
得
て
は
じ
ま
っ

た
保
存
修
理
事
業
が
、
本
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
。
庭
園
の
整
備
が
す
す
み
、
二
〇
二
五
年
は
、

約
一
二
万
人
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
来
園
す
る
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
様
々
な
催
し
を
企
画
し
て
い
き
ま

す
。

旧
大
乗
院
庭
園

名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
は
、
室
町
時
代
に
徳
政
一
揆

で
焼
亡
し
た
大
乗
院
を
門
跡
尋
尊
が
復
興
し
た
と
き

に
、
将
軍
足
利
義
政
の
同
朋
と
い
わ
れ
る
善
阿
弥
を

呼
ん
で
改
造
さ
せ
た
も
の
で
す
。
一
九
七
三
年
に
文

化
庁
か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
（
J
N
T
）
が
管
理
団
体
に
指
定
さ
れ
、
荒
廃
し

て
い
た
庭
園
の
発
掘
調
査
や
修
復
整
備
を
積
み
重
ね

平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
一
〇
年
か
ら

一
般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
か
年
計
画
で
国
庫
補
助

事
業
を
実
施
し
、
園
路
整
備
、
樹
木
の
修
復
剪
定
・

移
植
、
土
砂
流
出
に
よ
り
汀
が
後
退
し
た
東
大
池
西

側
護
岸
の
復
旧
の
ほ
か
、
二
五
年
ぶ
り
に
中
島
反
橋

の
架
け
替
え
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ

り
、
庭
園
全
体
を
回
遊
し
な
が
ら
快
適
に
観
賞
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

奈
良
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
名
勝
旧
大
乗
院
庭

園
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

依
水
園

園
内
に
あ
る
氷
心
亭
（
ひ
ょ
う
し
ん
て
い
）
の

茅
屋
根
の
葺
き
替
え
を
昨
年
か
ら
二
か
年
に
わ
た
り

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
工
事
中
で
今
秋
完
成
予
定
で

す
。
ま
た
名
勝
依
水
園
保
存
活
用
計
画
も
完
了
し
、

計
画
書
に
沿
っ
た
事
業
計
画
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

奈
良
公
園

奈
良
公
園
は
一
八
八
〇
年
二
月
一
四
日
に
開
設
、

一
九
二
二
年
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
文
化
財
と
し

て
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
に

は
、
東
大
寺
や
興
福
寺
、
春
日
山
原
始
林
な
ど
が
世

界
遺
産
「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
広
く

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
吉
城
園
周
辺
の
土
塀
の
修
景
等
に
よ

る
名
勝
の
価
値
向
上
、
公
園
内
の
休
憩
所
の
更
新
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
危
険
木
の
処
理
等
、
来
園
者
の

方
々
が
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

天
徳
院
庭
園

で
き
る
だ
け
元
の
景
観
を
守
る
よ
う
に
剪
定
・
手

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
鹿
・
猪
が
人
里
へ
降
り
て
く
る
事
が
増
え
、

被
害
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

天
徳
院
庭
園
は
馬
酔
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
お
陰

か
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
裏
山
は
新
芽
を
食
べ
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
城
西
之
丸
庭
園

名
勝
和
歌
山
城
西
之
丸
庭
園
で
は
、
令
和
五
年
度

に
「
名
勝
和
歌
山
城
西
之
丸
庭
園
保
存
活
用
計
画
」

を
策
定
し
て
以
降
、
計
画
の
中
身
に
沿
っ
て
庭
園
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
は
昭
和
四
八

年
（
一
九
七
三
）
に
復
元
さ
れ
た
釣
殿
風
の
鳶
魚
閣

の
老
朽
化
が
目
立
っ
て
い
た
事
か
ら
、
修
理
工
場
に

向
け
て
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
庭
園

内
の
景
観
向
上
を
目
的
と
し
た
樹
木
の
剪
定
等
も
令
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和
六
年
度
か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
各
視
点

場
か
ら
の
景
観
が
向
上
し
ま
し
た
。

観
音
院
庭
園

お
か
げ
さ
ま
で
、
令
和
七
年
度
の
保
存
修
理
事
業

も
無
事
に
終
了
し
、
次
年
度
以
降
も
継
続
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
美
し
い
庭
園
を
最
良

の
形
で
未
来
へ
引
き
継
げ
る
よ
う
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す

小
川
氏
庭
園

環
翠
園
（
令
和
三
年
一
一
月
開
園
）
の
昨
年
度
の

来
園
者
は
、
鳥
取
県
立
美
術
館
の
開
館
（
三
月
二
九

日
）
や
「
第
六
二
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

総
会
（
七
月
三
、
四
日
）
の
開
催
（
参
加
者
一
〇
九
名
）
、

さ
ら
に
は
映
画
「
遥
か
な
街
へ
」
の
ロ
ケ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
外
、
県
外
者
が
三

〇
九
人
（
フ
ラ
ン
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
の
外
国
人

三
三
名
）
と
全
体
の
約
四
割
に
上
り
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
七
月
に
見
学
頂
き
ま
し
た
小
川
氏
住

宅
及
び
庭
園
は
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
リ
ト
リ
ー
ト
宿
「
風

の
倉
吉
」
と
し
て
七
月
一
七
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

財
間
氏
庭
園

昨
年
の
総
会
（
倉
吉
市
）
で
拙
宅
に
あ
る
ち
じ
れ

松
の
事
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
ご
存
知
の
方
が
お
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
特
別
な
松
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
上
原
敬
二
著
の
「
樹
木
図
説
」
に
黒
松
の
一
変

種
で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と

は
他
の
地
域
に
も
生
育
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
説
に
は
ク
ロ
セ
ン
モ
ウ
シ
ョ
ウ
（
黒
旋
毛
松
）

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
後
楽
園

令
和
八
年
度
は
、
文
化
財
庭
園
に
相
応
し
い
景
観

を
維
持
す
る
た
め
、
杮
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
（
工

事
見
学
会
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
）
な
ど
亭
舎
の
保

存
整
備
や
防
火
対
策
を
進
め
る
な
ど
、
文
化
財
の
保

存
と
来
園
者
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
に
訪
れ
る

外
国
人
客
に
も
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
夜
間
特

別
開
園
「
幻
想
庭
園
」
の
英
語
版
チ
ラ
シ
の
配
布
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
等
に
よ
り
、
誘
客
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

浄
土
寺
庭
園

昨
秋
、
茶
室
の
改
修
に
伴
っ
て
庭
園
の
改
修
を
行

い
ま
し
た
。
周
辺
樹
木
の
伐
採
並
び
に
池
の
修
復
、

苔
の
一
部
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
植
え
ら

れ
た
苔
に
つ
い
て
は
定
着
し
つ
つ
あ
り
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

栗
林
公
園

栗
林
公
園
は
、
昨
年
三
月
に
県
立
公
園
と
し
て
の

一
般
公
開
か
ら
一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

園
内
す
べ
て
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
完
了
し
、
観

光
客
の
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
し
た
ほ
か
、
一
〇
月

に
は
薪
能
を
開
催
す
る
な
ど
、
夜
型
観
光
や
国
内
外

か
ら
の
入
園
者
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
掬
月
亭
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
の

保
存
修
理
、
老
齢
化
し
た
樹
木
の
樹
勢
回
復
、
危
険

木
対
策
な
ど
、
特
別
名
勝
の
景
観
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

臥
龍
山
荘
庭
園

令
和
五
年
度
に
策
定
し
た
名
勝
臥
龍
山
荘
庭
園

保
存
活
用
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
度
は
潜
り
門

の
「
路
次
門
（
ろ
じ
も
ん
）
」
の
修
理
や
灯
籠
等
石

造
物
の
修
理
な
ど
の
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
庭
園
内
に
所
在
す
る
重
要
文
化
財
建
造
物
「
不
老

庵
（
ふ
ろ
う
あ
ん
）
」
で
は
茅
葺
き
屋
根
の
差
し
茅

修
理
を
実
施
し
ま
し
た
。
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一
方
で
、
近
年
の
来
園
者
の
増
加
に
伴
い
踏
圧
に

よ
る
苔
の
ダ
メ
ー
ジ
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
庭
園
管

理
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
処
法
等

ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

水
前
寺
成
趣
園

平
成
八
年
以
来
、
三
〇
年
ぶ
り
に
入
園
料
金
の
改

定
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
八
年
四
月
一
日
～

一
六
歳
以
上

四
〇
〇
円
→
五
〇
〇
円

一
五
歳
以
下

二
〇
〇
円

据
え
置
き

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
庭
園
管
理
の
充
実
、
神
社
運

営
の
適
切
な
管
理
に
努
め
て
参
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

仙
巌
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

令
和
六
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
な
が
ら

行
っ
て
い
た
望
嶽
楼
と
錫
門
の
保
存
修
理
事
業
が
終

了
し
、
引
き
続
き
二
番
蔵
・
三
番
蔵
等
の
整
備
に
取

り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
三
月
に
開
業
し
た
J
R
日
豊
本
線
の
仙
巌

園
駅
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
七
分
と
い
う
利
便
性

の
高
さ
か
ら
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

仙
巌
園
の
み
な
ら
ず
、
磯
地
区
全
体
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
四
月
か
ら
、
入
場
券
購
入
や
園
内
音
声

ガ
イ
ド
、
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
機
能
が

ご
利
用
い
た
だ
け
る
仙
巌
園
公
式
ア
プ
リ
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
名
勝
仙
巌
園
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

旧
島
津
氏
玉
里
邸
庭
園

昨
年
度
は
近
隣
の
高
校
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト

ポ
ス
タ
ー
作
成
や
庭
園
ガ
イ
ド
に
協
力
を
頂
い
た
結

果
、
若
年
層
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

国
補
助
事
業
は
四
年
目
と
な
り
、
枯
れ
た
イ
ヌ
マ

キ
の
伐
採
が
一
段
落
し
ま
し
た
。
今
後
は
園
路
復
旧

に
取
り
組
み
つ
つ
、
新
た
な
指
定
管
理
者
の
も
と
、

植
栽
管
理
や
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

石
垣
氏
庭
園

二
〇
二
一
年
に
東
側
の
副
木
の
剪
定
を
行
い
ま

し
た
。
二
〇
二
六
年
二
月
に
北
東
側
の
高
木
と
な
っ

た
副
木
の
剪
定
を
行
っ
た
の
で
、
高
さ
が
揃
い
す
っ

き
り
と
落
ち
着
き
の
あ
る
景
観
と
な
り
ま
し
た
。
三

月
一
日
に
石
垣
市
の
企
画
で
「
石
垣
市
の
文
化
財
め

ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
当
庭
園
に
三
五
名
の
方
が
拝

観
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
二
〇
日
に
蘇
鉄
の
古

い
葉
の
下
枝
を
剪
定
し
ま
し
た
。
新
芽
の
葉
が
広
が

り
き
れ
い
で
す
。
ま
た
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
台

風
の
後
は
、
落
ち
葉
の
片
づ
け
に
お
わ
れ
汗
だ
く
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
美
し
い
景
観
の
庭
園
を
、
次
の

世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

太
田
家
住
宅
「
太
幸
邸
」
庭
園

今
回
の
第
六
三
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議

会
総
会
が
、
平
泉
で
開
催
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
真
っ
先
に
駆
け
付
け
た
い
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
地
震
で
自
宅
の
「
太
田

家
住
宅
」
が
大
規
模
半
壊
と
な
り
、
現
在
も
ア
メ
リ

カ
に
て
震
災
避
難
生
活
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
数
年
、
主
屋
を
始
め
、
建
物
の
震
災
復
旧
修
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
数
年
は
か
か
り
そ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
。
庭
園
内
の
松
、
杉
な
ど
が
た
い
へ

ん
大
き
く
な
り
、
ま
た
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い

の
で
、
枯
れ
る
な
ど
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
岩
手

県
よ
り
庭
園
内
の
樹
木
の
伐
採
も
修
理
事
業
の
一
環

と
し
て
行
な
い
た
い
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
年
担
当
し
て
く
れ
て
お
り
ま
し
た
教
育
委
員
会
文

化
課
の
大
沢
氏
が
人
事
異
動
す
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
も
あ
り
、
も
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
毛
越
寺
に
い

ら
し
た
折
に
是
非
、
「
太
田
家
住
宅
庭
園
」
に
お
立

ち
寄
り
戴
き
、
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、
ご
指
導
を

賜
れ
れ
ば
、
大
変
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
建
物

が
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
庭
園
の
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手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。
そ

の
折
に
は
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
震
災
避
難
生
活
を
継
続
中
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
貴
会
の
行
事
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

が
、
総
会
の
盛
会
と
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
会
員

の
方
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
を
お
与
え
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
岩
手
県
及
び
奥
州
市
の
担
当

者
に
連
絡
を
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、

ご
一
報
下
さ
い
ま
せ
。

髙
橋
裕
一

昨
年
一
〇
月
「
上
野
公
園
の
歴
史
と
文
化
」
を
自

主
製
作
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
は
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
庭
園
を
見
学
し
ま
し

た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。

高
橋
康
夫

京
都
藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
及
び
各
種
団
体
の

研
修
・
公
開
講
座
の
講
師
と
し
て
、
日
本
庭
園
の
歴

史
・
魅
力
・
文
化
財
的
価
値
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し

て
い
ま
す
。

庭
屋
一
如
研
究
会

庭
屋
一
如
研
究
会
は
日
本
庭
園
・
和
風
建
築
の

「
愛
好
者
を
ふ
や
す
・
後
世
に
の
こ
す
・
次
世
代
に

つ
た
え
る
」
こ
と
を
目
的
に

二
〇
一
五
年
に
発
足

し
、
本
年
で
活
動
一
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
は
主
と
し
て
三
つ
の
分
野
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
．
日
本
庭
園
・
和
風
建
築
の
鑑
賞
法
講
座
開
催

日
本
の
伝
統
文
化
を
踏
ま
え
、
建
物
と
庭
園
を
一

体
の
も
の
と
し
て
味
わ
う
鑑
賞
法
を
学
ぶ
実
地
講
座

を
、
新
潟
、
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
、
京
都
、
志
賀
、

奈
良
で
開
催
し
、
累
計
五
七
〇
回
を
超
え
ま
し
た
。

二
．
文
化
観
光
企
画
の
立
ち
上
げ

『
地
域
の
宝
に
か
が
や
き
を
！
』
を
提
唱
。
日
本

庭
園
・
和
風
建
築
を
核
と
す
る
文
化
観
光
企
画
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。
主
な
企
画
に
『
に
い
が
た
庭
園

街
道
』
、
『
上
越
名
家
一
斉
公
開
』
が
あ
り
ま
す
。

三
．
ガ
イ
ド
養
成
講
座
開
催

文
化
観
光
の
満
足
度
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
を
三
〇
施
設
以
上
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

白
鳥
庭
園

令
和
八
年
四
月
、
白
鳥
庭
園
は
開
園
三
五
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

白
鳥
庭
園
は
、
世
界
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
を
契
機
に

本
格
的
な
日
本
庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
平
成
三
年

に
開
園
い
た
し
ま
し
た
。
か
つ
て
貯
木
場
や
御
船
蔵

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
地
に
、
御
嶽
山
を
源

と
す
る
木
曽
川
の
流
れ
か
ら
伊
勢
湾
へ
と
続
く
、
壮

大
な
水
の
景
色
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
庭
園
に
は
、
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る

自
然
の
姿
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
匠
た
ち
の
熱

き
想
い
が
息
づ
き
、
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
と
と
も

に
育
ま
れ
て
き
た
文
化
や
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。開

園
三
五
周
年
を
迎
え
る
本
年
は
、
美
術
作
家
・

ふ
る
か
は
ひ
で
た
か
氏
の
「
街
を
読
み
解
く
力
」
を

お
借
り
し
、
白
鳥
庭
園
が
こ
の
地
に
開
か
れ
た
意
味
、

さ
ら
に
は
未
来
へ
の
指
針
を
探
る
展
覧
会
を
一
一
月

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

植
彌
加
藤
造
園
株
式
会
社

【
無
鄰
菴
】

［
保
存
］

東
山
の
借
景
や
、
池
よ
り
も
流
れ
を
重
視
し
た
施

主
・
山
縣
有
朋
の
作
庭
意
図
を
尊
重
し
、
継
続
的
な

育
成
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
に
修
理

工
事
を
行
っ
た
滝
流
れ
で
は
、
古
写
真
等
を
参
考
に

往
時
の
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、
滝
壺
下
流
部
護
岸
の

水
生
植
物
や
苔
を
整
理
し
、
石
組
が
あ
ら
わ
に
見
え

る
よ
う
に
す
る
修
景
を
行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
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取
水
口
か
ら
滝
壺
、
流
れ
に
か
け
て
泥
や
落
ち
葉
、

藻
の
除
去
な
ど
の
日
常
的
な
手
入
れ
を
継
続
し
、
流

れ
の
景
観
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
建
物
で
は
、
京

都
市
に
よ
る
耐
震
改
修
等
を
含
め
た
本
格
修
理
事
業

に
向
け
た
協
議
・
準
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
八
年

度
終
盤
以
降
の
工
事
開
始
を
見
据
え
る
な
か
、
受
付

室
床
下
の
蟻
害
に
伴
う
床
沈
下
へ
の
対
応
、
茶
室
吊

り
雨
戸
の
補
強
、
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

［
活
用
］

定
員
制
・
予
約
優
先
入
場
や
繁
忙
日
料
金
制
度
を

継
続
し
、
保
存
と
活
用
の
両
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
無
料
ガ
イ
ド
や
情
報
発
信
も
継
続
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
需
要
予
測
に
基
づ
く
料
金
・
定

員
・
導
線
設
計
等
の
取
組
は
、
文
化
庁
「
文
化
財
保

護
の
た
め
の
資
金
調
達
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
二
〇
二
六
年

度
版
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
無
鄰
菴
で
は
、
利

用
料
金
制
度
の
も
と
運
営
に
対
す
る
補
助
金
等
の
支

給
が
な
い
な
か
で
、
需
要
予
測
に
基
づ
く
料
金
・
定

員
・
導
線
設
計
や
変
動
料
金
制
の
導
入
等
に
よ
り
、

単
年
度
黒
字
収
支
を
達
成
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
對
龍
山
荘
】

［
活
用
］

一
般
公
開
開
始
か
ら
二
年
目
を
迎
え
、
季
節
を
通

じ
て
庭
園
を
楽
し
め
る
場
と
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
の
来

場
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
季
の

閑
散
期
対
策
と
し
て
、
春
季
来
場
者
に
夏
割
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
、
再
来
訪
を
促
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、

南
禅
寺
界
隈
の
回
遊
促
進
を
目
的
に
、
無
鄰
菴
と
の

連
携
割
引
企
画
を
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

正
善
院
庭
園

雪
害
に
よ
り
、
庭
園
の
池
の
囲
い
部
分
が
破
損

し
、
茅
屋
根
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。
毎
年
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
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文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
則

第
一
章　
　

総

則

　
　

（
名
称
）

第
一
条

本
会
は
、
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

と
い
う
。

　
　

（
目
的
）

第
二
条

本
会
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
文
化

財
に
指
定
又
は
登
録
さ
れ
た
庭
園
若
し
く
は
公
園

（
以
下
「
指
定
庭
園
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
若
し

く
は
管
理
者
並
び
に
そ
れ
ら
が
所
在
す
る
地
方
公

共
団
体
の
教
育
委
員
会
（
以
下
「
管
理
者
等
」
と

い
う
。
）
相
互
間
の
密
接
な
連
絡
を
保
ち
指
定
庭

園
の
普
及
宣
揚
及
び
保
存
管
理
に
万
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

（
事
業
）

第
三
条

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一

指
定
庭
園
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見

の
発
表
を
行
い
又
は
関
係
行
政
機
関
に
建
議
す
る

こ
と
。

二

指
定
庭
園
の
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に

こ
れ
ら
に
関
す
る
指
導
及
び
援
助
を
行
う
こ
と
。

三

管
理
者
等
相
互
の
連
絡
、
情
報
及
び
出
版
物
の

交
換
を
行
う
こ
と
。

四

研
究
会
、
協
議
会
、
講
演
等
の
集
会
を
行
う
こ

と
。

五

展
覧
会
の
開
催
及
び
こ
れ
に
対
す
る
援
助
を
行

う
こ
と
。

六

会
報
、
そ
の
他
の
印
刷
物
を
刊
行
す
る
こ
と
。

七

そ
の
他
、
適
当
と
認
め
た
事
業

２

公
開
講
演
等
に
は
会
員
以
外
の
も
の
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

（
事
務
所
）

第
四
条

本
会
は
、
事
務
局
を
東
京
都
庁
に
お
く
。

た
だ
し
本
会
支
部
は
、
理
事
会
ま
た
は
総
会
の
決

議
を
得
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章　
　

会

員

　
　

（
会
員
の
種
類
）

第
五
条

本
会
の
会
員
は
次
の
二
種
と
す
る
。

一

正
会
員

管
理
者
等

二

賛
助
会
員

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
及

び
団
体
で
理
事
会
の
承
認
を
得
た
も
の
。

　
　

（
会
費
）

第
六
条

会
員
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
会

費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

２

既
納
の
会
費
は
、
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

こ
れ
を
返
納
し
な
い
。

　
　

（
入
会
申
込
）

第
七
条

入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
入
会
申
込
書

に
会
費
を
添
え
て
申
し
込
む
も
の
と
す
る
。

　
　

（
資
格
の
消
滅
）

第
八
条

会
員
の
資
格
は
、
次
の
事
由
に
よ
っ
て
消

滅
す
る
。

一

退
会
の
届
出

二

総
会
に
お
け
る
除
名
の
決
議

第
三
章　
　

役
員
、
職
員
及
び
顧
問

　
　

（
役
員
の
種
類
）

第
九
条

本
会
に
、
次
の
役
員
を
お
く
。

会　
　

長　
　

一

名

副

会

長　
　

一

名

常
任
理
事　
　

若
干
名

理　
　

事　
　

若
干
名

監　
　

事　
　

二

名

　
　

（
役
員
の
選
出
）

第
十
条

会
長
、
副
会
長
は
、
総
会
に
お
い
て
推
挙

す
る
。

２

常
任
理
事
は
理
事
の
中
か
ら
理
事
会
に
お
い
て

選
任
す
る
。

３

理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
に
お
い
て
会
員
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

（
役
員
の
任
務
）

第
十
一
条

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総

理
す
る
。

２

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ

る
時
は
会
長
の
職
を
代
行
す
る
。
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３

常
任
理
事
は
理
事
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
常

任
事
務
を
処
理
す
る
。

４

理
事
は
、
本
会
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

５

監
事
は
会
務
を
監
査
す
る
。

　
　

（
役
員
の
任
期
）

第
十
二
条

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
再
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

補
欠
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
役
員
の
任
期
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３

役
員
は
任
期
終
了
後
で
も
後
任
者
が
決
ま
る
ま

で
は
引
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

（
職
員
）

第
十
三
条

本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
必
要
な

職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

職
員
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

　
　

（
名
誉
会
長
及
び
顧
問
）

第
十
四
条

名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
長
の
諮
問

に
応
じ
又
は
、
会
長
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
章　
　

会

議

　
　

（
総
会
の
招
集
）

第
十
五
条

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
会

長
が
招
集
す
る
。

２

通
常
総
会
は
毎
年
一
回
開
く
。

３

次
の
場
合
は
臨
時
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
。

二

会
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
者
が
議
題
と
理

由
を
示
し
て
要
求
し
た
と
き
。

４

総
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
少
な
く

と
も
会
期
の
二
週
間
前
に
議
題
を
示
し
て
、
書
面

で
会
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

（
総
会
提
出
事
項
）

第
十
六
条

通
常
総
会
に
は
、
次
の
事
項
を
提
出
し

て
承
認
及
び
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

会
務
報
告

二

前
年
度
収
支
決
算
報
告

三

新
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

四

規
約
の
変
更

　
　

（
総
会
の
議
長
）

第
十
七
条

総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
こ
れ
に
当
る
。

　
　

（
総
会
の
定
数
及
び
議
決
）

第
十
八
条

総
会
は
、
会
員
総
数
の
二
分
の
一
以
上

の
出
席
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過

半
数
を
も
っ
て
決
議
す
る
。

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　
　

（
総
会
表
決
権
の
委
任
）

第
十
九
条

会
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
書
面
を
も
っ
て
、

総
会
に
お
け
る
表
決
権
の
行
使
を
他
の
出
席
委
員

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
委
任
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
出
席

者
と
み
な
す
。

　
　

（
総
会
の
議
事
録
）

第
二
十
条

総
会
の
議
事
録
に
は
、
開
会
の
日
時
、

場
所
、
会
員
の
総
数
、
会
員
の
出
席
数
、
付
議
事

項
、
議
事
経
過
の
概
要
そ
の
結
果
及
び
表
決
数
を

記
録
し
、
議
長
指
名
の
出
席
会
員
二
名
が
署
名
押

印
し
て
保
存
す
る
。

　
　

（
理
事
会
の
招
集
）

第
二
十
一
条

理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
任

理
事
、
及
び
理
事
を
も
っ
て
構
成
し
、
随
時
必
要

な
と
き
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。

　
　

（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

第
二
十
二
条

理
事
会
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一

総
会
へ
の
提
出
事
項

二

そ
の
他
事
業
遂
行
に
必
要
な
事
項

　
　

（
理
事
会
の
定
数
及
び
決
議
等
）

第
二
十
三
条

第
十
七
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規

程
を
理
事
会
に
準
用
す
る
。

第
五
条　
　

会

計

　
　

（
経
費
）

第
二
十
四
条

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
附
金
、

そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

　
　

（
財
産
の
管
理
）
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第
二
十
五
条

本
会
の
財
産
は
、
理
事
会
の
定
め
た

方
法
に
よ
り
、
会
長
が
こ
れ
を
管
理
す
る
。

　
　

（
会
計
年
度
）

第
二
十
六
条

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一

日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

付
則

　
　

（
施
行
期
日
）

第
二
十
七
条

こ
の
会
則
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
一

月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

（
会
費
の
額
）

第
二
十
八
条

第
六
条
に
よ
る
会
費
の
額
を
次
の
と

お
り
定
め
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
す

る
。

一

正

会

員

年
額

一
〇
、
〇
〇
〇
円

二

賛
助
会
員

年
額

一
五
、
〇
〇
〇
円

　
　

（
但
し
指
定
庭
園
一
ヶ
所
並
び
に
一
団
体
に
つ

き
）

改
正

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
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運
営
委
員
会
規
則

第
一
条
（
目
的
）
こ
の
規
則
は
、
文
化
財
指
定
庭
園

保
護
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
と
い
う
）
の
会

則
第
二
条
の
目
的
お
よ
び
第
三
条
の
事
業
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
理
事
会
の
も
と
に
運
営
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

第
二
条
（
委
員
）
運
営
委
員
会
委
員
（
以
下
、
委
員

と
い
う
）
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
三
条
（
会
議
）
運
営
委
員
会
の
会
議
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
会
長
が
召
集
す
る
。

　
　

二
．
会
議
は
、
委
員
の
半
数
以
上
の
出
席
を
原

則
と
す
る
。

　
　

三
．
会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
に
、
委
員

以
外
の
専
門
家
を
参
考
人
と
し
て
、
会
議

へ
の
出
席
を
招
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

四
．
会
議
の
結
果
、
議
決
さ
れ
た
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
議
を
得
て
実
行

す
る
。

第
四
条
（
任
務
）
運
営
委
員
会
は
、
第
一
条
の
目
的

に
合
わ
せ
て
、
会
務
運
営
の
た
め
の
情
報
収
集
、

調
査
研
究
、
企
画
の
検
討
・
立
案
・
実
施
の
実

働
体
制
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の

一
部
を
実
践
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

第
五
条
（
議
事
録
）
会
議
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
そ

の
経
過
お
よ
び
結
果
の
概
要
を
記
録
し
た
議
事

録
を
作
成
す
る
。

第
六
条
（
委
員
会
の
事
務
）
委
員
会
の
事
務
は
、
協

議
会
の
事
務
局
に
置
く
。

第
七
条
（
改
廃
）
こ
の
規
則
の
改
廃
は
、
理
事
会
の

議
決
を
経
て
行
う
。

附　
　

則

第
八
条
（
施
行
）
こ
の
規
則
は
、
二
〇
一
四
年
（
平

成
二
六
）
年
六
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
平

成
二
六
年
六
月
五
日
理
事
会
議
決
）

運
営
委
員
会
委
員

理
事
会
：
亀
山

章
（
会
長
）
、
藤
里
明
久
（
副
会
長
、

毛
越
寺
）

民
間
所
有
者
・
管
理
者
：
諸
戸
公
子
（
諸
戸
財
団
）
、

藤
井

清
（
養
翠
園
）

公
共
の
管
理
者
：
（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
文
化

財
庭
園
課

学
識
者
お
よ
び
技
術
支
援
者
：
吉
村
龍
二
（
文
化
財

庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
）

事
務
局
：
東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
管
理
課
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理 事 会 名 簿

役 職 名 会   員   名 都道府県

会  長   亀 山 章

副 会 長   毛越寺庭園 岩 手 県

常任理事   東京都建設局公園緑地部

・旧浜離宮庭園 ・旧芝離宮庭園 ・六義園 ・小石川後楽園

・向島百花園 ・旧古河氏庭園 ・殿ヶ谷戸庭園(随冝園)

東 京 都

〃   二条城二の丸庭園 ・京都市文化市民局 京 都 府

理  事   会津松平氏庭園御薬園

・会津若松市教育委員会 ・(一財)会津若松観光ビューロー
福 島 県

〃   偕楽園  ・茨城県 茨 城 県

〃   兼六園  ・石川県 石 川 県

〃   大沢池(附)名古曽滝跡  ・大本山大覚寺 京 都 府

〃   奈良公園  ・奈良県 奈 良 県

〃   岡山後楽園  ・岡山県 岡 山 県

〃   縮景園  ・広島県 広 島 県

〃   栗林公園  ・香川県 香 川 県

監  事   養翠園   和歌山県

〃 仙巌園(附)花倉御仮屋庭園  ・株式会社島津興業 鹿児島県

歴代会長の履歴

初代 飯沼 一省 昭和 36年度（第１回） ～  昭和 56年度（第 20回）

第２代 吉川 需 昭和 57年度（第 21回） ～  平成 7年度（第 34回）

第３代 北村 信正 平成 ８ 年度（第 35回） ～ 平成 12年度（第 39回）

第４代 樋渡 達也 平成 13年度（第 40回） ～ 平成 21年度（第 47回）

第５代 亀山 章 平成 22年度（第 48回） ～
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

【
東
北
地
方
】

盛
美
園

〇
三
六
―
〇
二
四
二

青
森
県

平
川
市
猿
賀
石
林
一

盛
美
園

〇
一
七
二
―
五
七
―
二
〇
二
〇

瑞
楽
園

〇
三
六
―
八
三
八
四

青
森
県

弘
前
市
大
字
宮
舘
字
宮
舘
沢
二
六
―
二

弘
前
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

〇
一
七
二
―
八
二
―
一
六
四
二

揚
亀
園

〇
三
六
―
八
三
三
二

青
森
県

弘
前
市
大
字
亀
甲
町
六
一

（
株
）
青
森
県
特
産
品
セ
ン
タ
ー

〇
一
七
二
―
三
九
―
一
五
一
一

丹
藤
氏
庭
園
（
旧
三
上
氏
庭
園
）

〇
三
六
―
一
三
〇
三

青
森
県

弘
前
市
大
字
葛
原
字
大
柳
二
〇
―
一

丹
藤
進

〇
一
七
二
―
八
八
―
〇
〇
四
六

旧
池
田
氏
庭
園

〇
一
四
―
〇
八
〇
五

秋
田
県

大
仙
市
高
梨
字
大
嶋
一

大
仙
市
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

〇
一
八
七
―
六
三
―
八
九
七
二

旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園

〇
一
〇
―
〇
八
三
四

秋
田
県

秋
田
市
旭
川
南
町
二
―
七
三

秋
田
市
立
佐
竹
史
料
館

〇
一
八
―
八
三
二
―
七
八
九
二

毛
越
寺
庭
園

〇
二
九
―
四
一
〇
二

岩
手
県

西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
大
沢
五
八

（
宗
）
毛
越
寺

〇
一
九
一
―
四
六
―
二
三
三
一

玉
川
寺
庭
園

九
九
七
―
〇
一
二
一

山
形
県

鶴
岡
市
羽
黒
町
玉
川
三
五

玉
川
寺

〇
二
三
五
―
六
二
―
二
七
四
六

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
）

九
九
八
―
〇
〇
二
四

山
形
県

酒
田
市
御
成
町
七
―
七

（
公
財
）
本
間
美
術
館

〇
二
三
四
―
二
四
―
四
三
一
一

南
湖
公
園

九
六
一
―
〇
八
一
二

福
島
県

白
河
市
南
湖
一
―
一

白
河
市
建
設
部
文
化
財
課

〇
二
四
八
―
二
七
―
二
三
一
〇

会
津
松
平
氏
庭
園
御
薬
園

九
六
五
―
〇
八
〇
四

福
島
県

会
津
若
松
市
花
春
町
八
―
一

（
一
財
）
会
津
若
松
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

〇
二
四
二
―
二
七
―
二
四
七
二

【
関
東
地
方
】

偕
楽
園

三
一
〇
―
〇
〇
三
三

茨
城
県

水
戸
市
常
磐
町
一
―
三
―
三

茨
城
県
水
戸
土
木
事
務
所
偕
楽
園
公
園
課

〇
二
九
―
二
四
四
―
五
四
五
四

西
山
御
殿
跡
（
西
山
荘
）

三
一
三
―
〇
〇
〇
七

茨
城
県

常
陸
太
田
市
新
宿
町
五
九
〇

（
公
財
）
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〇
三
―
三
七
〇
四
―
五
一
八
八

小
石
川
後
楽
園

一
一
二
―
〇
〇
〇
四

東
京
都

文
京
区
後
楽
一
―
六
―
六

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
八
一
一
―
三
〇
一
五

六
義
園

一
一
三
―
〇
〇
二
一

東
京
都

文
京
区
本
駒
込
六
―
一
六
―
三

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
九
四
一
―
二
二
二
二

旧
浜
離
宮
庭
園

一
〇
四
―
〇
〇
四
六

東
京
都

中
央
区
浜
離
宮
庭
園
一
―
一

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
五
四
一
―
〇
二
〇
〇

旧
芝
離
宮
庭
園

一
〇
五
―
〇
〇
二
二

東
京
都

港
区
海
岸
一
―
四

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
四
三
四
―
四
〇
二
九

向
島
百
花
園

一
三
一
―
〇
〇
三
二

東
京
都

墨
田
区
東
向
島
三
―
一
八
―
三

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
六
一
一
―
八
七
〇
五

旧
古
河
氏
庭
園

一
一
四
―
〇
〇
二
四

東
京
都

北
区
西
ヶ
原
一
―
二
七
―
三
九

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
九
一
〇
―
〇
三
九
四

殿
ヶ
谷
戸
庭
園

一
八
五
―
〇
〇
二
一

東
京
都

国
分
寺
市
南
町
二
―
一
六

東
京
都
建
設
局

〇
四
二
―
三
二
四
―
七
九
九
一

旧
朝
倉
文
夫
氏
庭
園

一
一
〇
―
〇
〇
〇
一

東
京
都

台
東
区
谷
中
七
―
一
八
―
一
〇

台
東
区
文
化
産
業
観
光
部
文
化
振
興
課

〇
三
―
三
八
二
一
―
四
五
四
九

瑞
泉
寺
庭
園

二
四
八
―
〇
〇
〇
二

神
奈
川
県

鎌
倉
市
二
階
堂
七
一
〇

（
宗
）
瑞
泉
寺

〇
四
六
七
―
二
二
―
一
一
九
一

建
長
寺
庭
園

二
四
七
―
八
五
二
五

神
奈
川
県

鎌
倉
市
山
ノ
内
八

（
宗
）
建
長
寺

〇
四
六
七
―
二
二
―
〇
九
八
一

円
覚
寺
庭
園

二
四
七
―
八
五
〇
三

神
奈
川
県

鎌
倉
市
山
ノ
内
四
〇
九

（
宗
）
円
覚
寺

〇
四
六
七
―
二
二
―
〇
四
七
八

三
溪
園

二
三
一
―
〇
八
二
四

神
奈
川
県

横
浜
市
中
区
本
牧
三
之
谷
五
八
―
一

（
公
財
）
三
溪
園
保
勝
会

〇
四
五
―
六
二
一
―
〇
六
三
五

神
仙
郷

二
五
〇
―
〇
四
〇
八

神
奈
川
県

足
柄
下
郡
箱
根
町
強
羅
一
三
〇
〇

（
宗
）
世
界
救
世
教

〇
五
五
七
―
八
四
―
二
一
六
一

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
員
及
び
賛
助
会
員
名
簿
一
覧
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在



庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

【
中
部
地
方
】

貞
観
園

九
四
五
―
一
五
〇
二

新
潟
県

柏
崎
市
高
柳
町
岡
野
町
五
九
三

（
公
財
）
貞
観
園
保
存
会

〇
二
五
七
―
四
一
―
二
一
〇
〇

渡
辺
氏
庭
園

九
五
九
―
三
二
六
五

新
潟
県

岩
船
郡
関
川
村
大
字
下
関
九
〇
四

（
公
財
）
重
要
文
化
財
渡
邉
家
保
存
会

〇
二
五
四
―
六
四
―
一
〇
〇
二

旧
新
発
田
藩
下
屋
敷
（
清
水
谷
御
殿
）
庭
園

九
五
七
―
〇
〇
五
六

新
潟
県

新
発
田
市
大
栄
町
七
―
九
―
三
二

（
一
財
）
北
方
文
化
博
物
館

〇
二
五
―
三
八
五
―
二
〇
〇
一

旧
石
崎
氏
庭
園
（
石
泉
荘
庭
園
）

九
五
七
―
〇
〇
五
五

新
潟
県

新
発
田
市
諏
訪
町
三
―
一
一
―
二
一

（
株
）
フ
ォ
リ
オ

〇
二
五
四
―
二
四
―
五
一
三
一

兼
六
園

九
二
〇
―
〇
九
三
六

石
川
県

金
沢
市
兼
六
町
一

石
川
県
金
沢
城
・
兼
六
園
管
理
事
務
所

〇
七
六
―
二
二
一
―
五
五
〇
八

成
巽
閣
庭
園

九
二
〇
―
〇
九
三
六

石
川
県

金
沢
市
兼
六
町
一
番
二
号

（
公
財
）
成
巽
閣

〇
七
六
―
二
二
一
―
〇
五
八
〇

那
谷
寺
庫
裡
庭
園

九
二
三
―
〇
三
三
六

石
川
県

小
松
市
那
谷
町
ユ
一
二
二

（
宗
）
那
谷
寺

〇
七
六
一
―
六
五
―
二
一
一
一

伊
藤
氏
庭
園

九
一
九
―
〇
一
一
三

福
井
県

南
条
郡
南
越
前
町
瀬
戸
二
九
―
二

南
越
前
町
教
育
委
員
会
事
務
局

〇
七
七
八
―
四
七
―
八
〇
〇
五

城
福
寺
庭
園

九
一
五
―
〇
〇
二
六

福
井
県

越
前
市
五
分
市
町
一
一
―
二
六

城
福
寺

〇
七
七
八
―
二
七
―
一
七
七
三

梅
田
氏
庭
園

九
一
〇
―
二
五
〇
三

福
井
県

今
立
郡
池
田
町
谷
口
三
三
―
八
―
一

梅
田
氏
庭
園

〇
七
七
八
―
四
四
―
六
一
〇
六

瀧
谷
寺
庭
園

九
一
三
―
〇
〇
五
四

福
井
県

坂
井
市
三
国
町
滝
谷
一
―
七
―
一
五

（
宗
）
瀧
谷
寺

〇
七
七
六
―
八
二
―
〇
二
一
六

西
福
寺
書
院
庭
園

九
一
四
―
〇
八
二
四

福
井
県

敦
賀
市
原
一
三
―
七
―
一

（
宗
）
西
福
寺

〇
七
七
〇
―
二
二
―
三
九
二
六

旧
玄
成
院
庭
園

九
一
一
―
〇
八
二
二

福
井
県

勝
山
市
平
泉
寺
町
平
泉
寺
五
六
―
六
三

白
山
神
社
社
務
所

〇
七
七
九
―
八
八
―
一
五
九
一

永
保
寺
庭
園

五
〇
七
―
〇
〇
一
四

岐
阜
県

多
治
見
市
虎
渓
山
町
一
―
四
〇

（
宗
）
永
保
寺

〇
五
七
二
―
二
二
―
〇
三
五
一

江
馬
氏
館
跡
庭
園

五
〇
六
―
一
一
二
一

岐
阜
県

飛
騨
市
神
岡
町
殿
五
七
三
―
一

飛
騨
市
教
育
委
員
会

文
化
振
興
課

〇
五
七
七
―
七
三
―
七
四
九
六

柴
屋
寺
庭
園

四
二
一
―
〇
一
〇
三

静
岡
県

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
三
三
一
六

吐
月
峰
柴
屋
寺

〇
五
四
―
二
五
九
―
三
六
八
六

龍
潭
寺
庭
園

四
三
一
―
二
二
一
二

静
岡
県

浜
松
市
北
区
引
佐
町
井
伊
谷
一
九
八
九

龍
潭
寺

〇
五
三
―
五
四
二
―
〇
四
八
〇

臨
済
寺
庭
園

四
二
〇
―
〇
八
八
五

静
岡
県

静
岡
市
葵
区
大
岩
町
七
―
一

（
宗
）
臨
済
寺

〇
五
四
―
二
四
五
―
二
七
四
〇

名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園

四
六
〇
―
〇
〇
三
一

愛
知
県

名
古
屋
市
中
区
本
丸
一
―
一

名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局
名
古
屋
城
総
合
事
務
所

〇
五
二
―
二
三
一
―
二
四
八
八

旧
龍
性
院
庭
園

四
七
〇
―
〇
三
六
一

愛
知
県

豊
田
市
猿
投
町
瀬
戸
田
一
一
―
一

豊
田
市
生
涯
活
躍
部
文
化
財
課

〇
五
六
五
―
三
二
―
六
五
六
一

【
近
畿
地
方
】

旧
諸
戸
氏
庭
園

五
一
一
―
〇
〇
〇
九

三
重
県

桑
名
市
大
字
桑
名
六
六
三
―
五

桑
名
市
役
所
産
業
振
興
部
観
光
課

〇
五
九
四
―
二
四
―
一
三
六
一

諸
戸
氏
庭
園

五
一
一
―
〇
〇
〇
五

三
重
県

桑
名
市
太
一
丸
一
八

桑
名
市
役
所
産
業
振
興
部
観
光
課

〇
五
九
四
―
二
四
―
一
三
六
一

多
賀
大
社
奥
書
院
庭
園

五
二
二
―
〇
三
四
一

滋
賀
県

犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
六
〇
四

多
賀
大
社

〇
七
四
九
―
四
八
―
一
一
〇
一

青
岸
寺
庭
園

五
二
一
―
〇
〇
一
二

滋
賀
県

米
原
市
米
原
六
六
九

（
宗
）
青
岸
寺

〇
七
四
九
―
五
二
―
〇
四
六
三

光
浄
院
庭
園

五
二
〇
―
〇
〇
三
六

滋
賀
県

大
津
市
園
城
寺
町
二
四
六

（
宗
）
園
城
寺

〇
七
七
―
五
二
二
―
二
二
三
八

善
法
院
庭
園

五
二
〇
―
〇
〇
三
六

滋
賀
県

大
津
市
園
城
寺
町
二
四
六

（
宗
）
園
城
寺

〇
七
七
―
五
二
二
―
二
二
三
八

兵
主
神
社
庭
園

五
二
〇
―
二
四
二
四

滋
賀
県

野
洲
市
五
条
五
六
六

（
宗
）
兵
主
神
社

〇
七
七
―
五
八
九
―
二
〇
七
二

玄
宮
楽
々
園

五
二
二
―
〇
〇
六
一

滋
賀
県

彦
根
市
金
亀
町
三

彦
根
市
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
課

〇
七
四
九
―
二
六
―
五
八
三
三

金
剛
輪
寺
明
壽
院
庭
園

五
二
九
―
一
二
〇
二

滋
賀
県

愛
知
郡
愛
荘
町
松
尾
寺
八
七
四

宗
教
法
人
金
剛
輪
寺

〇
七
四
九
―
三
七
―
三
二
一
一

普
門
寺
庭
園

五
六
九
―
〇
八
一
四

大
阪
府

高
槻
市
富
田
町
四
―
一
〇
―
一
〇

（
宗
）
普
門
寺

〇
七
二
―
六
九
四
―
二
〇
九
三
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

平
等
院
庭
園

六
一
一
―
〇
〇
二
一

京
都
府

宇
治
市
宇
治
蓮
華
一
一
六

（
宗
）
平
等
院

〇
七
七
四
―
二
一
―
二
八
六
一

大
沢
池
（
附
）
名
古
曽
滝
跡

六
一
六
―
八
四
一
一

京
都
府

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四

（
宗
）
大
覚
寺
財
務
部
管
財
課

〇
七
五
―
八
七
一
―
〇
〇
七
一

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園

六
〇
一
―
一
三
二
五

京
都
府

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
二

総
本
山
醍
醐
寺

〇
七
五
―
五
七
一
―
〇
〇
〇
二

慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）
庭
園

六
〇
六
―
八
四
〇
二

京
都
府

京
都
市
左
京
区
銀
閣
寺
町
二

（
宗
）
慈
照
寺

〇
七
五
―
七
七
一
―
五
七
二
五

妙
心
寺
庭
園

六
一
六
―
八
〇
三
五

京
都
府

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
一

（
宗
）
妙
心
寺

〇
七
五
―
四
六
一
―
五
二
二
六

玉
鳳
院
庭
園

六
一
六
―
八
〇
三
五

京
都
府

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
〇

（
宗
）
妙
心
寺

〇
七
五
―
四
六
一
―
五
二
二
六

不
審
菴
（
表
千
家
）
庭
園

六
〇
二
―
〇
〇
六
一

京
都
府

京
都
市
上
京
区
小
川
通
寺
之
内
上
る
本
法
寺
前
町
五
九
七

（
一
財
）
不
審
菴

総
務
担
当

〇
七
五
―
四
三
二
―
二
一
九
五

今
日
庵
（
裏
千
家
）
庭
園

六
〇
二
―
〇
〇
六
一

京
都
府

京
都
市
上
京
区
小
川
通
寺
之
内
上
る
本
法
寺
前
町
六
一
三

（
一
財
）
今
日
庵

〇
七
五
―
四
三
一
―
三
一
一
一

二
条
城
二
の
丸
庭
園

六
〇
四
―
八
三
〇
一

京
都
府

京
都
市
中
京
区
二
条
通
堀
川
西
入
二
条
城
町
五
四
一

京
都
市
元
離
宮
二
条
城
事
務
所

〇
七
五
―
八
四
一
―
〇
〇
九
六

本
願
寺
大
書
院
庭
園

六
〇
〇
―
八
五
〇
一

京
都
府

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
る

本
願
寺

内
務
室
〈
財
産
管
理
担
当
〉

〇
七
五
―
三
七
一
―
五
一
八
一

本
願
寺
滴
翠
園

六
〇
〇
―
八
五
〇
一

京
都
府

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
る

本
願
寺

内
務
室
〈
財
産
管
理
担
当
〉

〇
七
五
―
三
七
一
―
五
一
八
一

渉
成
園
（
東
本
願
寺
）

六
〇
〇
―
八
一
九
〇

京
都
府

京
都
市
下
京
区
下
珠
数
屋
町
通
間
之
町
東
入
東
玉
水
町

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
財
務
部

〇
七
五
―
三
七
一
―
九
一
八
六

鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
庭
園

六
〇
三
―
八
三
六
一

京
都
府

京
都
市
北
区
金
閣
寺
町
一
番
地

（
宗
）
鹿
苑
寺

〇
七
五
―
四
六
一
―
〇
〇
一
三

大
仙
院
書
院
庭
園

六
〇
三
―
八
二
三
一

京
都
府

京
都
市
北
区
紫
野
大
徳
寺
町
五
四
―
一

（
宗
）
大
仙
院

〇
七
五
―
四
九
一
―
八
三
四
六

聚
光
院
庭
園

六
〇
三
―
八
二
三
一

京
都
府

京
都
市
北
区
紫
野
大
徳
寺
町

五
八

聚
光
院

〇
七
五
―
四
九
二
―
六
八
八
〇

南
禅
寺
方
丈
庭
園

六
〇
六
―
八
四
三
五

京
都
府

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町
八
六

（
宗
）
南
禅
寺

〇
七
五
―
七
七
一
―
〇
三
六
五

照
福
寺
庭
園

六
二
九
―
一
二
六
三

京
都
府

綾
部
市
鷹
栖
町
小
丸
山
三
三

照
福
寺

〇
七
七
三
―
四
六
―
〇
一
八
五

旧
大
乗
院
庭
園

六
三
〇
―
八
三
〇
一

奈
良
県

奈
良
市
高
畑
町
一
〇
八
三
―
一

（
公
財
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

〇
三
―
六
三
八
〇
―
八
五
一
一

依
水
園

六
三
〇
―
八
二
〇
八

奈
良
県

奈
良
市
水
門
町
七
四

（
公
財
）
名
勝
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館

〇
七
四
二
―
二
五
―
〇
七
八
一

奈
良
公
園

六
三
〇
―
八
一
一
四

奈
良
県

奈
良
市
芝
辻
町
五
四
三

奈
良
公
園
事
務
所

〇
七
四
二
―
二
二
―
〇
三
七
五

天
徳
院
庭
園

六
四
八
―
〇
二
一
一

和
歌
山
県

伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
七
〇

（
宗
）
天
徳
院

〇
七
三
六
―
五
六
―
二
七
一
四

粉
河
寺
庭
園

六
四
九
―
六
五
三
一

和
歌
山
県

紀
の
川
市
粉
河
二
七
八
七

（
宗
）
粉
河
寺

〇
七
三
六
―
七
三
―
三
二
五
五

根
来
寺
庭
園

六
四
九
―
六
二
〇
二

和
歌
山
県

岩
出
市
根
来
二
二
八
六

新
義
真
言
宗
総
本
山
根
来
寺

〇
七
三
六
―
六
二
―
一
一
四
四

養
翠
園

六
四
一
―
〇
〇
三
六

和
歌
山
県

和
歌
山
市
西
浜
一
一
六
四

株
式
会
社

養
翠
園

〇
七
三
―
四
四
四
―
一
四
三
〇

和
歌
山
城
西
之
丸
庭
園

六
四
〇
―
八
一
四
六

和
歌
山
県

和
歌
山
市
一
番
丁
三

和
歌
山
市
和
歌
山
城
整
備
企
画
課

〇
七
三
―
四
三
五
―
一
〇
四
四

琴
ノ
浦
温
山
荘
園

六
四
二
―
〇
〇
〇
一

和
歌
山
県

和
歌
山
県
海
南
市
船
尾
三
七
〇

公
益
財
団
法
人

琴
ノ
浦
温
山
荘
園

〇
七
三
―
四
八
二
―
〇
二
〇
一

旧
赤
穂
城
庭
園

六
七
八
―
〇
二
三
五

兵
庫
県

赤
穂
市
上
仮
屋
一
外

赤
穂
市
教
育
委
員
会

〇
七
九
一
―
四
三
―
六
九
六
二

田
淵
氏
庭
園

六
七
八
―
〇
二
一
五

兵
庫
県

赤
穂
市
御
崎
三
二
九
番
地
の
一

田
淵
新
太
良

〇
七
九
一
―
四
二
―
二
二
二
五

安
養
院
庭
園

六
五
一
―
二
一
〇
八

兵
庫
県

神
戸
市
西
区
伊
川
谷
町
前
開
二
五
八

（
宗
）
安
養
院

〇
七
八
―
九
七
四
―
〇
四
〇
八

【
中
国
地
方
】

尾
崎
氏
庭
園

六
八
二
―
〇
七
〇
一

鳥
取
県

東
伯
郡
湯
梨
浜
町
宇
野
一
五
一
八

尾
崎
氏
庭
園

〇
八
五
八
―
三
五
―
二
〇
〇
三

観
音
院
庭
園

六
八
〇
―
〇
〇
一
五

鳥
取
県

鳥
取
市
上
町
一
六
二

観
音
院

〇
八
五
七
―
二
四
―
五
六
四
一
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

小
川
氏
庭
園

六
八
二
―
〇
九
二
四

鳥
取
県

倉
吉
市
河
原
町
一
九
三
六
―
一

齋
藤
信
子

〇
八
五
八
―
二
二
―
二
〇
一
〇

萬
福
寺
庭
園

六
九
八
―
〇
〇
〇
四

島
根
県

益
田
市
東
町
二
五
―
三
三

萬
福
寺

〇
八
五
六
―
二
二
―
〇
三
〇
二

医
光
寺
庭
園

六
九
八
―
〇
〇
一
一

島
根
県

益
田
市
染
羽
町
四
―
二
九

医
光
寺

〇
八
五
六
―
二
二
―
一
六
六
八

旧
堀
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
二
二

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
邑
輝
七
九
五

津
和
野
町
教
育
委
員
会

〇
八
五
六
―
七
二
―
一
八
五
四

岡
﨑
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ロ
二
一
三

岡
崎

陽
一

〇
八
五
六
―
七
二
―
〇
〇
〇
五

財
間
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ハ
三
八

財
間
至
宏

〇
八
五
六
―
七
二
―
二
八
六
七

田
中
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ロ
七
〇

（
株
）
沙
羅
の
木

〇
八
五
六
―
七
二
―
一
六
六
一

椿
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ロ
一
九
〇

椿
康
隆

〇
八
五
六
―
七
二
―
〇
〇
二
一

岡
山
後
楽
園

七
〇
三
―
八
二
五
七

岡
山
県

岡
山
市
北
区
後
楽
園
一
―
五

岡
山
県
後
楽
園
事
務
所

〇
八
六
―
二
七
二
―
一
一
六
六

頼
久
寺
庭
園

七
一
六
―
〇
〇
一
六

岡
山
県

高
梁
市
頼
久
寺
町
一
八

頼
久
寺

〇
八
六
六
―
二
二
―
三
五
一
六

縮
景
園

七
三
〇
―
〇
〇
一
四

広
島
県

広
島
市
中
区
上
幟
町
二
―
一
一

広
島
県
立
美
術
館
・
縮
景
園

〇
八
二
―
二
二
一
―
六
二
四
六

浄
土
寺
庭
園

七
二
二
―
〇
〇
四
三

広
島
県

尾
道
市
東
久
保
町
二
〇
―
二
八

（
宗
）
浄
土
寺

〇
八
四
八
―
三
七
―
二
三
六
一

常
栄
寺
庭
園

七
五
三
―
〇
〇
一
一

山
口
県

山
口
市
宮
野
下
二
〇
〇
一
―
一

（
宗
）
常
栄
寺

〇
八
三
―
九
二
二
―
二
二
七
二

毛
利
氏
庭
園

七
四
七
―
〇
〇
二
三

山
口
県

防
府
市
多
々
良
一
―
一
五
―
一

（
公
団
）
毛
利
報
公
会

〇
八
三
五
―
二
二
―
〇
〇
〇
一

宗
隣
寺
庭
園

七
五
五
―
〇
〇
六
七

山
口
県

宇
部
市
小
串
二
一
〇

宗
隣
寺

〇
八
三
六
―
二
一
―
一
〇
八
七

【
四
国
地
方
】

栗
林
公
園

七
六
〇
―
〇
〇
七
三

香
川
県

高
松
市
栗
林
町
一
―
二
〇
―
一
六

香
川
県
栗
林
公
園
観
光
事
務
所

〇
八
七
―
八
三
三
―
七
四
一
一

天
赦
園

七
九
八
―
〇
〇
六
五

愛
媛
県

宇
和
島
市
天
赦
公
園

（
公
財
）
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会

〇
八
九
五
―
二
五
―
二
七
〇
九

臥
龍
山
荘
庭
園

七
九
五
―
〇
〇
一
二

愛
媛
県

大
洲
市
大
洲
四
一
一
―
二

大
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

〇
八
九
三
―
五
七
―
九
九
九
三

竹
林
寺
庭
園

七
八
一
―
八
一
二
五

高
知
県

高
知
市
五
台
山
三
五
七
七

（
宗
）
竹
林
寺

〇
八
八
―
八
八
二
―
三
〇
八
五

【
九
州
地
方
】

旧
伊
藤
傳
右
エ
門
氏
庭
園

八
二
〇
―
〇
〇
六
六

福
岡
県

飯
塚
市
幸
袋
三
〇
〇
番
地

飯
塚
市
教
育
委
員
会
教
育
部
文
化
課

〇
九
四
八
―
二
五
―
二
九
三
〇

藤
江
氏
魚
楽
園

八
二
七
―
〇
〇
〇
一

福
岡
県

田
川
郡
川
崎
町
大
字
安
真
木
六
三
八
八

藤
江
氏
魚
楽
園

〇
九
四
七
―
七
二
―
七
七
七
七

水
前
寺
成
趣
園

八
六
二
―
〇
九
五
六

熊
本
県

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
八
―
一

（
宗
）
出
水
神
社

〇
九
六
―
三
八
三
―
〇
〇
七
四

妙
国
寺
庭
園

八
八
三
―
〇
〇
〇
一

宮
崎
県

日
向
市
細
島
三
七
三

妙
国
寺

〇
九
八
二
―
五
二
―
二
四
八
六

仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

八
九
二
―
〇
八
七
一

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
吉
野
町
九
七
〇
〇
―
一

（
株
）
島
津
興
業

〇
九
九
―
二
四
七
―
一
五
五
一

旧
島
津
氏
玉
里
邸
庭
園

八
九
〇
―
〇
〇
一
二

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
玉
里
町
二
七
―
二
〇

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
管
理
部
文
化
財
課

〇
九
九
―
二
二
七
―
一
九
六
二

【
沖
縄
地
方
】

識
名
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九
〇
二
―
〇
〇
七
二

沖
縄
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那
覇
市
字
真
地
四
二
一
―
七

那
覇
市
市
民
文
化
部
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化
財
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〇
九
八
―
九
一
七
―
三
五
〇
一

石
垣
氏
庭
園

九
〇
七
―
〇
〇
二
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沖
縄
県

石
垣
市
新
川
二
八
七

石
垣
長
敏

〇
四
二
―
五
九
二
―
二
三
〇
六

【
賛
助
会
員
】

太
田
家
住
宅
「
太
幸
邸
」
庭
園

〇
二
九
―
四
二
〇
八

岩
手
県

奥
州
市
前
沢
区
字
七
日
町
五
八

太
幸
邸
「
白
鳥
梅
の
会
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〇
一
九
七
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六
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六
三
三
〇

- 105 -

会　報　第　６１　号



庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

髙
橋
裕
一

三
四
九
―
〇
二
一
七

埼
玉
県

白
岡
市
小
久
喜
一
二
六
二
―
八

髙
橋
裕
一

〇
四
八
〇
―
九
二
―
九
一
〇
五

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

一
六
〇
―
〇
〇
二
一

東
京
都

新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
―
四
四
―
一
東
京
都
健
康
プ
ラ
ザ
ハ
イ
ジ
ア
一
〇
Ｆ

（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会

公
園
事
業
部
文
化
財
庭
園
課

〇
三
―
三
二
三
二
―
三
〇
一
八

上
野
観
光
連
盟

一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都

台
東
区
上
野
二
―
一
―
三

８
８
ビ
ル

九
階

上
野
観
光
連
盟

〇
三
―
三
八
三
二
―
〇
〇
三
〇

（
一
社
）
日
本
庭
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〇
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早
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フ
ェ
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西
早
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戸
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―
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株
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富
士
見
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―
三
三
三
二
―
七
七
四
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中
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広
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八
四
―
〇
〇
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東
京
都

小
金
井
市
貫
井
南
町
三
―
三
―
二
一

中
田
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和
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二
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八
一
―
八
一
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三
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四
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金
井
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東
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株
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・
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京
都
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株
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ド
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―
三
三
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寺
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四
七
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奈
川
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倉
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山
ノ
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〇
二

浄
智
寺
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―
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二
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三
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庭
屋
一
如
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五
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―
八
一
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三

新
潟
県

新
潟
市
中
央
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寄
居
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〇
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―
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〇
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庭
屋
一
如
研
究
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主
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藤
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〇
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四
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株
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岐
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株
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岡
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熱
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熱
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（
株
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オ
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グ
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五
五

白
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庭
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四
五
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古
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田
西
町
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―
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五
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六
八
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―
八
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東
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園
（
株
）

四
六
五
―
〇
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九
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愛
知
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名
古
屋
市
名
東
区
亀
の
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東
海
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（
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―
九
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七
一
七
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石
材
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業
（
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）
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〇
〇
一
二

大
阪
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大
阪
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港
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市
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―
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石
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業
（
株
）
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六
―
六
五
七
一
―
一
二
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六

花
豊
造
園
（
株
）

六
〇
〇
―
八
三
六
一

京
都
府

京
都
市
下
京
区
大
宮
通
五
条
下
る
堀
之
上
町
五
一
八

花
豊
造
園
（
株
）

〇
七
五
―
三
四
一
―
二
二
四
六

文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会

六
〇
〇
―
八
三
六
一

京
都
府

京
都
市
下
京
区
大
宮
通
花
屋
町
上
ル

Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
内

〇
七
五
―
三
四
一
―
二
六
〇
〇

（
株
）
中
根
庭
園
研
究
所

六
一
六
―
八
〇
一
三

京
都
府

京
都
市
右
京
区
谷
口
唐
田
ノ
内
町
一
―
六

（
株
）
中
根
庭
園
研
究
所

〇
七
五
―
四
六
五
―
二
三
七
三

（
有
）
パ
ー
ク
綜
合
デ
ザ
イ
ン

六
〇
〇
―
八
三
五
七

京
都
府

京
都
市
下
京
区
猪
熊
通
五
条
下
る
柿
本
町
五
九
五
―
二
八

（
有
）
パ
ー
ク
綜
合
デ
ザ
イ
ン

〇
七
五
―
三
四
三
―
四
四
三
六

植
彌
加
藤
造
園
（
株
）

六
〇
六
―
八
四
二
五

京
都
府

京
都
市
左
京
区
鹿
ヶ
谷
西
寺
ノ
前
町
四
五

植
彌
加
藤
造
園
（
株
）

〇
七
五
―
七
七
一
―
三
〇
五
二

（
株
）
安
井
杢
工
務
店

六
一
七
―
〇
〇
〇
六

京
都
府

向
日
市
上
植
野
町
馬
立
二
―
四

（
株
）
安
井
杢
工
務
店

〇
七
五
―
九
三
三
―
〇
〇
一
二

（
株
）
環
境
事
業
計
画
研
究
所

六
〇
二
―
八
二
六
一

京
都
府

京
都
市
上
京
区
多
門
町
四
四
〇
―
六

（
株
）
環
境
事
業
計
画
研
究
所

〇
七
五
―
四
三
一
―
〇
〇
五
五

（
有
）
重
森
庭
園
設
計
研
究
室

六
〇
三
―
八
一
七
四

京
都
府

京
都
市
北
区
紫
野
下
柳
町
一
五
―
三

（
有
）
重
森
庭
園
設
計
研
究
室

〇
七
五
―
四
九
二
―
一
一
三
六

正
善
院
庭
園

六
八
二
―
〇
一
三
二

鳥
取
県

東
伯
郡
三
朝
町
三
徳
一
〇
一
三

正
善
院

〇
八
五
八
―
四
三
―
二
六
六
八

令
和
八
年
二
月
一
八
日
入
会

髙
梨
氏
庭
園

二
七
八
―
〇
〇
三
三

千
葉
県

野
田
市
上
花
輪
五
〇
七

髙
梨
兵
左
衛
門

〇
四
―
七
一
二
二
―
二
〇
七
〇

令
和
八
年
六
月
一
九
日
入
会

静
川
園

〇
三
七
―
〇
三
〇
四

青
森
県

北
津
軽
郡
中
泊
町
大
字
尾
別
字
玉
ノ
井
四
三

中
泊
町
教
育
委
員
会
教
育
課

〇
一
七
三
―
五
七
―
二
一
一
一
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第５６号

国指定名勝　名古屋城二之丸庭園

国指定名勝　名古屋城二之丸庭園

文化財指定庭園保護協議会会報第５６号

令和３年　8月 31 日
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会　報　第　５２　号会　報　第　６１　号

国登録記念物　丸井氏庭園

文化財指定庭園保護協議会会報第６１号

令和 8年　7月 2日




